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　五月。ゴールデンウィークが終わり、一週間が経たった。

　アパートの自室で目が覚めると、そこにはいつも通り誰も居ない。

　世話焼きの近所のお姉さんも、一緒に登校する親友も、迎えに来てくれる幼おさな馴な染じみも居ない。家族も……今は居ない。父さんの勧めで、俺は一人暮らしをしているのだから。

　それが俺の、「今」の久く遠どう郁いくの生活だ。

「さて、そろそろ学校に行かないと」

　布団を片付け、身支度を終えて、アパートの部屋を出てから錆さびた外階段を下りていく。

　そして、通学路に向けて歩き出そうとしたその瞬間だった。

「おはようございます！」

　突然背後から誰かに抱き着かれた。その姿と、俺を敬う言葉遣いには覚えがある。

　カチューシャで上品にまとめた、黒くて綺き麗れいな髪。背丈は小さく、中学生にも見える。

　今まで『彼女』とはずっと一緒に居たのだから。俺と同じ未来を歩く女の子。

「ああ、おはよう。わざわざ待っていてくれたのか？」

　俺の言葉に、少女は白い歯を見せて笑う。純真無む垢くなその笑顔に、思わずこちらも頬ほおが緩んでしまいそうになる。おっと、朝からデレデレしてしまうところだった。

「ええ！　だって一緒に登校したかったですし？　ほらほら、早く行かないと遅刻しちゃいますよ？　レッツゴー、です！」

　お揃そろいの制服を着た少女は俺の手を握って、軽やかな足取りで歩きだす。

　すると、アパートの向かいにあるマンションから一人の女性が出て来た。

「あらあら、朝から元気だね。二人とも、おはよう」

　ロングスカートの似合う年上の女性。千ち草ぐさ瑛え理り子すこと、エリ姉だ。

　俺とエリ姉は幼い頃からの付き合いで、年齢差も七つあることから授乳経験もある。

　正確にはエリ姉が俺の母さんと仲良しで、哺乳瓶を使ってミルクを飲ませてもらっただけだけど！

「ええ。だって私たち、お付き合いをしていますから！　ねー？」

　少女が満面の笑みを見せる一方で、エリ姉の表情が一瞬だけ曇った……気がする。

　だけどエリ姉はすぐに微笑ほほえんで、手元のお弁当を持ち上げてみせる。

「ねえ、いーちゃん。良かったら今日も私が作ったお弁当を持っていく？　えっと、なんていうか……彼女が居る前で、言うことじゃないかもしれない、けど」

　歯切れ悪く言葉を続けるエリ姉。どうしてそんな顔をするのだろう？　ついこの間まで、とっても嬉うれしそうにお弁当を手渡してくれたのに。

「いえいえ、エリ姉さん。今日は私がお弁当を作っているので、それはあなたが食べてください。私たちは今日も二人で、一つのお弁当を分け合うのですから！　ふふふ」

　彼女の返事を受け、エリ姉は「そっか」と小さく漏らしてお弁当をバッグにしまう。

　少し残念だが、流石さすがのエリ姉も彼女の居る男に弁当を渡すのは気が引けるらしい。

「それじゃあお姉さん、大学に行ってくるね。二人とも、付き合い始めだからって勉強を疎おろそかにしちゃダメですからね！　お姉さんとの約束だよ？　じゃあね！」

　そう言ってエリ姉は立ち去ってしまった。もう少し話したかったけど、仕方ないか。

「むぅ……ダメじゃないですか。可愛かわいい私を放置しては！」

　隣に立つ俺の彼女は、拗すねた様に頬ほおを膨らませて制服の袖を引っ張る。あざといなあ。

　そんなことを思っていると、彼女は俺の手にその指を絡ませてくる。恋人繋つなぎだ！

「浮気しないように、ちゃんと私が管理してあげますから！　後でスマホのチェックもしますからね。写真フォルダに私以外の写真が入っていたら消します」

「その『消します』って写真を消すって意味だよね？」

「はい。二度と復元出来ないように抹消します」

「本当に他意は無いんですか、それ？」




　学校に着いた俺たちは、下げ駄た箱ばこで別れることになった。

　クラスが違うのではなく、そもそも学年が違うからだ。俺が高校二年生で、彼女は一年生。まだ新入生だ。俺に熱を上げるのもいいけど、早くクラスに馴な染じんで欲しいのだが。

「では、いつものあれをしてください！」

　彼女は俺と向き合って、目を閉じて「準備」をする。いつものあれってなんだっけ？

「もうっ！　ハグですよ、ハグ！　一日一回はやる約束でしょう！」

「……そう、だったな。忘れていたよ、ごめん」

　優しく彼女を抱きしめてやると、腕の中で彼女は「ふへへ」と嬉うれしそうな声を漏らす。

　どこかで聞いたことのある、特徴的な笑い方だ。

「よし、元気百倍です！　それじゃあ、お昼休みに連絡しますね！」

　ハグを終えると、彼女はそのまま一年生の教室に向かって行ってしまった。

　俺も行かないと。そう思って振り返ると、背後に中学時代からの親友が立っていた。

　二ふた重え莉り生お。女の子みたいに可愛かわいい顔をした男の子（仮）だ。

「おはよう、莉生。あ、そうだ。今日の放課後一緒に遊ばないか？」

　だけど俺の誘いに、莉生は間を置いてから首を横に振る。

「ううん。やめておく。僕は郁いくちゃんと一緒に居たいけど、郁ちゃんは他に一緒に居たい人が居ると思うからね」

「いや、別に俺とお前は友達だし、クラスも一緒だから」

「郁ちゃん」

　俺の言葉を途中で遮って、莉生はその可愛い顔を俺に近付けてくる。

「少しはあの子の立場を考えてあげないとダメだよ！　僕は今まで長い時間一緒に居たから、後回しでいいの！　ね？」

　強く言い切られてしまうと、俺はもうそれ以上反論することが出来なかった。

「わ、分かった。そこまで言うならそうするよ」

「よろしい！　あ、でも教室の中では僕が郁ちゃんの隣を独占するから、それは許してくれるよね？　凜り々り花かちゃんが何だか大人しくなった今くらいはいいよね？　ねっ？」

　俺の腕に抱き着く莉生の頭を軽く撫なでてやりながら、階段を上ろうとした。

　そんな俺たちの横を一人の女の子が足早に通り過ぎていく。

「凜々花？」

　金髪に黒いメッシュを入れた、俺の幼おさな馴な染じみ。鳴なる海み凜々花は──。

　軽蔑するような眼まな差ざしを向けて、すぐにそっぽを向いてしまった。

「ごめん、莉生。何だか凜々花の機嫌が悪そうだから行ってくる」

「え？　よ、よく分からないけど、いってらっしゃい！」

　心当たりは無いけどな！　俺は莉生に見送られながら、凜々花の背中を追った。

　すると、凜々花は何な故ぜか教室のある二階で止まらず、その先、一年生の教室が並ぶ三階すらもスルーしていく。

「お、おい！　凜り々り花か！」

　俺が声をかけると、凜々花は屋上へ続く踊り場でようやく足を止めた。

　うちの学校は特別な理由が無いと屋上に入れないから、どちらにせよここが終着点だ。

「あら、郁いく？　どうしたの？　こんな人ひと気けの無いところに私を追い込むなんて。猥わい褻せつな行為をするつもり？　でも覚悟は出来ているわ。早速おパンツを脱いで踊ればいいのね？」

　振り返った凜々花は台詞せりふこそ楽しそうだが、その表情は何な故ぜか真顔のままだ。

　長い付き合いだから分かる。今の凜々花は相当お怒りの様子だ。でも、どうして？

「ここ踊り場だけどストリップショーをする場所じゃないから……いや、今朝は何だか機嫌が悪そうだったから。気になって声をかけただけだよ。何かあったのか？」

　俺の言葉に、凜々花は真顔のまま笑いも、嫌そうな表情も浮かべてくれない。だけど。

「何も無いからご機嫌斜めなのよ。ねえ、郁。キスしてくれる？」

「へ？　え？　な、なんで？」

　一瞬、冗談だと思った。だからこそ油断していたのだろう。

　凜々花は俺のネクタイを根っこから掴つかんで、その顔を無理やり近付けさせる。

「なら、ハグでもいいわ。今朝あなたがあの子にしていたみたいに、抱きしめてよ。指を絡めて恋人繋つなぎをしながら愛を囁ささやくだけでもいい。何なら、太ももを舐なめてもいいわよ」

「で、出来るか！　特に最後のやつだけなんかジャンル違うし！」

「出来ないでしょう？　つまり、そういうことよ」

　互いの顔はゼロ距離を保ちながら、離れることもくっつくことも無い。

　それでも凜々花は続ける。恥ずかしがる様子など、一切無いまま。

「私とあなたは恋人じゃない。何もなかった。だからあなたは誰かのものになった。そういうわけで、私はご機嫌斜めなの。自分勝手に将来を期待しすぎたから……ねえ、郁」

　凜々花はもう一度、俺のネクタイを強く引っ張って顔を耳元に近付け、そして──。

「好きだったわ、郁。世界一可愛かわいい幼おさな馴な染じみは、あなたが大好きだった」

　最後に真っすぐに愛の言葉を囁いて、俺のポケットに何かを詰め込んで去って行った。

　二度と振り返ることのない幼馴染の背中が視界から消えてから、俺はポケットの中にある『それ』を取り出してみる。

「これは……俺と凜々花が昔、おままごとで使った婚姻届……？」

　色いろ褪あせた紙の右側には凜々花の個人情報が今の凜々花の字で書かれていて。

　だけどその上には大きく、赤いマーカーでバツが引かれていた。

「確かに、今の俺には『彼女』が居るから、結婚は出来ないけど」

　何もここまでしなくていいのに。幼い二人の思い出まで、否定しなくていいじゃないか。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺の耳に、始業のチャイム音が届く。とりあえず、教室に行こう。







　放課後。授業間の休憩時間は『彼女』と過ごし、下校も一緒にすることになった。

　莉り生おは気遣うように先に帰り、凜り々り花かは挨拶すらせずに教室を出て行ってしまった。

　いつもならどっちかが遊びに誘ってくれるのに。何だか少し寂しいな。

「どうしたんですか？　さっきから黙って、お腹なかが痛いとか？」

　隣を歩く少女は、困ったように首を傾かしげる。心配をかけてしまったらしい。

　お腹が痛いというか、どちらかというと胃が痛いけどね……。

「大丈夫だよ。それより、今日はこの後どこかに行くか？」

「うん？　お昼休みに今日は二人でお家うちデートをするって言ったじゃないですか！　二人で引き籠ってゲームをするって約束ですよ！」

　そうだったっけ？　まあ、彼女が言うなら嘘うそじゃないだろう。俺が忘れているだけだ。

　そう、俺が忘れているだけ。

　俺は彼女と一緒にアパートの自室に入り、鍵もかけずに二人で上がる。

「さて、じゃあ今日は何のゲームを……うわぁっ！」

　俺がテレビの横にあるゲームソフトを取ろうと屈かがんだ瞬間。

　背後から彼女が抱き着いてきて、そのまま二人で畳の上に転がる。

「嫌だなあ、ゲームなんて口実に決まっているじゃないですか」

　俺を組み伏せるようにして馬乗りになっている彼女は、妖艶な笑みを浮かべてみせる。

　視線の先には、リップの塗られた柔らかそうな唇が見えて、つい目を逸そらしてしまう。

「私はあなたを自由にしたいです。具体的に言えば、男女の一線を越えたいです」

「え……？　あ、あの。俺たちまだ高校生だし、そういうのは早いと思う！　せめて卒業前の冬休みに互いの進路を決めてから、自主通学期間中にデートをしてその夜くらいに」

「何ですか、その具体的な未来計画は……嗜し好こうが強くてちょっとヘンタイっぽいです。まあ、それを言うなら私も十分ヘンタイですね。この状況に興奮しているわけですから」

　彼女はブレザーを脱ぎ捨てワイシャツ姿になり、首元のリボンを抜き取る。

　それからボタンを一つ、二つと外していき、その可愛かわいいおヘソが露あらわになった。

「ようやく、ようやくここまで来たのです。私もこの状況を悪用しないほど出来た子じゃないですから。さあ、目を瞑つぶってください。恥ずかしいので」

　ボタンを全て外し終えた彼女は、ゆっくりと上半身を曲げていく。

　このままでは完全に唇が触れ合ってしまう。『彼女』とのファーストキスが──。




　お父様がママとファーストキスした思い出なら、覚えていますよ！

　この部屋でファーストキスをしたそうです！




　誰かの声が頭の中で突然響いて、俺は右手だけを振りほどいた。

　そしてその先にあった一枚のタオルを、咄とつ嗟さに唇の上に滑り込ませた。

　それでも彼女は止まらず、俺たちの唇は一枚の布越しに確かに温度を伝え合う。

「っ……ふぅ。あれ？　タオルで唇を隠すなんて、もしかして急に恥ずかしくなっちゃいました？　じゃあこれは練習だと思って、次こそ本番を」

　しかし彼女の攻勢は止やむことがなく、防御壁代わりのタオルは剥はぎ取られてしまう。

　どうしてだろう。俺はこの子と……仮に付き合っていても、この子とだけは。

　絶対にキスをしてはいけない気がする！




「お父様……？　何をしているのです？　その女は誰ですか？」




　そう言ったのは『彼女』ではない。突然、玄関の方から声がした。

　言葉遣いは似ている。声音も少しだけ似ている。だけど、違うと分かったのは。

　お父様。俺をそう呼んだ声は、世界で一番愛いとしい声だったから。

　俺はゆっくりと顔を動かし、そこに誰が立っているのかを確認する。

　胸元に世界に二つとない、俺の母さんの形見のリングをぶら下げた女の子。
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　ああ、やっぱり。ずっとずっと会いたかった、俺の大切な『娘』だ。




　お父様のキスシーンを目撃して、目から光は消えているけどね……！

「……誰ですか、あなた？　私たちのキスを邪魔しないでくれます？　私のパイセンのことを『お父様』だなんて、馴なれ馴なれしく呼ばないでください。不愉快です」

　敵意を剥むき出しにしている『彼女』にさえ、余裕の笑みを浮かべる女の子。

　本当は居てはいけないのに。ここではない少し先の未来で、再会を約束したのに。

　涙で視界が滲にじむ。ダメだ、ちゃんと見てあげないと。とっても大事な俺の家族を。

「おや？　私のことをご存ぞん知じでない……？　いいでしょう、教えてあげましょう！」

　陽ひ射ざしを反射して長い髪が輝く。俺とよく似た頭頂部のアホ毛を揺らして。

　とっても素敵な笑顔を浮かべながら、『彼女』に告げた、その名は──。




「私は久く遠どう燈とう華か！　世界一可愛かわいい娘がもう一度、会いに来ましたよ！」




　燈華。




　世界一可愛い俺の娘は、満面の笑みを浮かべて宣言したのだった。
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「……燈華？　娘？　なるほど、あなたが例の女の子ですか」

　燈華の名乗りを受けて、『彼女』は身体からだを起こして俺から離れた。

　だが、その視線は一瞬たりとも燈華から離さない。警戒しているのだろう。

「ふーむ。どうやら私のことを知っているみたいですね？　もちろん、私も少しだけあなたを知っていますけど！　どうして私のお父様と付き合っているか、とか」

　その台詞せりふに引っ掛かるところがあったのか、『彼女』は立ち上がって部屋から出て行こうとする。しかし、燈華は玄関のドアにもたれかかってそれを許そうとはしない。

「帰る前に、せめて名乗りましょうよ？　お父様とは知らない仲ではないですよね？」

　そう言われて、『彼女』は小さく溜ため息いきを吐つく。今日一日、俺と過ごしていた時とは別人のような雰囲気だ。病んでいるというか、やたら攻撃的というか。

「……紫し織おり。空そら音ね紫織です」

『彼女』もとい、空音から名前を聞いた燈華は小さく頷うなずいて、玄関から退いた。

　空音は俺を一いち瞥べつして笑う。だけど、その笑いには悪意が込められているように見える。

「また来ますね、私の大好きな……久遠先輩」

　先輩。部屋から出て行く空そら音ねにそう呼ばれた瞬間に、頭の奥に疼とう痛つうを覚えた。

　何だろう、この痛み。以前どこかでこれと同じ痛みを感じたような気がするけど。

「お父様ぁあああ！」

「お、ぐぶぅ！」

　考える間もなく、世界一可愛かわいい娘が俺にヘッドスライディングをかましてきやがった！

「お父様！　お父様だぁー！　この高校生特有のツルツル肌と、髭ひげと皺しわの一切無いお顔と抱き心地！　久しぶりですねぇ！　ぐりぐり！　マーキングしなきゃ！　ぺろぺろ」

「いだいだいだいだい！　頭を鳩尾みぞおちにくっつけて暴れないでぇ！　あと舐なめないでぇ！」

　鳩尾を抉えぐるつむじを手のひらで押し返すと、燈とう華かは顔を上げて満面の笑みを浮かべる。

　それを見て思わず、また俺の目尻に涙が浮かんでしまった。

「わー！　お父様泣いていますねー！　超萌もえます！　ふへへ！」

「あー、もう！　うるさいなあ！　泣くに決まっているだろう！　たった二週間ぶりの再会でも、世界一可愛い娘がもう一回会いに来てくれたんだから！」

　前回は俺が泣いている燈華を受け入れたのに、今度はすっかり逆転しちゃったな。

　俺たちは互いの顔を見て笑い合い、それからもう一度抱き合ってから向き合う。

「久しぶり……ではなく、ただいまと言わせてください！　お父様！」

「ああ。おかえり、燈華。でも、どうしてここに？」

　俺が尋ねると、燈華は「うーん」と唸うなり、ちょっと考えてから口を開いた。

「私もよく分からないので、少し早い晩ご飯を食べながら考えましょう！」




　燈華と一緒に食卓を囲む、その懐かしい感覚に妙な高揚感を覚えながらも、俺はゴールデンウィーク中に覚えた、ある手料理を燈華に振舞ってあげた。

「はい、どうぞ。今はまだこれ以外は人に出せるレベルじゃないけど」

「うひょー！　オムライスじゃないですか！　しかもふわふわのやつ！　お父様、一体どこでこんな技術を？　もしや！　本場フランスで修業しました？」

「フランスで修業した末にオムライスだけ習得して帰って来るお父様とか嫌じゃない？　何か他におかずとかいるか？　出来合いのサラダか、冷凍の総菜ならあるけど」

「いりませんよ！　お父様の私への愛が、最高のおかずです！　いただきます！」

　嬉うれしいことを言ってくれながら、燈華は物もの凄すごい勢いでスプーンを動かしていく。

　子供なら誰でも喜ぶだろうと思ったけど、作り方を覚えて正解だったな。

　よっぽど空腹だったのか、燈華はあっという間にオムライスを食べ終えてしまった。

「ふぅー！　ごちそうさまでした！　これお店なら三百円は取れますよ！」

「褒められているのか貶けなされているのか分からない値段設定はやめよう？」

「店の雰囲気、バツ。味、そこそこ。立地、悪い。店主の笑顔が素敵……っと」

「世界一可愛かわいい娘が悪質なクチコミの投稿を覚えて帰ってきましたね……？」

　うん。やっぱりこのやり取りが俺たち親子らしくて楽しいな。

　だけど、このまま二人で楽しく遊ぶだけ、というわけにはいかない。

「燈とう華か。教えてくれないか。空そら音ね紫し織おりのことと、皆の記憶が混濁している原因を」

「はい！　ただ、詳しくは分かりませんよ？　私がここに来たのも、前回同様突発的なものですから。なので、燈華ちゃんなりの仮説で良かったらお話しさせてくださいな！」

「ああ、それでいい。頼むよ」

「かしこまり！　前回私がやってきたことによって、お父様と『ママ会』の三人……エリ姉さん、莉り生おさん、凜り々り花かさんとの関係が強固になりましたよね？」

「そうだな。ママ候補の三人はお前を将来の娘（仮）だって認識したわけだ」

　一人だけ娘をもうけるには生物学的に無理な奴やつが居るが、それは置いといて！

「それにより未来が確定したわけです。三人のうち誰かが私のママになる『未来』が」

「確か燈華は言っていたよな。俺が高校二年だか三年生になった秋か冬に、この部屋でママとキスをした、って。それが燈華と会うために歩むべき一つの『未来』だ」

「はい！　『愛』が深まったことによって、恐らくそれは叶かなうでしょう。だけど」

「何な故ぜか俺は空音紫織と付き合っていて、三人もそれを周知の事実として受け入れていた。そして……ここであの子とキスをしそうになった。未来を先取りするように」

　俺の傍かたわらには、先ほど空音の唇を防いだタオルが放置されている。

　燈華はそれを拾い上げて、丁寧に畳みながら話を続けた。

「何かしらの原因でお父様と『ママ会』の皆さんに記憶の改変が起きたのでしょう。空音さんはお父様を知っていたようですが、心当たりは無いのですか？」

　そう言われても、俺は空音の顔に心当たりは無い。初対面……なのだろうか。

「ふむ。以前私が未来から来たことによって、お父様とママの将来に大きな変化が起きたようですね。そして何よりも今、私はその影響を受けています」

「え？　ま、まさか燈華……お前」

　燈華は前回やってきた時に語っていた。未来が変わっても自分の存在こそは消えない。だけど、存在が『変質』すると。そう、例えばそれは俺と血の繋つながりが無くなり──。

「はい。お父様を性的な目で見ています！　このままお父様が空音さんとお付き合いを続けたら、手始めにお父様のパンツを一枚くらい拝借するかもしれませんね！」

「やめてぇえええ！　お父様を性的な目で見ないでぇえええ！」

「ねえ、郁いくさん。私の頭を撫なでて抱きしめてくれますか？」

「うわ、すごい鳥肌が立った！　お父様のことを名前で呼ばないで欲しい！」

　最悪だ。せっかく前回、そうならないように頑張ったのに……また振出しに戻るとか。

　いや、違う。今回はゼロからのスタートじゃない。

「大丈夫だ。『ママ会』の三人とは燈とう華かのおかげで仲が深まったし、もう一度やり直すのは難しくないはず！」

「でもお父様、今は空そら音ねさんとラブラブチュッチュな関係になっていて、それを三人も受け入れている状態ですよね？　どうするつもりですか？」

　あれ……？　これ、寧むしろゼロどころかマイナスからの出発じゃない？

　そういえば今日三人とも冷たかったなあ……凜り々り花かに至っては関係をやめるような別れ方をされたし。おや？　終わった？　俺が燈華の親になる未来、消えた？　おやおや？

「燈華、不ふ甲が斐いないお父さんでごめんね……」

「あ、諦めないでくださいよぉ！　まだ私変質前ですよ！　さっきのやりとりは冗談ですし、どうにかなる可能性があるじゃないですか！　娘を変質者にする気ですか！」

「なあ、燈華。変質者って厨ちゆう二に病びようっぽくて格かつ好こ良くない？」

「私のお父様が絶望に負けて壊れてしまいました……！　全く！　可愛かわいい娘にツッコミ役をやらせないでくださいよ！　ちゃんと起死回生の手も」

　燈華が何かを言いかけた、その時。俺のスマホが大きく振動し、着信を知らせる。

　グループ通話らしく、発信者には俺と燈華には見慣れた文字が並んでいる。

「着信……『ママ会』からだ」

　それは燈華が未来に帰った後、エリ姉と凜々花が作ったグループだ。

　何な故ぜか俺と莉り生おも所属させられているが、つまり燈華と関わったメンバーを集めただけなのだろう。俺と莉生は股間ペアルックなのでね！

「出ましょう、お父様！　私の存在は伏せたままでいいので！」

　燈華に催促され通話に出ると、通話の参加者を確認するよりも先に声が響いた。

『こんにちは、皆さん。空音紫し織おりです』

　先ほど俺を押し倒した後輩、空音だった。スピーカーモードにし、燈華と音声を共有しながら、この通話に参加しているメンバーをチェックする。

「莉生以外の全員、か」

　俺の呟つぶやきに燈華も画面を確認して互いに頷うなずく。だが、空音以外に誰も言葉を発さない。

『あれあれ？　これ聞こえています？　もうっ……ねえ、パイセン！　可愛い恋人系後輩の声が届いていますかー？　私の愛、着信なうです？』

　不安になった空音がウザ絡みしてくるが、シカトしても話は進まないだろうな……。

「はいはい、聞こえているよ。愛は届いてないけど」

『マジですか？　じゃあ後ほどクール便着払いで送りますね！』

「有料なの？　無償の愛っていう素敵な言葉知らない？　そもそも何でクール便？」

『愛は生ものですから。腐るし、鮮度があります。まあ私とパイセンの間に生まれた愛はお二人と違って一生フレッシュですけどね！　うへへ！』

　空そら音ねの挑発に、エリ姉と凜り々り花かは露骨な反応を見せた。

『……新鮮なノロケ話なら大学の同級生の結婚話でお腹なか一杯ですので』

『その口と全身の穴にドライアイス詰めるわよ？』

　二人とも辛辣な口調な上に凜々花の声には殺気が籠っているが、そんなことはお構いなしと言わんばかりに鮮度の高い後輩は話を続ける。

『まあまあ、そんなに怒らないでください。私がパイセンのスマホを弄いじって勝手にこのグループに参加したのは、それなりにワケがあります。超お得な話をしてあげます』

　俺と燈とう華かは互いに首を傾かしげ、空音の言葉の続きを待つ。エリ姉と凜々花も無言だ。

『私とパイセンが場所も時間も問わず愛し合っているのは皆さまご存ぞん知じでしょうが』

「俺とお前はＴＰＯを弁わきまえた、キスもしていない健全な付き合いだよね？」

『そうですね。ＴＰＯ、つまりトップレスオフな裸の付き合いです』

「ねえ、こいつの脳内辞書って他と違う特別な仕様になっているの？」

『パイセン。話の腰を折らないでくれます？』

　事実を捻ねじ曲げたお前が言うな、とは思ったがこの辺りで黙っておこう。

　空音は「んんっ！」と咳せきばらいをしてから、もう一度話を戻した。

『まあ私とパイセンの仲はえげつないくらいラブラブで、告白をした末に失恋したお二人にはさぞ歯は痒がゆいでしょう。そこで！　お二人にサービスしてあげます！』

　勿もつ体たいぶるように間を置いてから、空音は遂ついに今回の話、その主題を語り出す。

『あなたたち「ママ会」の面々に、パイセンとのデートを許可してあげます！　お触りは厳禁ですが、買い物や食事くらいならいいでしょう！　どうです？　この素敵な提案！』

　どういうことだ？　怪しむ俺と燈華だったが、しかし二人は違ったらしい。

　空音に告げられた二人は、それぞれ明確な焦りを声に滲にじませた。

『ちょ、ちょっと待ちなさい！　それはどういうこと？　あなたにとって何のメリットがあるのよ、それ！　私の彼氏を奪ってみせろ、みたいな挑戦？』

『そ、そうだよね？　凜々花ちゃんの言う通りだよ！　はっ！　もしかしてレンタル彼氏ならぬ、レンタルいーちゃん……？　ちょっとＡＴＭ行ってきます！』

　凜々花もエリ姉も大層混乱してらっしゃる。それは俺も燈華も同じだが。

『ご心配なさらず。金銭は一切徴収しませんし、監視もありません。天使すぎる後輩こと空音紫し織おりがあなたたちから頂くのは、これからの時間です』

　時間という言葉を強調した空音は、『ママ会』の二人に威圧的な語気で続ける。

『デートは一度きりです。そのデートを最後に、私のパイセンには二度と近付かないでください。学校や通学路で会っても無視すること。関係を終わりにしてください』

　自称天使の悪魔じみた提案に、誰も言葉を返すことは出来ず。

　ただ絶句し、グループ通話は沈黙に包まれた。

『あれー？　予想外の展開に驚きですか？　別にデートはしなくてもいいですよ。どちらにせよ、あなたたちとパイセンの付き合いは今月までです。来月からは……』

　もう二度と、私の恋人に触れないでくださいねっ！

　とても楽しげな、だけど最悪な言葉を残してグループ通話は強制終了した。

「とんでもないことになってしまったぞ……」

　俺はスマホを置いて、先ほどの会話を頭の中で整理する。

「それに空そら音ねの、エリ姉と凜り々り花かが『告白をした末に失恋した』ってどういうことだ？」

　俺にはその記憶は無い。当然、燈とう華かもそれについては知らないようで。

「恐らく、それも記憶の改変ですね。お父様が空音さんといつの間にか付き合っていたように、『ママ会』の皆さんに事実と異なる記憶が植え付けられている、とか……？」

「なるほど。だから俺と空音が付き合っている現状を、素直に受け入れているのか」

　燈華が帰ってから、世界に異変が起きたのだと仮定するのであれば。

　ここ二週間で『ママ会』と俺の関係に、かなりの変化が生じているのは間違いない。

「しかし関係を絶てとは、空音もとんでもないことを言いやがるな……」

「お父様！　これは戦争ですよ！　『ママ会』ならぬ、『ママ会戦』です！　空音さんの言葉は宣戦布告じゃないですか！　戦う時ですよ！」

　燈華は鼻息を荒くして俺の手を握って上下に振るが、これほど不利な戦いも無い。

「記憶は改変され、『ママ会』の面々とは最後のデートを終えたら関係断絶。いつの間にか付き合っている空音の正体も分からない。これは詰みじゃないか……？」

「もうっ、お父様の豆腐メンタル！　この状況を打破するために現れたのが、私じゃないですか！　世界一可愛かわいいあなたの娘が、今回も起死回生の手を用意していますよ！」

　燈華は俺の両肩を揺さぶって、なんとか正気に戻そうとしてくれる。

　起死回生の手……まさか、例の『アレ』か！

「なあ、燈華！　もしかして今回も『パパーツ』を持ってきてくれたのか！」

「ふふふ。お父様、私を甘く見ていますね？　あれはもう過去の産物！　世界一可愛い娘は日々、進化し続けるのです！」

　そう言って燈華がトートバッグから取り出したのは、一冊のキャンパスノートだ。

「これは『ママシックレコード』です！」

「ま、ま、『ママシックレコード』だと……！　相変わらず最高のセンスだな！」

「いぇい！　で、これが何かと言うとですね？　前回、お父様と喧けん嘩かして家出した際に、私が『ママ会』の三人にお世話になったじゃないですか？　覚えていますか？」

「ああ。可愛い娘との日々は一瞬たりとも忘れないからな！」

「わーい！　お父様大好きです！　おっと、話が逸それましたね！　その『ママ会』で三人それぞれから『彼氏が出来たらしたいこと』を聞いてきたのです！」

　燈とう華かは更に二冊のノートを取り出し、三冊全てををテーブルの上に広げて見せた。

　表紙にはそれぞれ「エリ姉」「莉り生お」「凜り々り花か」と書かれている。

「この中にはママたちが思い描く恋人との理想のシチュエーションが書かれています。知っていますか、お父様？　女子会って、大概こういうしょうもない話ばかりなのです」

「何な故ぜか急に女子会を貶おとしめたぞ、俺の娘。女子会に親でも殺されたの？」

「寧むしろ、親と女子会をしたのですけどね！　えへへ！」

　俺は何となく手を伸ばし、『ママシックレコード』を一冊確認してみようとした。

「待ってください、お父様！」

　燈華の叫びに気け圧おされて、思わず俺は伸ばしていた手を引っ込めた。

「それを読んでいいのは、覚悟がある人だけです。『ママシックレコード』には、ママたちの過去と未来、欲望と願望、そして理想と夢想が詰まっています」

「言い方は格かつ好こいいけど、要するに妄想シチュの詰め合わせだよね？」

「ええ。夢と希望が詰まっています。ほら、お父様だって隠し持っていますよね。押し入れの中に隠していたようですが……燈華ちゃんには隠しきれませんでしたね！」

　そう言って燈華は素早く押し入れの中からストレージボックスを取り出し、その中から大量のＤＶＤと本を取り出した。念のため言うが、エロい本ではない。ないけどもぉ！

「例えばこれ。ある日未来の娘と電話が出来るようになった映画ですね。こっちは未来の娘と一緒に戦うファンタジーアニメです！　もうっ、お父様ったらドタコンですねえ！」

「ああああああ！　や、やめてくれぇ！　エロ本を晒さらされるよりキツいからぁ！」

「親子モノのスケベブックじゃなくて燈華ちゃんは安心しましたけどね！」

「買うか、そんなもん！　と、燈華が居なくなって……やっぱり、寂しかったからさ」

　口ごもる俺に、燈華は「ふへへ！」と嬉うれしそうに笑いながら抱き着いて来る。

　色んな創作物を楽しんだけど、やっぱりこの温ぬくもりと笑顔に敵かなうものはないな。

「私のお父様は本当に素敵ですね！　あ、でもこの箱に入っているものは全部捨ててください。世界一可愛かわいい娘は私だけなので、他の娘キャラに目移りしないでくださいね？」

「俺の娘の愛が重すぎて怖い。世の中の大半の創作物を楽しめなくなるよね、俺」

「私を見てくださいよ。事実は小説より奇なり、ですよ！　お父様！」

「た、確かにその通りだけど！　まあ、これの処分は今後考えるとして、だ」

　燈華の言う通り、この『ママシックレコード』は本質的には俺のストレージボックスと変わらないだろう。叶かなえたい「夢」と「希望」を詰め込んでいるのだから。

「……決めたぞ、燈華。俺はエリ姉と莉生、凜々花との関係を修復出来るならどんな犠牲も厭いとわないし、覚悟を決める」

　俺の目を見てそれが嘘うそ偽りじゃないと分かったのだろう。燈華は強く頷うなずく。

　そして俺から離れ、三冊のノートをまとめて俺に差し出した。

「今回の目的は『ママ会』の三人ともう一度ママリティに満ちた日々を過ごすこと。そして、空そら音ねさんの正体を皆で突き止める……それでいいですか？」

「ああ！　それじゃあ燈とう華か、前回の『お父様が将来私のパパになる為ための活動』こと、『パパ活』に劣らないような、最高の作戦名を宣言してくれ！」

「分かりました！　では『ママ会戦』に勝つために『ＮＴＲ難易度の高い恋愛作戦』、始めましょう！」

　ＮＴＲ作戦、始まります！

「やっぱり燈華のネーミングセンスは……最高だな！」

　少し危ない会話だけど、俺たち親子にとって愛いとしい日常の一片だと、改めて思う。







　翌日、早朝。燈華と作戦方針を決めて登校中の今に至るまで、空音から連絡は無かった。

　スマホを見る限り、連絡先は知っているようだが……音沙汰が無いのも不気味だ。

　そして燈華は今回もお留守番だ。今回の騒動に伴い、『ママ会』の三人には燈華との記憶が残っているか分からないので、混乱を防ぐためでもある。

「何か出来ることがあったらサポートするとは言っていたけども、うちの娘はアホだからなあ……燈華ちゃんはアホ可愛かわいい。なんてな。あはは」

　燈華が帰ってきたからか、俺はこんな状況にもかかわらず気分が高揚していた。

　本当は頼ってはいけないのに。子離れ出来ない親って、こういう感じなのかな？

　通学路を歩いていると、目の前に見慣れた小さな背中を見つける。

　莉り生おだ。俺は思わず声をかけようとして、だけどやめておくことにした。

「莉生にはとっておきの舞台を用意しないといけないからな」

　俺の背中の通学用リュックの中には、『ママシックレコード』が入っている。

　俺の可愛い親友の願望は、概おおむね把握済みだ。




　昼休みが過ぎて、放課後になっても空音は姿を現さなかった。何を考えているのか分からないけれど、俺には俺のやれることをするだけだ。

　こちらに目もくれず教室を出て行こうとする莉生に、声をかけて引き留とめる。

「なあ、莉生。良かったらこの後少しだけ付き合ってくれないか？」

　俺に声をかけられた莉生は、困った顔をしながらも話を聞いてくれた。

「で、でも郁いくちゃんには空音ちゃんが……」

「いいから来いよ。俺の言うことが聞けないのか？」

　口調こそ強めたが、決して荒々しい感じにならないように気を配る。

　人生でこんな台詞せりふ言ったこと無いのになあ！　だが、これも莉生のためだ！

「……うん。分かった。郁ちゃんを信じてついていく、ね？」

　俺は後ろに莉り生おを引き連れて、多くの生徒で賑にぎわう教室を後にした。

　俺と莉生が向かった先は、各学年の教室がある生徒棟の向かいにある、特別教室棟だった。こちらはその名の通り、授業や部活などで使う特別教室が多く存在する。

「郁いくちゃん。こんなところで何をするの？」

　不安そうな莉生を無視して、俺は男子トイレに入った。莉生は一瞬だけ足を止めたようだが、すぐに続いて中に入ってきた。

「ここなら誰も来ないだろ」

「え？　郁ちゃん……ひゃあっ！」

　俺は莉生の両手首を右手だけで押さえ、そのまま洗面台横の壁に押し付けた。

　左手を壁に付けて退路を塞ぐと、一瞬の出来事に莉生は困惑し、怯おびえながらも──。

「郁ちゃん……僕に、何かするの？」

　その目は確実に『何か』を期待していた。そう、これだ。

　これこそが、莉生の『ママシックレコード』に記された、彼氏（恋人）が出来たらしてみたいことの一つ、「壁ドン」だ！

「何かって？　莉生。俺たちは男同士だし、親友だぞ？　そんな俺がお前に対して、一体何をするって？　もしかして……期待しているのか？　この先の展開を」

　俺は自由になっている右手を、莉生の顎に添えて言葉を続ける。
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「お前が何かを望むなら、俺が叶かなえてやってもいいぞ？　願いを口に出してみろ」

「う、ううっ……じゃ、じゃあこの前出た最新のハイスペックスマホが欲しいよぅ……」

「まさかの物欲！　そうじゃなくて、この後の展開とかさ？　現にこうして、俺のことを押し退のけもせずに縮こまっているってことは、そういうことだろ？　違うか？」

「……ち、違うよ！　僕は別に、そういうわけじゃ！　なく、て……」

　莉り生おは涙目になって否定こそするが、よく見たら口元が緩んでいる。

　もしかしてこの返答も計算されたものか？　あざといからなあ、こいつ。

「と、いうのは冗談だ」

「ふえ……？」

　莉生の手を放してやると、拍子抜けしたような声を上げてこちらを見てくる。

「ここならあいつが居ないからな。莉生、お前は空そら音ねのことを覚えているか？」

　俺の質問に、莉生は首を傾かしげてしまう。質問の意味が分かっていないみたいだ。

「郁いくちゃんの後輩で、恋人……だよね？」

「それ以外のことだよ。出身中学とか、俺と空音がどうして付き合うまでに至ったか。変なことを言うが、俺と空音は気付いたら恋人同士になっていた。燈とう華かの時みたいに」

「ど、どういうこと？　郁ちゃんの話がよく分からないよ！　だって、空音ちゃんと郁ちゃんは最近仲良しだし……変なことはないと思う、けど」

　記憶改変の影響が強いのか、莉生は現状に違和感を覚えていないのか？

　あのミステリアスな後輩ちゃんの正体を知るには、一筋縄ではいかないらしい。

「なあ、莉生。俺のお願いを聞いてくれないか？　ワガママかもしれない。だけど！」

　もう一度、あの日々を思い出して欲しいから。

　お前が燈華お姉ちゃんと過ごした、久く遠どう家の次女になってくれたあの日々を。

「女子用制服を着て俺の娘になれ！　郁パパがお前を愛してやるから！」

「え。恥ずかしいから嫌だよぅ……」

「あれぇー？」

　嘘うそだろ？　前回素直に受け入れてくれた莉生が、まさかの拒否！

　うわあ……告白して振られたみたいでメチャクチャ恥ずかしい！　泣きそう！

「と、とにかく！　女子用制服はしばらく封印するから！　それじゃあ、空音ちゃんに見つかる前に帰るからねっ！　ばいばい！」

　先ほどまでいい雰囲気だったのに、莉生は俺を残してトイレから出て行こうとする。

　やはりダメなのか？　いや、まだだ！

「莉生！　待っているから！　お前が我が家に来るのを……ずっと待っているぞ！」

　うーん。我ながら何かがおかしい台詞せりふだと思う！

　だが、去り行く親友の背中は一度も立ち止まることはなく、やがて姿が見えなくなる。

　大丈夫だ。莉り生おを信じよう。そう思いながらトイレを出ると──。

「どうやら告白は失敗したみたいですねぇ、パイセン？」

　そこには空そら音ね紫し織おりが居た。ブレザーのポケットに手を入れたまま、どこか高圧的な態度を俺に向けて来る。これ、本当に俺の彼女（仮）なの？

「空音か。尿意でも催したのか？　女子トイレは反対側だぞ」

「ち、ちがっ！　女の子にそういうデリカシーの無いことを言わないでください！　そもそも私は可愛かわいい後輩ちゃんなので、尿なんて出ません！　天使ですから！」

「俺は可愛くても尿を出す女の子の方がいいけどなあ」

「えぇ……？　まさかパイセンに、そっち方面の趣味があったなんて。飲む方ですか？　それともぶちまけられる方ですか？　金銭が発生するならお手伝いしますよ」

「自称天使なのに発想が悪魔的過ぎるよ、この子……」

　ふむ。通話の時も思ったが、この感じは以前から知らない仲ではないはずだろう。

　それでも皆目見当がつかない辺り、やはり記憶が欠けているらしい。

「私が誰だか、分かっていないようですね」

　空音は俺との距離を詰めて、ほぼゼロ距離で俺の顔を見上げる。背丈が莉生と同じくらい小さいためだが、その挑発的な目は凜り々り花かによく似ていた。

「私は知っています。パイセンと『ママ会』の関係も。あの燈とう華かという子のことも。そして今日の下着はトランクスでお気に入りのストライプ柄です」

「最後の情報が当たっているのが怖すぎる……だけど俺はお前を知らない。というか、覚えていない。これは公平じゃないよな？　正体を教えてくれないか？」

「嫌ですね。だってパイセンは私を知ったら……いや、やめておきましょう。まあ、知っている情報量がフェアじゃないのは認めます。だから、一つだけ教えましょう」

　空音は小さく笑って、俺から距離を取るようにして廊下を歩いていく。

　人ひと気けの無い廊下には、俺と空音以外誰も居ない。そこで彼女は何な故ぜか背を向けた。

「はい、天使の施しをさしあげます。ちらっ」

　自分のスカートを捲まくって、紺色の下着を見せつけてきやがった……！

「どうしました？　パイセン？　顔が真っ赤じゃないですか。ちなみにこれ、実は競泳水着を下に着用しているだけですよ？　一切えっちじゃありません。ふふふ」

「いや、別にそれが水着でもパンツでもそのポーズがえげつないほどエロい自覚ある？　とってもえっちですよ？」

「え、えっちじゃないもん！　ほら！　私の身体からだをちゃんと全部見てください！　このお胸とお尻を見ても私のパイセンなら欲情しませんよね？　ねーっ？」

「か、顔を赤らめながら挑発するな！　俺が悪かった！　空音ちゃんは健全ですっ！」

　俺の言葉に満足したのか、空音は鼻を鳴らして制服を着る。これはこれでエロいね？

「全く……スケベなパイセンを持って空そら音ねちゃんは大変です。昔はもっとクールな人だと思っていたのに。まあ、私との『昔』を、パイセンは忘れているのでしょうけど。では」

　さよなら、パイセン。

　去り際に残した、少しだけ寂しさを帯びたその言葉は、全くの嘘うそではないように思えた。







「莉り生おさんは私のことを忘れて、お父様の誘いにも乗らなかった……そうですか」

　帰宅した俺は燈とう華かに今日の結果を語った。話を聞いていた燈華は「仕方ないですね」なんて呟つぶやいていたけど、その落胆ぶりは誰が見ても分かるほどだ。

「また一緒に莉生さんとゲームをするために、特訓をしていたのに。まあ私にはお父様が居るので平気ですけどね！　お父様、アレをやりましょう！　合体です！」

「はいはい。お父様シートのことだな。膝の上であんまり動くなよ？」

「え？　もしかしてお父様、変質しかけている私にそういう劣情を抱いてしまいます？」

「お前のお尻が小さいせいで、骨が当たって痛いっていう話ですぅー！　そもそもお前が仮に変質を完了しても、俺にとってお前はずっと娘だし……ん？」

　俺が燈華とじゃれ合っていると、インターホンが鳴った。

　このアパートはインターホンの音量が小さいので、危うく聞き逃すところだった。

「はい。今出ますよー」

「待って。出てこないで、郁いくちゃん」

　ドア越しでもその高い声はよく聞こえる。莉生がやってきたのだ。

　俺は燈華と顔を見合わせ、一瞬のアイコンタクトでこの後の対応を共有する。前回と同じだ。燈華には俺の従兄妹いとこになってもらおう。

「莉生。どうかしたのか？　夕方に遊びに来るなんて、珍しいな？」

「ううん。遊びじゃないよ。僕の気持ちは……本心だから」

　ん？　何だか話がかみ合わない気がするが、まあいいだろう。

　様子を窺うかがっていると、僅かな沈黙の後で話を続けたのは莉生だった。

「ねえ、郁ちゃん。僕が今からドアを開けても笑わないでね？　からかうのもダメ。とりあえず見た目に触れちゃダメ。でも褒めるのはいいよ！　だから開けてもいい、かな？」

　髪でも切ったのだろうか。あるいは、服でも買ったのか。

　待てよ……服？　見た目に触れちゃダメって、もしかして──！

「僕、ちょっとだけ勇気を出して、郁ちゃんがまた見たかったものを着て来たから！」

　その言葉と共に開け放たれた先には、女子用制服を着た莉生が立っていた。

　生脚を隠すようにスカートの裾を両手で隠して、泣きそうなほどに目尻が潤み、その顔は真っ赤だ。可愛かわいい。性別なんて関係なく、素直にそう思えたから。

「莉り生お。一個だけ言わせてくれ。その姿……最高に可愛かわいいぞ！」

「えへへ！　やった、やった！　郁いくちゃんが褒めてくれた！　ついでに頭を撫なでてもいいよ？　勇気を出して良かったなー。この姿でここに来るのは恥ずかしく……て？」

　調子に乗り始めた莉生が言葉を失ったのは、部屋の奥に居る少女を見たからだ。

　燈とう華か。俺の娘と再会した莉生だが、その記憶は無い。だから多分、空そら音ね以外の女の子を部屋に連れ込んでいると思っているのだろう。

「あのさ、莉生。あの女の子について説明させてくれないか？」

「燈華ちゃん」

「そう。燈華だ。よく知って……え？」

　今、莉生は燈華の名前を口にしたか？　確かに俺が学校で教えたけど、その容姿までは教えていない。それなのにどうして分かったのか？

　まさか莉生は、エリ姉、凜り々り花かと違い記憶を失っていない──？

「燈華ちゃん！　やっぱり燈華ちゃんだ！」

　莉生は靴を乱暴に脱ぎ捨て、そのまま呆あつ気けに取られている燈華に駆け寄った。

　当然、燈華は目を丸くして混乱している。多分、俺も同じ顔をしているだろう。

「り、莉生さん？　私のことが……わ、分かるのですか？　うひゃあ！」

　莉生は燈華を強く抱きしめ、その丸い頭を優しく撫で始める。指先で、体温で、匂いで、そして燈華の声を聞きながら、自らの愛をたくさんぶつけるように。

「え？　当たり前でしょー！　お姉ちゃんのことを忘れる妹がいる？　一緒に過ごした日々も、やったゲームも、プールのことも……さよならの日も覚えているよ！」

　その言葉は、莉生が完全に燈華との日々を覚えていることを意味していた。

　自分のことを覚えている。それを知った燈華の顔が、困惑から笑顔に、笑顔から泣き顔に変わっていき、目元に大量の涙が浮かんでいく。

「う、ううっ！　り、莉生さん……！　そうですよ、お姉ちゃんですよ！　私のことを忘れないでくれて、ありがとうございます！　うわーん！」

「あはは。泣き虫だなあ、お姉ちゃんは。こんなに早く再会出来て僕も嬉うれしいよ！　だってまだまだ、ずっと、もっと先まで会えないと思っていた……から！　わーん！」

　俺の娘二人は号泣しながら抱き合い、何度も何度も、互いの名前を呼び合う。

　昨日の俺もこんな感じだっただろうな。だから、今は何も言わないで見守りたい。

　世界一可愛い俺の娘と、大切な親友の再会を。




「そっか。昨日の『ママ会』グループ通話でそんなことが……僕、昨日はお昼寝していたから気付かなかったよ。起きたらもう晩ご飯の時間だったから」

　涙が枯れ果てるほど泣いた莉生に、俺と燈華は昨日の出来事を話した。

　正座をしている莉り生おの太ももはとても艶なまめかしい。その視線に気付いた燈とう華かが、微妙に軽蔑の眼まな差ざしを向けてきたが許して欲しい。綺き麗れいすぎるよ、あの脚！

「僕だけ、空そら音ねちゃんに関する記憶改変が無いのは何でだろうね？」

　それは俺たちも知りたいが、いくつか仮説を立てることは出来る。

「空音が莉生を警戒していなかったから、記憶改変が無かったのかもしれないな。眼中にないというか、脅威として見ていなかったというか」

　胸囲も無いからな。「きょうい」だけに……じゃなくて。

「あるいは莉生さんが将来のママだから、私を覚えていてくれたとか」

　燈華は俺にだけ聞こえるようにそんなことを囁ささやく。いや、それは俺も思ったけど！　だけどほら、莉生は俺の親友だから！　お揃そろいだから！　股間！

「あ。だけど莉生。お前は俺と空音が恋人関係にあると思い込んでいたよな？　それは記憶の改変に関係ないのか？」

　俺が尋ねると、莉生は小さく首肯する。

「うん。だって燈華ちゃんが帰ってから今回までの二週間、郁いくちゃんと空音ちゃんは一緒に過ごす時間が増えていたから普通に付き合ったのかと思ったよ」

「俺の記憶ではそれだけ、だけどな。空音とは健全なお付き合いをしていたぞ」

「燈華ちゃんとの一件を経て急に後輩と付き合い始めたから、僕は内心軽蔑したけどね！　エリ姉と凜り々り花かちゃんが大人しかったのは、僕と違って記憶が改変されていたからかー」

　一人だけ記憶が正常のままだったのか。

　軽く語っているけど、相当ホラーな二週間だったろうな。

　親友がいきなり後輩とイチャつき、『ママ会』の二人は失恋していたのだから。

「だけど僕、元々空音ちゃんのことは詳しくないから正体を知るには役に立たないかも。それ以外で僕に出来ることがあるなら、何でもするよ！」

　莉生の「何でもする」という文言に目を輝かせて食いついたのは燈華だった。

「では！　そんな莉生さんに、素敵な作戦があるのですが、協力していただけますか！　名付けてＮＴＲ作戦です！　お力を貸してくださいな！」

「え？　え、ＮＴＲ作戦……どういうこと？」

　莉生は若干引きつつも、燈華の説明を受けていくうちに熱心な顔つきになっていく。

　その横顔も可愛かわいいな。おっと、女子用制服のせいで思考がおかしくなっているぞ、俺。

「話は分かったよ。つまり僕が郁ちゃんとイチャイチャしながら、空音ちゃんの正体を探ればいいわけだね」

　あれ？　気付けば話が終わっていたぞ？　本気の莉生は破壊力が凄すごいな……。

「僕たちのやりとりを見て、空音ちゃんが尻尾を出すかもしれないなら頑張るよ！　ちなみに凜々花ちゃんとエリ姉にはこの作戦を伝えるの？」

　莉り生おに聞かれて、俺と燈とう華かは互いに顔を見て思わず唸うなってしまった。

　事情を知っている人間は多い方がいいと思うが、あまり空そら音ねに警戒をさせるのも良くないだろう。逃げられでもしたら本末転倒だ。

　何より、燈華に関する記憶のこともある。

　昨日の会話の感じだと、莉生とは違って先月の出来事を忘れているような気がする。

「……いや、今は莉生と俺だけの秘密にしよう。エリ姉と凜り々り花かには、また後で空音の調査を手伝ってもらう。それこそ『ママ会戦』デートの時とか。莉生、それでいいか？」

「もちろん！　郁いくちゃんとの秘密の逢おう瀬せ……何だかドキドキだね！」

「お前、実はちょっと楽しんでいるだろう？」

　とにかく、これで莉生との軋あつ轢れきが無くなったのは助かる。燈華を引き合わせれば記憶が蘇よみがえる可能性があるかもしれないというのは大きな収穫だ。

　だけど、その張本人である燈華は微妙そうな顔をしている。

「燈華、どうかしたのか？」

「いえいえ、何でもないですよ！　何かあってもお二人なら大丈夫でしょう！」

　何だか引っ掛かる言い方だけど……重要な話じゃないならいいか。

「それではみなさん！　ＮＴＲ作戦、頑張っていきましょう！」

　燈華の号令に俺と莉生は揃そろって腕を挙げ、「おー！」と口を揃えて応えるのだった。







　莉生を味方につけ、ＮＴＲ作戦を開始した翌朝。

　俺は学校へ行く支度を終え、燈華の見送りを受けて部屋を出ようとした。

「あ、お父様。ネクタイが曲がっていますよ！　服装の乱れは性の乱れ！」

　ローファーを履き終えた後、燈華は背伸びをして俺のネクタイを手直ししてくれた。

「性じゃなくて心ね？　お前にそれを教えた教師にクレーム入れたいわ」

「教えてくれた先生、この時代に居ますよ？　今はまだ幼女ですけど一発ガツンと言ってやってください！」

「なるほどね！　間違いなく事案として新聞の地域欄に載るから止やめておこうかな！」

　しかし何だか恥ずかしいな。今までも一緒に過ごして何度も見送ってくれたけど、ネクタイを直されるなんて。手早い燈華の手つきはどこか少しだけ、母親っぽさがある。

「はい！　これで私のお父様は魅力三割増しですよ！」

「マジかよ。お父様、ネクタイを直すだけでそんなに格かつ好こ良くなっちゃうの？」

「ええ！　素材がいいですからね！　一度くらい鏡でその顔面を見た方がいいですよ！」

「それ相手を褒める台詞せりふじゃなくて、主に悪口として使うって知っているかな？」

　燈華は「ふへへ」と照れながら身を捩よじる。照れる要素がどこにあったの？

「あーあ。私も一緒に登校したいですねえ。燈とう華かちゃんはこの時代では自宅を警備する不登校児ですからね。あと、今日はギルドに行って魔物討伐のクエストを請けます」

「あっ……うちの子、俺が学校に行っている間に世界救う気だぁ」

「はい！　異世界移動は毎回身体からだに負担が大きすぎて疲れちゃいますねぇ。やれやれ」

「え？　本当に世界救っちゃうの？　ゲームの話かと思った……あ、そうだ！　燈華、良かったら前みたいに学校まで迎えに来てくれてもいいぞ？」

　登校は無理でも下校なら一緒に出来るからな。俺も燈華と同じ制服を着て帰るのは楽しかったから、またやりたいと思っていたし。

「分かりました！　時間が空いていて気が向いた時に行けたら行きますね！」

「あ、これ絶対来ないやつだ」

「それよりお父様！　ちゃんとお弁当を残さず食べてくださいね！　燈華ちゃんが早起きをして作ってあげたのですから！」

　そう。今日は燈華が人生で初めて、手作り弁当を作ってくれたのだ！　前回は凜り々り花かと一緒に作ってくれたけど、全部が燈華お手製のお弁当はこれが初だろう。

「ああ！　本当にありがとう、燈華。これ一つで今日の学校が楽しみだよ！」

「ふへへ！　お父様、それ未来でも言っていましたよ？　あ！　そろそろ行かないと遅刻しちゃいますね！　気を付けて行ってくださいねー！」

　燈華は元気よく「いってらっしゃいませ！」と言って俺を見送ってくれた。

　燈華と一緒に登校、か。何とか出来ないものかな。

　アパートの錆さびた外階段を下りると──。

「だーれだ？」

　背後から目隠しをされ、身体が触れた。声のトーンで大体判別はつきそうだが。

「絶妙に声を作っているな……？　いや、本当に誰ですかあなたは」

　しかし目隠しをした相手は答えない。なるほど。聴覚が役に立たないならば！

　俺は背中に意識を集中させ、触覚で相手を探る。肩甲骨のやや下辺りに感触は、無い！

「莉り生おだな！　この密着していても何も膨らみが当たらない感じがあががががががっ！」

「ざーんねん。不正解なのでパイセンの眼球を一つ貰もらいます」

　ゆっくりと食い込んでいく指を振り払い、俺はボヤけた視界で相手を確認する。

　重すぎる罰と、言葉遣いで大体分かっていたけれど。

「空そら音ねか……朝から物騒なことをしやがるな、お前は！」

　空音は俺の言葉に満面の笑みで両手をひらひらとさせて応える。白くて綺き麗れいな指だが、さっきまで俺の眼めをあれで抉えぐろうとしていたのか……。

「おはようございます、パイセン！　朝から元気ですね。眼球の一つくらいいいじゃないですか。なんなら私の物とトレードします？」

「お弁当のおかずを交換するような感覚で死ぬほど怖いことを言わないでくれ」

「でも死ぬまでペアルックですよ？　お互いの眼めで相手の顔を見るって、とても素敵じゃないですか？　放課後暇ですか？」

「誘い方下手過ぎか？　この流れ、どう考えてもデートコースは眼科一択ですよね？　それより、わざわざ人の家まで来て何の用だ？」

　俺の問いかけに空そら音ねは深い溜ため息いきを吐つく。変なことは言っていないはずだけどなあ。

「パイセン。私はあなたの彼女ですよね？　彼女と言ったら一緒に登下校をするものでしょう？　だから私がわざわざ迎えに来たのですよ。可愛かわいすぎる後輩ちゃんが！」

「そっか。じゃあ俺、学校行かなきゃいけないからまたな！」

「ちょ、ちょ、ちょぉ！　おかしいでしょう！　一緒！　目的地一緒！　緯度と経度が完全一致ですよ！　こ、こんな可愛い後輩の誘いを断って置いて行くなんて……しくしく」

　自分で「しくしく」って言っているぞ、この後輩。

　どうしたものか。断る理由も無いけど、一緒に行く理由も無いからなあ。

「そもそもパイセンが約束してくれたじゃないですか。私の中学校卒業の日に」

　空音は嘘うそ泣なきを一瞬で止めて、顔を覆おおっていた両手を放す。少しは悪びれようね？

「そう……なの？　いや、ほら。俺当時の記憶が曖昧で」

「ふふっ。安心してください。忘れっぽいパイセンの為ために言質を取ってあります」

　言質を取るっていう言葉、女の子が使うと死ぬほどおっかないね！

　スマホを胸ポケットから取り出し、空音は手早く操作をする。胸の膨らみが減ってとても……残念です。

「はい！　これですよ、パイセン。よく聞いてくださいね！」

　空音は俺の視線に気づくこともなく、スマホで何かの音声を再生する。

　背伸びをして俺の耳にスマホを近付ける空音がさっきの燈とう華かみたいで可愛いな。二人とも背丈が近いから、小動物的な可愛さがある。

『……パイセン。私、来月からようやく同じ学校に通えますね。そ、それで！　私、まだ高校への通学路を覚えきれていなくて。一緒に登校、してくれますか？』

　これは空音の声だ。雑音が無い感じで、スマホの通話音声のように聞こえる。

『ああ。始業式の翌日が入学式だから、その翌日くらいに一緒に行くか？　流石さすがに入学式は親と一緒に行くだろう？』

　こっちは間違いなく俺の声だな。言質を取ったというだけあって、確かに言っている。

『は、はい！　じゃあパイセンからの連絡を待っていますね！　ふふふ。可愛い後輩を無視したらどうなるか、ちゃーんと分かっていますよね？　ね？　ね？　ねー！』

　やけにハイテンションだな、この後輩。さて、俺のお返事は？

『ああ。俺は……お前、を、ぁ、あい、して、る。からな』

「はい、音声止めてくださいね」

　俺は空そら音ねのスマホを奪い取り、音声ファイルを停止してやった。この不審なデータを流した後輩ちゃんは、不思議そうに首を傾かしげている。折るぞ、その首？

「はて？　何かおかしな点でもありましたか？　とても自然な通話と告白でしたが？」

「でしたが？　じゃねえ！　最後の台詞せりふ全部おかしいわ！　何このツギハギ音声！　どう聞いても別の音声と無理やりくっつけて雑な編集しているじゃねえか！」

「え！　怖いですね！　そんなのまるで詐欺じゃないですか……空音ちゃん、よく分からないけど、ういるす？　ですかね？」

「こんなウイルスあるか！　寧むしろお前が諸悪の根源だろうが！」

「うるさいですね……この汚いアパート燃やしますよ？」

「追い詰められたからって本当の悪に堕おちないでくれ」

　俺以外に誰も住んでいないなら好きにしてくれていいが、今は俺のお部屋で世界一可愛かわいい娘が世界を救う最中だから止やめてくれ。あ。でも異世界行っていたら無人かな？

「で、でも！　私とパイセンが約束したのは事実ですし！　ほら、何ならスケジュール帳にもちゃんと書いてありますから！」

　空音はそう言ってピンク色の可愛いスケジュール帳を取り出し、俺に見せつけた。

　入学式の翌日の日付に、しっかりと『郁いくさんと初登校♡』と書かれている。

「……分かったよ。そもそもこの前も一緒に登校したのに、何でこだわるかね」

　俺は諦めてアパートから離れ、慣れた通学路に向けて歩き出す。

　その最中に空音は、俺の横にぴったりとくっついて同じ歩幅を刻んでいく。

「あれはノーカンです。連休明けからあの子……燈とう華かとかいう女の子が来るまで、パイセンは何をしても生返事で、何だか人形を相手にしているみたいでしたから」

　空音はそう言って、俺のブレザーの袖をつまむ。手を握るわけでも、腕に抱き着いてくるわけでもない。どこか壁を感じる、そんな距離感。

「だからこれが私とパイセンの『初めて』です。一か月以上もこんなに可愛い私を放置して、一体何をしていたのですか？」

　尋ねられて、俺は思わず口を噤つぐんでしまう。それは燈華のことを説明することに躊ちゆう躇ちよがあったからじゃない。どちらかといえば、罪悪感だ。

「……色々あったのさ。だから、空音のことをすっかり忘れていたんだろうな」

「そう、ですか。私のことなんて、パイセンにとってはその程度、ですか……」

「ああ、だから先に言っておくぞ」

　俺は歩みを止めて、同じく立ち止まった空音の顔を見つめる。

『ママ会』の面々に悪辣な提案をして、『ママ会戦』へと発展させた悪い後輩。

　だけど、登校の約束をすっぽかされてこんなに落ち込む空音が、俺には……。

「俺は忘れたことを思い出したい。エリ姉と凜り々り花かともまた前のような関係に戻りたい。その二つを叶かなえることが、俺の目的だ！」

　俺には、空そら音ねがそこまで悪い奴やつには見えない。だから宣言してやったのだ。

　独占欲の強い空音にとって後者の願いは、とても目障りかもしれないけど。

「……やっぱり、パイセンは昔から変わりませんね。私の気持ちなんて、一ミリも分かってないじゃないですか。全く、本当に乙女心の分からないダメな人です」

　空音は俺の袖から手を放して、一歩だけ前に進む。そして振り返ったその顔は、先ほどまでの悲しさを滲にじませたものじゃなく。

「じゃあ私のことを全部思い出してください。私とパイセンが重ねた時間を全て。そうしたら私は、今までのことを許してあげなくもないです。私、健けな気げな後輩ですし？　ただし」

　意地の悪い笑顔を浮かべて、自称・健気な後輩は俺に宣戦布告をする。

「私は強欲です。パイセンだけが欲しい。パイセン以外、いらない。だから私があの人たちに向ける敵意は未み来らい永えい劫ごう変わりませんから、覚悟しておいてくださいね？」

　ハッキリと強い意志を示した後に小さく舌を出して俺を挑発して歩き出す。

「お、おい。空音。一緒に登校しなくていいのか？」

「ええ。何だか興ざめしちゃいました。パイセンが他の女を気にしている間は、やっぱり止やめておきます。この穴埋めはまたお昼にでも。待っていてくださいね。ふふっ」

　不穏な未来を予告して、空音はそれから振り返ることなく行ってしまった。

「……穴埋め、か」

　空音のことを忘れていたのは、事実だ。燈とう華かが来て、未来が確定して、空音の存在が薄れる前から、俺は可愛かわいくない後輩のことを忘れてしまっていた。

　燈華との日々が慌ただしかったから、という言い訳は出来る。だけど、それは空音との約束を破った免罪符にはなることはない。

「他にも忘れていることが、あるかもしれないな」

　それを思い出すことは、きっと空音の正体を知ることにも繋つながるはずだ。

　エリ姉や凜々花のことも気になるけど、今は後輩と一緒に過ごす時間が必要なのかもしれないな。




「おはよう、郁いくちゃん！　今日から娘としてよろしくね！」

　学校に着いてからは久しぶりの莉り生お（女子スタイル）が声をかけてくる。

「あ、ああ。おはよう。相変わらずその姿は学校で見ると新鮮だな」

　やはり莉生は人目を引く容姿だよな。教室に入ってきたクラスメイトは大体一度は莉生を見る。女子生徒からの不純な目も多いんですけどね……。

　どうかすれ違いざまに「イク×リオ」という死の呪文を唱えないでください。

「え？　郁いくちゃん以外からどう見られても僕は構わないよ。えへへ」

　莉り生おは莉生で、よく分からない感じに微笑ほほえんでいるし。死の呪文教えてやろうか？

　俺たちは二人で今後のプランを考えようとして、そこで一人のクラスメイトと目が合ってしまう。スズメバチカラーの頭が目立つ俺の幼おさな馴な染じみ、凜り々り花かだ。

「凜々花ちゃん、声はかけてこないね」

　莉生もその視線に気づいたらしく、小さな声で俺に言う。変な絡み方をされないならそれでいいし、下手に刺激する必要はない。あのスズメバチは特に危険なのです。

「ねえ、郁ちゃん。椅子に座って脚を閉じてもらえる？」

「うん？　別にいいけど、一体なに……うぉっ！」

　指示通りに俺が椅子に座ると、莉生が俺の首に両腕を巻いて膝の上に座ってきた！

　お父様シートの完全上位互換だ、これ！

「ふふふ。名付けて、莉生チェアーだね！　あれ？　それだと僕が椅子かな？」

「その通りだが！　お前いきなり何を」

「何って？　僕だけじゃ不公平だから、凜々花ちゃんにも可能性を示しただけだよ？」

　そう言って莉生は名残惜しそうに、ゆっくりと俺の膝上から下りた。

　直後に、上履きの音を大きく響かせながら誰かがやってきた。言うまでもない。この教室でバカップルと化している俺たちに声をかけてくるのなんて……。

「二人して何しているのよ！」

　来ちゃったよ。顎じゃなくて、上履きをカツカツと鳴らしながら一匹の蜂が。

　その顔はどこか不満げで、だけど荒らげた声のせいで赤くなっている。

「え？　郁ちゃんに座っただけだよ？　別に健全な遊びだと思うけど。何でそんなに顔を赤くしているのか分からないなあ。何か変な妄想でもしているの？　あはは」

　莉生チェアーを終えた後の莉生は（ややこしい）上機嫌で、だけどいつもの凜々花に対する態度とは違う、挑発的な声でスズメバチを煽あおる。刺されても知らないぞ？

「……っ！　何よ、私をバカにしているのね！　あなたは男で親友だからそういうことが出来るでしょうけど、普通は彼女持ちの男にそういうことを」

「しないの？」

「え……」

　莉生の攻撃は止やまない。突然の問いかけに、凜々花は絶句している。

「これは健全な遊びだよ？　何なら、デパートの屋上にあるコインで動く動物の乗り物で遊ぶのと同じ。だから凜々花ちゃんも、どう？　一分千円だけどね！」

　ボッタクリにも程があるだろ。あと、その収益は全額俺に入るんだよね？

　とはいえ、この前踊り場であんな宣言をした凜々花が、俺とそんなことをしようなんて思わないだろ。俺の幼馴染は意思が強いので！

「ふざけるのもいい加減にして欲しいわね」

　予想通り、凜り々り花かは莉り生おの提案を突っぱねて自席へ戻ってしまった……はずだが。

　何な故ぜかまたとんぼ返りをするかのように、俺の元に帰ってくる。髪色は蜂なのにね？

「私を侮ったあなたが悪いのよ、莉生」

　そう言って凜々花はどうやら先ほど取りに戻ったらしい、赤色の長財布を取り出す。

　そしてそこに入っていた全ての紙幣と硬貨を取り出し、莉生の手に押し付けた。

「全部でいくらあるか、数えて。すぐに！」

「お、おい。凜々花、お前まさか」

「うるさいわね。乗り物は黙ってなさい」

　口を挟もうとした俺を制して、凜々花は莉生に「早くして」と催促する。

　すっかり形勢が逆転していつもの調子に戻ってしまった莉生は素早い動作で、大量のお金を数え分けた。

「……一万二千五百円、だね。端数は省いたけど」

「そう。だったら十二分三十秒ほどこの乗り物で遊ばせてもらうわね。さて、と」

　凜々花は俺の両腿ももを跨またぎ、そのままお尻を問答無用で下ろした。いや、それはまだいい。だけど、一つだけおかしいことがある。それは──。

「どうして向かい合うように座るんだよ！　逆だろ、逆！」

　凜々花は背を向けるのではなく俺と見つめ合うように、腿の上に座ったのだ。

　これって対面ざ……いや、言わないでおこう。

「これって対面座位よね」

「せっかく言うまいと堪こらえた台詞せりふをサラっと言うなよぉ！」

　凜々花は俺のツッコミを無視して、そのまま両手を俺の首に回す。

　自然と俺の手は凜々花を落とさないように腰に添える形になるわけで。

「さて、それじゃあ今から時間いっぱい遊ばせてもらおうかしらね！」

　こんなシチュエーションなのに凜々花はかなり楽しそうだ。教室にはまだ幸いなことにクラスメイトは少ないが、あと十分もすれば部活の朝練も終わる。公開羞恥プレイが始まってしまうわけだ。

「凜々花！　ダメだって！　このままじゃ俺たち、変態カップル認定されるぞ！」

「これは遊び……これは遊び。郁いくとは遊びの関係だから……この場限りのお遊びよ」

「遊びは遊びでも、それ男女関係的な火遊び！　う、わっ！」

　暴れる俺に合わせるように、凜々花は腰を縦横無尽に動かして対応する。

　俺の胸には凜々花の豊満なメロンが押し付けられ、荒い吐息が耳にかかり、互いの体温が上がっていくことに気付き、あ。これヤバそう──。

「……ひ、ひやぁ！　い、郁？　いきなりどうしたの？」

　俺は凜り々り花かの腰を持ち上げて、そのまま無理やり退どけた。

「凜々花。これ以上やると俺の男の子センサーがダメになるから、ダメだ」

「え？　え？　ど、どういうこと？　りりかちゃん、けんぜんだからわからないよぉ」

「急にＩＱを小学生レベルまで落とさないで？　だからぁ！　ここ！　ここがアレになってああなるから、これ以上はＮＧです！」

　とぼける凜々花に対して、俺は思いっきり自分の股間を指差してやった。

　凜々花は最初こそ首を傾かしげていたが、俺の顔と股間を交互に見つめて、一気に火が点ついたかのように全身を真っ赤にさせる。

「い、い、いく……いくの、あの、その、アレが、あ、ああなってっ……て、てへへ？　凜々花ちゃんやりすぎちゃった……？　ご、ご、ごめんなさいいいいいい！」

　そして言葉にならぬ声を上げて、凜々花は頭から湯気を出すほどに上気しながら、全速力で教室から出て行ってしまう。今の凜々花なら短距離走世界記録待った無し、だな。

　だけど俺も多分、お揃そろいの顔になっている。莉り生おだけが何も分かっていないようで。

「あれ？　凜々花ちゃん、どうしたのかな？　郁いくちゃんも大丈夫？」

　その純真無む垢くな顔は演技には見えない。まあ、それはどうでもいいけどさ。

「莉生……お前はさっき、これを健全な遊びと言ったな？　あれは間違っている。これは多分、モザイクのいらない世界一不健全な遊びだ」
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　当然、しばらく俺は立つことが出来ずに莉り生おを無視して無心になることに努めた。

　アウトだけどセーフだ。危なかった。十二分もやっていたら絶対に大惨事だっただろうな。深呼吸して落ち着こう。おしり。よし、大丈夫だ。

　次の授業の準備をするか！　今なんか思考がおかしくなったのは気のせいだろう！







　凜り々り花かとの悶もん着ちやく（悶もん々もんとする着衣プレイの略ではない）を終えたあと、俺は昼休みまで授業そっちのけで莉生の『ママシックレコード』を改めて読んでいた。

　他の二人は割とえげつないシチュエーションを求めているようだが。ママ「シック」だけに病的な願望が書き綴つづられていました。

　だけど莉生のそれはとても淡白でささやかなものが多い。

　これが女子力の差か。莉生に負ける女子二人は何なんですかね？

「郁いくちゃん。お昼を食べようよ、お昼を！」

　そんな俺の元に莉生が早速やってきて、弁当袋を片手に誘ってくる。お菓子作りは得意な莉生だが、自炊はそこまででもないはずなのに、今日は珍しくお弁当らしい。

「あ、えっと……俺は構わないんだが」

　スマホの画面を見ると、今朝の宣言通り某後輩から絶えずメッセージが来ている。

『今授業終わったので向かっています』

『二人きりのお昼、楽しみですね？　楽しみじゃないと許しません』

『今教室に着きました！　わくわくしますね！　上級生の教室って！』

『そのおんなだれ』

「ひぃっ！」

　思わず最後のメッセージを見てスマホを床に落としてしまう。そして、そのスマホを拾い上げて顔を上げると……いつの間にか、目の前にヤンデレ系後輩が立っていた。

「パイセン。言ったじゃないですか。穴埋めはお昼にでも、って。なんですかその女？　その女の穴という穴を埋めればいいんですか？　分かりました。埋めます」

　空そら音ねの目からは光が消え失うせ、俺と鼻をくっつけるほどのゼロ距離で詰問してくる。

　浮気したわけじゃないのに、浮気がバレた男性の気持ちが分かっちゃうなあ……！

「そ、空音ちゃん。僕だよ？　莉生だよ？」

　傍はたから見ればキスでもしているかのような距離感の俺と空音を引き剥はがし、莉生は恐る恐る声をかけた。

「はい？　私の知っている莉生先輩は穴が女性より一個少ないはずですが？」

「だ、だから今はちょっとワケありで女子用制服を着ているの！　ほら、この下は別に昔の僕と変わらないままだから！」

　莉り生おはそう言ってスカートの裾をつまんで、ひらひらとあおぐ。中が見えそう。その動きはかなりえっちなのでいいぞもっとやれ。おっと、男の子センサーが誤作動したぞ。

「あー……本当に莉生先輩じゃないですか。男だから視界に入りませんでした」

「その理論で言うと、郁いくちゃんのことも目に入らないよね？」

「いえいえ。パイセンは私にとって『特別』ですから。目に入れても痛くないというか、目を交換しても痛くないのです。眼球ペアルック」

　今朝目を抉えぐられかけた俺はメチャクチャ痛かったよ？　空そら音ねちゃん？

「それはさておき、今日のランチは私が予約済みです。郁さんの隣は紫し織おりミシュランで星三つの高級レストランですから、事前予約の無い方は入れません」

　空音はそう言って俺の腕に抱き着いて来る。やわらか……くはないな！

「そ、それを言ったら僕は郁ちゃんにとってＶＩＰだもん！　常にリザーブしているから誰にも渡さないよ！」

　莉生も同じように俺の空いた腕に抱き着いて来る。やわらか……くはないな！　ちょっとだけ空音の勝ちかもしれない。分からない。比較対象がいつも極端だから！

『なんで私の顔を見ているのよ。この貧乳たらし』

　凜り々り花かの方を眺めていたら、机に置いたスマホに即座にメッセージが飛んできた。

　助けてはくれないのか……俺の幼おさな馴な染じみは情が薄い。胸は厚いのに。

「と、とりあえずここじゃ目立つからどこかに行かないか？　中庭とかは人混みがすごいから、どこか人ひと気けの無い場所にでも」

　俺が提案すると、二人はにらみ合ったままゆっくりと立ち上がる。

　こんな状況で不謹慎だけど、姉妹が喧けん嘩かしているみたいで可愛かわいいな。燈とう華かが長女で、莉生が次女。末っ子の空音、みたいな。

「そうですね。私もパイセン以外の人はゴミにしか見えないので」

「そうだね。僕も郁ちゃん以外の人にこの姿を見せたくないから」

　うーん。姉妹揃そろって発言が過激。空音の方は「人混み」じゃなくて「人ゴミ」だと思ってない？　気のせいかな？

　俺たちは動きづらい姿勢のまま教室を出て、そのままずるずると校舎裏へと向かう。

　この辺りは日当たりも良くないので、好んでやって来る生徒は少ない。居たとしてもすぐ食事を終えてどこかに行ってしまうことが多い。

「それじゃあ三人で仲良くランチをしようか！　しようか、な……？」

　俺たちは校舎内へ直結する外階段の、比較的綺き麗れいな場所に腰を下ろした。

　ここは教室のある生徒棟ではなく、特別教室棟にある外階段のため、やはり人気はほとんど無い。先に食事を済ませた男子生徒二人組が談笑しながら下りてきたきり、俺たち以外の人の声が途絶えた。

「さて、それじゃあご飯を食べましょうか。パイセン」

　空そら音ねは俺の右側に座って、ポケットをまさぐる。左側に座った莉り生おはその様子を警戒しながら眺めていて、何だか辛つらい立ち位置だ。座っているのに立ち位置とはこれいかに。

「そういえばパイセン。食事の前に一つ思い出話をしますね」

「ん？　俺今会話イベントスキップした？　会話の繋つなぎ方下手じゃない？　空音さん？」

「あれは私がランドセルを背負っていた違法ロリだった頃の話です」

　いや、手を出したら違法だけど存在そのものは合法だろ。とはあえて言うまい。

「私には好きな男子が居て、どうしてもその子と間接キスをしたかったのですが」

「何で間接キスに限るの？　愛を伝えてストレートなキスを狙えよ」

「そこで！　賢い私は閃ひらめいたのです。小学校の音楽の授業ではリコーダーを使う、と！」

「ああ……なんかもうその後の展開が読めて胃が痛いよ」

　あれだ。こっそり笛の先端を交換したはいいが、相手が違和感を覚えて自分の笛じゃないって気付くパターンだ、これ。そして始まる犯人捜し。

「放課後、私は彼のリコーダーを分解し、笛の先を手に入れました。私はそれを十分に堪能してから、リコーダーの笛先を交換したのです。お小遣いで買った新品の笛と！」

「あれれー？　なんか予想外の展開になってきたぞ！」

「こうして私は彼の古い笛先を貰もらい、代わりに新品の笛先を与え、身勝手な満足感に浸っていました。ぐひひ、あの子今……新品の笛先を気付かず使ってやがるぜ、と！」

「何で俺の周りってこういう歪ゆがんだ女の子しか居ないの？」

　溜ため息いきを吐つく俺に空音は「まあ作り話ですが」とあっさり話を切り捨てる。

「で？　空音ちゃん。今の話は一体何？　そんな意味不明な作り話がしたいなら、壁に向かって喋しやべるといいよ！　よく響くよ！」

　莉生は莉生で、笑顔でかなり辛辣なことを言っているし。壁なのはお前の胸だろ。あ、空音もか。まあ、今の話が作り話なら確かにわざわざ聞かせる話ではないけど。

「これだから莉生先輩は……今の話はフリですよ、フリ。これのためです」

　空音はポケットから「ある物」を取り出す。小さくて四角いそれは、先端にチューブキャップが付いていて、銀色のお洒落しやれなパッケージにはレモンの写真が載っている。

「はい、パイセン。ビタミンゼリーです。これを私とシェアしましょうね！　こんなに可愛かわいい後輩と間接キスを出来るなんて、本当に幸せものですね！　パイセンは！」

「発想が小学生の頃から進化しなかった結果がこれか……」

　とはいえ、ペットボトル飲料の間接キスと違ってこれは生々しい。

　しっかり咥くわえて、吸い出さないとまともに食べることの出来ない物だしな。

「いやでも、流石さすがにこれは……」

　莉生と顔を見合わせると、莉生は苦笑いを浮かべている。そうですよねえ。

　前振りの話があったせいで、こんなの余計に躊ちゆう躇ちよするわ。

「パイセン……私と一緒に登校した日は、二人で同じご飯を食べようって約束したじゃないですか。嘘うそ吐ついたんですか？　許しませんよ？　早く食べてください。あ、そうだ！」

　空そら音ねは何かを思いついたように、ポケットからもう一つ何かを取り出して俺に握らせた。

「コンビニで貰もらえるプラスチックのスプーン？　これをどうしろって？」

「間接キスが嫌なら、まず私がこのゼリーを飲みますね？」

「はい」

「そして私の口をお皿代わりにして、パイセンがスプーンでそれを掬すくって食べます」

「はい、次の患者の方どうぞ」

　俺は空音にスプーンを突き返して莉り生おの方へ向く。

　後ろで空音が「私の口は高級な陶器より美しいのにぃ！」とか言っているが無視しようね。後輩の口を皿扱いしたら、今までの関係がコワレモノになるわ。

「次は僕だね。郁いくちゃん、バナナ好きだったよね？　だから僕、バナナを買ってきて、それをホワイトチョコで固めてチョコバナナを作ったの！　僕のバナナ、食べてくれる？」

「はい、本日の診療は終了です。お二人には強めのお薬出しておきますね」

「いぐぢゃああああああん！」

　お前の顔でバナナとかホワイトとか、色々アレなことを言うな。

　俺の親友と後輩はそれぞれ喚わめいていたが、今日はもう一人ランチの気持ちでいこう。

　何と言っても今日は、燈とう華かのお弁当があるからな！　文字通り、口直ししますか！

「さて、お弁当の中身は……お、お、おおおっ！　見てくれ！　二人とも！」

　弁当を開けて、俺は思わず二人に中身を見せつけてしまった。

　一段しかないお弁当箱の中には、形が不ふ揃ぞろいのオニギリが三つ入っていた。おかずは一切ないけど、この大きさなら放課後まで余裕で腹持ちしそうだな！

「ほらほら！　燈華がさ、俺の為ために早起きして握ってくれたみたいだ！　形はちょっとボロボロだけど、それでもこれ、俺の為にさ……ふ、ふふふ。あはは！　嬉うれしいなあ！」

　語彙力が飛んでしまってロクな感想が出てこないけど。

　今まで食べたどんなお昼ご飯よりも、このオニギリたちは輝いて見えるよ、燈華。

「……パイセン。私、何だか食欲無くなったので、今日はもう帰りますね」

「……うん。僕も郁ちゃんの顔を見ていたらお腹なかいっぱいになっちゃった」

　興奮している俺を尻目に、空音と莉生はそれぞれ立ち上がって去って行こうとする。

　何な故ぜか分からないが、二人の顔はとても冷めていた。あ、オニギリも冷めているけど、燈華の手作りなら凍っていてもいいくらいだぞ、俺は！

「他の女の弁当でそこまで喜ぶパイセンは見たくなかったなあ……」

　空音は去り際にかなり低いトーンでそんな台詞せりふを残し、莉生の方は。

「やっぱり燈とう華かちゃんには勝てないね。郁いくちゃん、お昼を楽しんでねー」

　冷めた顔ではあったものの、それでも声音は優しかった。

　一人残された校舎裏で、俺は燈華のオニギリをラップについた米一つ残さず堪能した。

　気付けばあっという間に昼休みも終わりに近付いていた。一口一口を味わいすぎてしまったようだ。そこで、俺はあることを思いつく。

「よし、早速莉り生おに連絡を入れておくか」

　今日の朝、そして昼休みに空そら音ねと触れ合って気付いたことがあった。

　自称後輩とはいえ、同じ街に住むのであれば……空音と俺の「ルーツ」はもしかしたら同じかもしれない、という可能性だ。

　明日は午前授業だし、放課後に燈華と莉生を連れてその可能性を探ってみよう。







　翌日、夕方ごろ。燈華には事情を伝えて外出に付き合ってもらった。だけど。

「莉生さんは二人きりが良かったと思いますよ、お父様」

　待ち合わせ場所に二人で向かう際、燈華はちょっと遠慮がちなことを言う。

「そうか？　前もこうやって三人でプールに行ったじゃないか」

　昨日誘った時も好意的だったし、いつもの莉生という感じだった。一緒に行く相手がエリ姉や凜り々り花かならまた違った反応だと思うけど、相手が燈華だからだろう。

「あれは楽しかったですねえ！　でもほら、私は前回お父様と色々なことをして過ごしたので、本来ならこの時代に居ない私が、お父様を占有するのは……うひゃあ！」

　燈華が似合わないことを言うものだから、俺はついその小さな頭を乱暴に撫なでてしまった。何を言っているのやら。

「いつだって燈華は俺の娘、だろう？　だから変な遠慮はしなくていい。せっかくもう一度会いに来てくれた娘を邪険にするお父様は嫌だろう？」

「い、嫌です！　だけど莉生さんは、凜々花さんとエリ姉さんが蚊帳の外に居る今こそ、お父様と何も考えずに過ごせるじゃないですか！」

「俺の親友はそこまで小さいやつじゃないぞ」

「小さいですよ！　身長とか、それにお胸とか特に！」

「あとお尻も小さいな！　ミニマム！　ほら、もう莉生の姿が見えるぞ」

　待ち合わせ場所のコンビニに到着すると、莉生は無線のヘッドフォンで音楽を聴いていた。服装は大きめのプルオーバーの白パーカーに、今日は脚があまり見えない紺色のスキニーパンツだ。

「わーい！　莉生さん、こんにちは！　今日も可愛かわいいですねえ！　なんですか、その可愛すぎる服装は！　ヘッドフォンがアクセントになっていて超萌もえます！」

　燈とう華かはすぐに莉り生おに駆け寄って、その手を握って服装を褒める。俺からするといつもと変わらぬ莉生のスタイルだけど。

「ふふふ、ありがとう。燈華ちゃんも何だか可愛かわいいね？」

　ちなみに燈華は昨日、お出かけの予定を決めてから近くのファストファッションのお店で私服を買ってきていた。出費は惜しくない。可愛い娘の為ためだから！

「今回はお嬢様風ワンピースでキメてみました！　ね？　お父様！」

「ああ、超可愛いぞ。昨日写真もいっぱい撮ったからな！　それじゃあ行くか！」

　三人で並んで歩きだそうとすると、莉生は俺を見ながら自分のことを指差して何かを訴えている。顔を見ろっていうことか？　いや、そうじゃないな。

「莉生の顔も綺き麗れいだぞ？」

「あぁー！　もうっ、違うよぉ！　それも正解だけど！」

　どうやら外れてしまったらしく、莉生は嬉うれしいのか悲しいのか、どっちとも言えない微妙な表情を浮かべて先に行ってしまった。

　そんな俺を見て、燈華はどこか呆あきれた様子だったけど。

「お父様はもう少し相手のことを見てあげないとダメですね。可愛い娘の変化にはすぐ気づくのに。そんなだから未来でもママにも怒られるのですよ。このドタコン！」

　何かを懐かしむように、楽しそうに笑って俺の脇腹を突つついてくる。

「ちなみに、未来ではママのどんな変化に気付けなかったのか教えてくれるか？　その感覚を養っておきたいからさ」

「はい！　いつもと違うお米を食卓に出したことに気付けていなかったです！」

「感覚は感覚でも、まさかの味覚を鍛えろと……？」




　それから俺たち三人はバスに乗り、ある場所へと向かっていた。

　そこは俺と莉生が卒業し、燈華も最近まで通っていたであろう、地元の公立中学校だ。

　わざわざ夕方に来たのは、在校生の下校と部活が終わるのを待っていたからだ。中学生たちの青春の邪魔になりたくなかったからな。部外者というのは結構目立つものだし。

「まあ、空そら音ねさんが後輩だと自称するならここに辿たどり着きますよね！　しかしこの時代の校舎はあまり綺麗じゃないですね。古本屋の本みたいな色をしています」

　正門を抜けて職員用玄関に向かう道中、燈華はグラウンドや校舎を見回しながら感慨に耽ふけっている。表現が独特すぎない？

「燈華ちゃん、未来では僕らの中学校はもっと綺麗なの？」

　莉生は興味があるようで、燈華の話に食いつく。

「ええ。体育館は老朽化に伴い改装されて、校舎は外壁が再塗装されました！　だから私が入学した頃には、まるで私立中学のようにピカピカでしたとも！」

「そっかぁ。この学校って歴史あるからね。エリ姉も通っていたし、郁いくちゃんや凜り々り花かちゃんのお父さんもここの出身でしょ？」

　莉り生おに話を振られて、俺は小さく頷うなずき返す。あとは母さんもそうだったはずだ。

「伝統と言えば聞こえはいいけど、古いだけだからな。ほら、中に入るぞ」

　俺たちは職員用玄関から校舎に入り、事務窓口の中年女性に用件を伝えた。昨日の時点で元担任に電話で都合をつけておいたはずだが。

「話は先生から聞いているから大丈夫よー。生徒資料室の利用ね？　鍵は開けてあるから、来賓用のバッジを胸につけて。帰る時には忘れず横の返却箱に入れるように！」

　女性は慣れた手つきで来賓用バッジを俺たちに手渡す。俺はそれをまとめて受け取って燈とう華かと莉生に渡し、スリッパに履き替えて一年二か月ぶりの校舎に足を踏み入れた。

「えへへ。お父様と中学校に入るのは久しぶりです！」

　燈華は楽しそうに俺の手を握り、そんなことを口にする。過去に経験があるのか。

「具体的にいつ以来だ？」

「そうですね。私が中学一年生の時、体育で怪け我がをしてしまって。担任の先生がお父様に電話したら、顔を真っ青にしたお父様が保健室に飛び込んで来たのです」

「わお。郁ちゃんは未来でも格かつ好こいいね！　フォーエバー郁ちゃん！」

　話を横で聞いていた莉生が茶ちや化かしてくる。うわ、親子二人の思い出（になる）話を誰かに聞かれるのって、メチャクチャ恥ずかしいぞぉ！

「お父様は私を心配してくれて、先生方に病院での処置が必要かどうかも聞いて、それから私をお姫様抱っこで車まで運んでくれました。けど」

「けど？」

　燈華は顔を赤くしながら、続きを言うべきか悩んでいるようだった。だけど結局は諦めたように、話の結末を語ってくれる。

「実は大した怪我でもなかったのです。少し大げさに痛がれば、お父様が飛んで来てくれるような気がして……嘘うそを吐ついちゃいました。ふへへ。悪い子ですね、燈華ちゃんは！」

　誤ご魔ま化かすように俺の腕に顔をぴったりとくっつけて、燈華は笑ってみせた。

　俺がこの話をこれから先覚えているか分からない、けど。

「ああ。擦り傷一つでも燈華が望むなら、どこにだって助けに行くぞ」

　嘘じゃない。燈華の為ためなら、たとえ異世界だろうが未来だろうが行ってやる。

　俺の言葉を聞いて、燈華は「あう……」と唸うなるだけで無言だったが耳まで赤くしているのが分かった。予想外の言葉だったのだろう。怒られると思っていたのかもしれないな。

「じゃあ僕が怪我したらどうする？　パパ？」

　そんな俺たちに混ざりたかったのか、莉生は空いている方の手を突然握ってきた。

　もし莉生がママなら、完全に微笑ほほえましい家族だな。股間ペアルックなのが残念だ。

「莉り生おにはツバでも付ければ治るだろ、って突き放してやるよ」

「なんでぇ！　久く遠どう家は次女に厳しすぎるよぉ！　あ。でも郁いくちゃんが例えばこう、僕の傷付いた手をとってそこにキスしてくれるなら……ふむ！」

「ふむ！　じゃないよ？　なんでちょっと満更でも無さそうなのかな？」

　長女と次女の相手をしているうちに、俺たちは生徒資料室へと到着した。

　事務員さんの言う通り、鍵は開けられていたが、中は埃ほこりっぽい。通っていた頃でさえ入ったことは無かった。たまに部活の過去記録を漁あさる為ために生徒が立ち入る程度の場所だ。

「卒業アルバムを見るか。俺たちの一つ後の年度だから……あの辺りか？」

　普通の教室よりやや狭い、金属ラックが並列に配置された部屋の、その一角に歴代の卒業アルバムがまとめられているスペースがあった。

「これだね、郁ちゃん」

　探し始めて間もなく、莉生が先にアルバムを見つけて手渡してくる。

　俺たち三人は立ったままアルバムを広げ、各クラスの生徒写真を眺めた。

「このクラスじゃないな……うん。ここにも居ない」

　しかし空そら音ねの写真は見つからない。そもそも、後輩とはいえ中学時代に知り合った相手ではないかもしれないのだ。学外で出会った可能性も大いにある。

「あ！　お父様、見てくださいよ！」

　すると、燈とう華かが突然大きな声を上げた。空音を見つけたのか！

「ほら！　中学時代のエリ姉さん、超可愛かわいいですよ！」

「すぐ探すのに飽きて別のことを始める。この集中力の無さがうちの娘の欠点だよなぁ？」

　それでも興味本位から俺は燈華がいつの間にか広げていた、別のアルバムを見てしまった。なるほど、これは……いいものだ。

「今と違ってショートカットで、校則で化粧も出来ないからすっぴんだけど、十代特有の卵肌がとても写真映えしているな。あと、あれだな？　なあ、燈華？」

「ええ……！　やっぱりお胸はこの時点で大きいですね！」

「そうだな！　ちなみに凜り々り花かも同じででででだぁい！」

　俺と燈華が完全に目的を見失って遊んでいると、突如手の甲に激痛を感じた。

　犯人はもちろん莉生だ。手に持っていたアルバムの角を押し付けてきている。何でこいつの攻撃はたまに殺傷力高めなのかなぁ！

「何だよ、莉生！」

「郁ちゃん。次この空間でお胸雑談始めたら帰るからね？　それより、ほら」

　莉生に促されてその手に握られたアルバムを覗のぞくと、すぐに目に入った名前がある。

「空音、紫し織おり……やっぱり俺たちの後輩だったのか！」

　開かれたページはアルバム内の最後のクラスのもので、空音は見開きの真ん中やや左下という見辛づらいところに配置されていた。そのせいでさっきは気付かなかったのか。

　見た目は今と全く変わっていない。卒業してまだ二か月だから当たり前だが。

「ありがとう、莉り生お。とりあえずこのアルバムを持ち出して、職員室に担任の先生が居たら空そら音ねの話を聞いてみるか」

　俺の提案に燈とう華かと莉生は頷うなずき、出入り口に近い二人は先んじて資料室を出て行く。

　俺も二人に続いて廊下に出ようとした──。

「うわっ！」

　その瞬間。背後から誰かに引っ張られ、床に転んでしまう。痛みに目を閉じながら顔を歪ゆがめていると、資料室の入り口が施錠された音に気付く。

「待っていましたよ、パイセン。実に二十九時間三十二分ぶりですね！」

　そしてその入り口前に立っていたのは、アルバムで見つけた後輩……空音だった。休日なのにお洒落しやれはしておらず、何な故ぜか高校の制服を着ている。

「カウントが怖い！　て、ていうか何でここに……」

「あー、もう。嬉うれしいなあ。本当に私は幸せ者ですよ、パイセン！　ふ、ふふふっ。こんなところまでわざわざ来て！　私を見つけてくれるなんて！　このこのぉ！」

　だけど空音の様子が何だかおかしい。上機嫌で、顔が赤いような。こいつ酔っているのか？　酔いは酔いでも、凜り々り花かと同じで自己陶酔しそうなタイプだけどね！

「それで？　それでパイセンは私のことを思い出してくれましたか？　ああ、いや！　聞くまでもないですか！　だってここに居るということは、そういうことですから！」

　空音は俺の前でしゃがみ、上目遣いで俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　何かを期待しているけど、だけど……俺には分からないままだ。

「いや、その……申し上げにくいのですが」

「え、何ですか？　あ！　パンツですね！　可愛かわいい後輩がしゃがんだせいで、素敵な布地が見えてしまいました？　でもパイセンになら見られてもいいって前に言いましたよ！」

「そうじゃなくてぇ……あのぉ」

「い、いけません！　いけませんよ！　卒業した中学校の資料室で私との濃密なキスをお望みかもしれませんが、それはダメです！　私の初キスは彼の部屋でと決めていて」

「空音のことは、まだ何も思い出せてないから！」

　俺が勇気を振り絞って叫ぶと、空音は嬉き々きとした表情を崩さなかった。

　だけど言葉は無く、ポカンと開いたままの口が却かえってその衝撃を物語っている。

「う、うそだぁ？」

　空音はそのままの表情で、瞬まばたき一つせずに俺に詰め寄る。普通ならドキドキする距離感だけど、そんな気分じゃない。いや、ドキドキしているよ？　だって怖いから！

「き、昨日一緒に登校してお昼休みも過ごしたのに？」

「は、はい。記憶とか思い出には直結しなくて……」

「え、えっと。それじゃあ私が今年パイセンにバレンタインチョコをあげたことは？」

「エリ姉と莉り生お、凜り々り花かから貰もらった記憶はあるけど」

「あ、え……っと、私がパイセンに卒業を祝ってもらったこと、とか。それにほら！　まだまだ入学後にしたいこととか、してくれるはずのことがあったじゃないですか！」

「それは」

　三度目の主張をしようとした。だけど、空そら音ねはそれを聞こうとはしない。

　両手で耳を押さえて、大きくその首を何度も、何度も左右に振るだけで。

「空音」

　その姿が痛ましくて、俺は彼女につい手を伸ばそうとしてしまう。けれど。

「い、いいです！　パイセンが忘れていたなら、仕方ないことですから！　そう。これは仕方ないことです……でも」

　俺の手は空音に届くことはなかった。

　そして空音は先ほどの沈鬱な表情を一変させ、とても楽しそうな笑みを俺に向ける。

「やっぱり、許しません。浮かれた私がバカみたいじゃないですか。ふふっ」

　ゆっくりと立ち上がった空音は、そのまま資料室の出入り口へ向かう。

　施錠を解こうとスライドロックに指を乗せ、だけど少しだけ間を置いてから。

「やっぱりパイセンの周りから女の子が居なくなれば、私に依存することになるはずです。だから覚悟してくださいね？　これからの私は優しくないですよ？　でも……」

　その後に別の言葉が連なることはなく、空音はロックを解除してドアを開けて、部屋の外で中の様子を窺うかがおうとしていた燈とう華かと莉生を押し退のけ、去って行った。

「郁いくちゃん！　だ、大丈夫？　何かされなかった？　貞操は守れた？　着衣の乱れやベルトの緩みは無い……息も上がっていないね。ああ、無事で良かったよー！」

　莉生は手早く俺の状態と衣服のチェックをしてから、手を引っ張って立ち上がらせてくれた。この手も十分危険な気がするのは僕だけですかね？

「どうした、燈華？」

　すぐに飛び込んで来た莉生とは違い、燈華は何な故ぜか去って行った空音の背中を見続けていた。

「気のせい、かもしれませんけど」

　燈華は自分の言葉に確証が持てないようだったが、それでも言葉を続ける。

「空音さん、少しだけ泣いていたような気がします」







　それから空音のことを何名かの教員に尋ねて回ったものの、残念ながら有益な話は特に聞けずじまいだった。残っていた教員が空そら音ねのクラスの授業を担当したことがない人たちばかりなのも大きな要因だ。

　それでも、今日の行動は無駄じゃなかったと思う。

　俺たちは日が落ち切った頃に校舎を出て、そのまま近くにある莉り生おのマンションへと向かうことにした。

「うわー！　絶景ですね、お父様！」

　莉生が住むマンションの屋上テラスは、落下防止のフェンスが一部分だけ厚いガラスになっている箇所があり、その前にはベンチが設置されている。

　俺と燈とう華かはそこに座り、いつも住む街の夜景を眺めていた。

「ああ。莉生から話は聞いていたけど、実際に来たのは初めてだな」

「うひょー！　お父様、見てください！　あの辺りの夜景メチャクチャ綺き麗れいですよ！」

「お昼だと北の方に山も見えるし、ここは結構すごいスポットだぞ。マンションの住人が一人でも居ないと入れないから、人も多くないし」

　実際、入居当初は多くの人たちが頻繁にテラスに来ていたようだが、やっぱり夜景なんてものは一か月も見続ければ飽きてしまうそうで、すぐにガラガラになったとか。

　と、莉生が教えてくれたのだが。その張本人はどこへ行ったのやら。

「ところで燈華。莉生は？」

「あ！　忘れていました……！　お姉ちゃんがちょっと呼んできますね！　確かお部屋で一度着替えてから来ると仰おつしやっていたので！」

　燈華は慌ててベンチから立ち上がり、エレベーターフロアへ走って行った。

「あ、おい！　スマホで連絡すればいいのに。行っちゃったか」

　考える前に動くのは燈華のいいところだ。少しあわてんぼうだけど。

　しかし本当に綺麗な夜景だな。人生でこういう、夜の高所に来たのは初めてなのだが。

　流れゆく光。明滅する点。空は寝ている時間なのに街は明るく、起きているようで。

　会ったことの無い誰かがそこには居て、この景色の一部を作っている。人が生きた証あかしだ。

「お、お待たせ。郁いくちゃん」

「遅いぞ。り……お」

　振り返ってつい、絶句してしまった。

　眼前に広がっていた夜景よりも、非現実で美しい光景がそこにはあった。

「似合うかな。え、えへへ。えへへ！」

　莉生は恥ずかしそうにとても長い『スカート』の裾を掴つかんではにかむ。

　その姿は『ママシックレコード』に記載されていた、莉生の願望の一つだ。

　俺の力では叶かなえられないであろう、ある特殊な衣装を着てみたいという願い。

「女子用制服の次はメイドさん、か。悔しいけど、似合っているぞ」

　そう。莉り生おはクラシカルなメイドさんの格かつ好こうをしていたのだ。

　長い丈の紺色ワンピースの上に、純白のエプロンを着用して、頭にはカチューシャタイプのヘッドドレスを付けている。足元はヒールの低いローファーを履いて、所謂いわゆる「コスプレ系メイド」ではない、歴史ある女中としてのメイド姿だ。

「郁いくちゃんに褒めてもらえて、嬉うれしいな。えへへ。ちなみにこれはお父さんが贈ってくれたの！　僕のお父さん、古参のオタクだからね！」

「お前のお父さんってそんな常識のネジが飛んでいる人なの？」

　一度だけ姿を見たことがあるが、その時はビジネスマンっぽくてかなりイケている人だった気がするのになあ。人は分からないね！

「え？　可愛かわいい子には可愛い服を着せる。これが常識以外の何なのさ？」

「なるほど、蛙かえるの子は蛙だな！」

「カエルピョコピョコみぴょくぉ……てへへ！　噛かんじゃった！」

　誰か助けてくれ。うちのメイドがあざとすぎて悶もん死ししそうだ。いや別にうちのメイドじゃないけど。実家にはハウスキーパーさんがたまに来ていたけど、普通の人だし！

「さて、郁ちゃん……じゃない。お坊ちゃま、お隣失礼しますね？」

　莉生は丁寧にスカートを持ち上げて、転ばないようにして歩き、先ほど燈とう華かが座っていた場所に腰を下ろす。

「俺はお坊ちゃまの設定なのかよ」

「はい。不慣れではありますが、精一杯ご奉仕させていただきます。というわけで、お坊ちゃまの為ためにお紅茶を用意しましたー！」

　莉生は小さな手提げ鞄かばんから、保温ボトルと紙コップを取り出してみせた。

「お坊ちゃまの利き腕はどちらですか？」

「知っていると思うけど、右手だぞ」

「なるほど。では失礼しますね」

　そう言って莉生は座る位置を俺の左から右に変えて、紙コップを手渡し、そこに紅茶を注いでくれた。なるほど、俺の負担を少しでも減らす為か。

「ありがとう。すっかりメイドさんだな！」

「勉強したからね！　郁ちゃん、ここの夜景はどう？　燈華ちゃんは飽きちゃったみたいで、僕の部屋で漫画本を読み始めちゃったけど」

　苦笑する莉生に、俺もつられて同じような顔をしてしまう。

　燈華のやつ、迎えに行くと言いながら実際は飽きていたのか。

「綺き麗れいだよ。こんなに綺麗なら、もっと早く来れば良かったくらいだ」

「でしょー？　僕はね、郁ちゃんと一緒にここに来るのが夢だったの」

　そういえばそれも『ママシックレコード』に書いてあったな。

　莉り生おの願望はそういうささやかなものばかりで、大仰な願いは全く無かった。

　だけど偶然とはいえ、今日はもう二つも願いを叶かなえてあげられたみたいだ。

「というか、僕は郁いくちゃんと色々な場所に行きたい。もっと、家族や友達以上に色々な景色と時間を共有して……僕たちだけの思い出にしたいの」

　莉生は手に持ったボトルを強く握り締めながら、目の前の夜景を見つめる。

　その横顔はとても綺き麗れいで、燦さん燦さんと煌きらめく街の光よりも輝いて見えた。

「僕はエリ姉や凜り々り花かちゃんと違って、郁ちゃんと出で逢あったのが遅かったから。だからもっと、時間が欲しいの。何もしなくてもいいから、二人で過ごす時間があれば、それだけで幸せだから……わがままだよね、僕。ごめんね」

「……あーあ！　今日はたくさん歩いて、なんか疲れたなあ！」

　俺はわざとらしく叫んでから、莉生の膝に背中を預けるようにして倒れてやった。

　膝枕だ。メイド服が厚いから、高い枕に頭を置いているようで気持ちがいいな！

「い、郁ちゃん？　びっくりするじゃない！」

「わがままなもんか」

「え……？」

　俺は仰あお向むけになって、眼前に広がる莉生の困惑顔を見て笑い返してやる。

「好きな相手や仲のいい親友と、一緒に過ごす時間がもっと欲しい。大いに結構。そんなのは、誰だってずっと持っている願望だ。わがままなんかじゃない」

　俺だって、燈とう華かともっと一緒に居たいといつだって願っている。

　だから莉生の願望は、決してわがままなんかじゃない。自然な願いだ。

「これから一緒に色んな場所を見て回ろうぜ。休日や夏休みに、もっと遊んで、知らない場所に行こう。だって高校生だぞ？　青春を無駄にしたくないし、それに」

　一息ついて、改めて莉生の顔を見る。膝上にある俺の顔を覗のぞき込むその目は、とても期待に満ちていて──。

「その青春に、一人でもいいからバカなことで笑い合える友達が隣に居て欲しい」

「郁ちゃん……！　うん、僕は幸せだな。こんなに大切な相手、今後の人生で絶対に出会えないもんね。あはは」

　莉生は感極まった様子で目を細めて、抑えきれない笑みを口元に浮かばせる。

　俺たちはもっと仲良くなれる。だからこそ、今は向き合うべき相手が居るのだ。

「ねえ、郁ちゃん。空そら音ねちゃんのこと、どうするの？」

　それは莉生も同じ考えだったようだ。だが、答えは決まっている。

「あいつの抱えている闇を何とかして、エリ姉と凜々花の誤解も解くつもりだ」

「うん。僕もそうしたい。二人……ううん。三人とも郁ちゃんにとって大事な人だからこそ、僕は郁ちゃんを助けてあげたいな。こんな感じに！」

　そう言って莉り生おは俺の頭に手を置いて、優しく撫なでてくれた。

　かつてエリ姉や母さんが俺にしてくれたような、慈しむような、柔らかな手つきだ。

「……これは癒いやされるな。ありがとう、莉生」

「どういたしまして！　というか、本当はずっとこうしてあげたかったから！」

　莉生の言葉は嘘うそじゃない。『ママシックレコード』第一位にはこう記されている。

　僕の大切な友達を甘やかしてあげて、支えてあげたい。

　誰よりもママリティに満ちたその願望を見た時に、俺は思ったんだ。

　もしかして莉生なら、本当に燈とう華かのママになれる可能性があるかもしれない、と。

「俺の頭の後ろに当たっている柔らかい何かが無ければなあ」

「……い、い、い」

　俺がつい口から漏らした言葉のせいで、莉生は顔を真っ赤にしてしまった。

　今日一番の赤面アンド悔し顔、ありがとうございます。そしてさようなら。バイバイ！

「郁いくちゃんのばかぁああああああ！」







「お父様、テラスで何者かに襲われたのですか……？」

　帰り道。一階のエントランスで合流した燈華は、開口一番に俺の顔を見てそう言った。

「いや、メイドさんから言動マナーについて教育を施されただけだよ」

　俺は水で冷やしたハンカチで、腫れたおでこを押さえながら答える。

　セクハラに怒った莉生が手に持っていた保温ボトルを振り下ろし、俺は数分間テラスで痛みに悶もだえるハメになったのだ。暴力とセクハラ、どっちも良くないね！

「でも莉生さん可愛かわいかったですね！　今日は空そら音ねさんについての収穫もありましたし、何だかんだ楽しかったじゃないですか？」

「まあ、な。空音に関する記憶が一切戻らないのが少し残念だったけど……ん？」

　俺はポケットに短い振動を感じ、その発生源であるスマホを取り出す。

　すると、メッセージアプリに一件の通知があった。差出人は不明だ。アイコンは未設定で名前も空白。明らかに常用しているアカウントではなさそうだ。

「どう思う、燈華？」

　スマホを手渡し、燈華にメッセージを見せて意見を仰ぐ。

「この座標に何があるのでしょうね？」

　メッセージには地図アプリと連動したマップ座標が示されていた。

　俺たち三人が夕方に向かった、地元中学校のちょうど裏側の場所だが。

「送ってきたのは多分、空音の別アカウントだと思うけど。ここ、行ってみるか？」

「はい！　何かがあるのは間違い無いでしょうし、行って確かめましょう！」

　俺と燈とう華かは自宅へ続く道を外れ、再び中学校に向かって歩き出した。







「そういえばここには『これ』があったな……」

「お父様の思い出の場所、ですね！」

　俺たち二人が座標に従って向かった先には、豪華なホテルがあった。

　とはいえ、ホテルはホテルでも頭にラブが付くのだが。空そら音ねの悪戯いたずらか？

「あれ？　燈華にこのホテルにまつわる話をしたことあったか？」

「はい！　未来で教えて貰もらったことがありますよ？　確かお父様が中学生の頃にこのホテルが出来て、凜り々り花かさんに誘われたそうですね？」

「そうそう、その通り……って、未来の俺は実の娘になんていう話をしてやがる！」

　どういう経緯でそんなことになったのか知りたいが、それはさておき、だ。

「誰も居ないし、何かがあるわけでもなさそうだ。帰るぞ、燈華」

「えー？　面倒ですから、ここで泊まっていきましょうよ！　今の時間ならお安いみたいですよ？　ほらほら！」

「看板を指差すな。そういうのは『変質』してから言え」

　冗談なのは半笑いになっているその顔を見れば分かるからな。赤面していたら結構焦っていたけど、まだまだ『変質』前みたいで、お父さんは一安心です。

　俺は燈華の頭を小さく小突いてから、その手を引いて歩き出す。

「さて、ここから近いバス停は……」

「郁いく」

「んあ？　お父様を呼び捨てにするのは良くないぞ、燈華？」

「え？　何の話ですか？　私は今、夕飯のことを熱心に考えていた最中ですよ？」

　ん？　んん？　今確かに、すぐ近くで声がした気がするのだが。

　と、首を半分捻ひねって背後に目をやってから、絶叫しそうになった。

　何な故ぜならそこに立っていたのは、数分前に話題にした人物だったからだ。

「凜々花、さん？」

　赤いワークシャツにジーンズと、明らかにお出かけ用ではないラフな格かつ好こうと対照的に、闇夜の中でも輝く金色の髪を揺らし、凜々花は俺に近付いてくる。

　そして俺と燈華の顔を交互に見て、凜々花は──。




「誰よ、その子」




　未来の『ママ候補』が、絶対に口にしてはいけない台詞せりふを口にしたのだった。
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「ひっ、ぐっ……う、ううっ。ぐ、ぐずっ」

　凜り々り花かと遭遇した後、家に帰った俺たちは夕飯も食べずに部屋の隅で向き合っていた。

　燈とう華かは体育座りをして、溢あふれて来る涙と鼻水を拭いもせず、呆ぼう然ぜんとしている状態だ。

　顔を伏せずに黙々と泣いているから、こっちまで悲しくなってくる。

「ぐ、うぉ、うぉおおん……ぶ、ぶぶおおん……おおーん！」

「エンジン音みたいな嗚咽おえつを上げないでくれ。ほら、鼻をかんで？　可愛かわいい顔が台無しになっているぞ。魅力が一割減だ」

　俺は燈華の顔を無理やりティッシュで拭って綺き麗れいにしてやった。「一割減って、少なくないですかねぇ！」というツッコミを期待したのだが、それも無く。

　燈華はまだ落ち込んだままで、だけど涙目のまま叫ぶ。

「だってお父様！　凜々花さんが、凜々花さんがぁ！」




　私のことを忘れていたじゃないですか！




　そう。燈華と対面した凜々花が言い放った一言は、無情なもので。

　莉り生おと再会した時のような、心温まる会話を期待した俺も、流石さすがに驚くしかなかった。







「誰よ、その子」

　凜々花は両手を上げて抱き着こうとする燈華を一いち瞥べつし、それから俺を睨にらんだ。

　普段は笑っていることが多い凜々花だが、明確に不快感を込めた目を向けられると、どうしようもなく怖い。どうする？　燈華のことを説明するか？

「凜々花、まずは落ち着いて聞いてくれ」

「いやぁ！　放してよ！」

「あぇ？　そもそも触れてないんですけど！」

「あ、そうね。間違えたわ。じゃあもう一回……いやぁ！　話してよ！」

「急に聞き分けが良くなったねぇ！　って、口頭だと分かり辛づらいボケをかますな！」

　とりあえず誤解を解こうとしたのが、凜々花はふざけながらもしっかりと拒絶を続けるばかりで、聞く耳を持とうとしない。

　それどころか、その大いなる誤解は更に加速していくばかりで。

「空そら音ねと付き合っているのに、その子とも愛を育もうとしたわけ？　私を振って、学校では莉り生おとずっと一緒に居て、まだ物足りないの？　この……性欲！」

「人を概念扱いするな！　せめて何かに例えてくれ！　そうじゃなくて、話を聞け！」

「私と熱い夜を過ごしたホテルで、その子に熱を上げたのね！　失恋をして恋の亡霊になっている私に、なんていう仕打ちをしてくれるのよ……最低。最低だわ、郁いく」

「過ごしてないけどね？　正確には中学生の頃、お前が俺を騙だましてここに連れてこようとしただけで……っ！」

　凜り々り花かは一気に詰め寄って、俺の胸倉を掴つかんできた。

　その顔は鬼気迫っていて、悲ひ愴そう感以上に怒りと何か強い意志を感じる。

「決めた。私はもう、己の欲望を抑えないわ」

「凜々花、一体何を……ぐうっ」

　抵抗しようとするが、凜々花はより一層強い力で俺の胸倉を引っ張ってくる。

「うるさいわね。もう空そら音ねにも莉生にも、そこの可愛かわいい子にも遠慮しないから。私は私の願望を叶かなえる為ために、好き勝手に動いてやるんだから！」

　不穏な言葉を残し、凜々花は俺を突き放して去って行ってしまった。

　燈とう華かはその間ずっと、両手を広げたポーズのままで動けず、まるで何かのオブジェかあるいは有名な歌手のようで、声をかけることが出来なかったけど。

　硬直している燈華の手を無理やり引っ張って、アパートまで戻ってきた瞬間にこのありさま、というわけだ。

「……凜々花にも何かあったなら、空音のことを調べていくうちに分かるはずだ。だからそんなに泣くなよ、燈華」

　俺は体育座りのまま動かない燈華の頭を撫なでて、気分を落ち着かせる。

　涙も鼻水も枯れたのか、燈華は少し嗚咽おえつが混じる感じではあるが、ようやく俺にちゃんと言葉を返せるまで復調したようだ。

「でもお父様。何だかハメられた気がしませんか？　ＮＴＲ作戦を発令する前に、私はこれを恐れていたのです。凜々花さんやエリ姉さんが、私を忘れている可能性を」

「それはつまり、記憶に変化が起き、燈華を忘れているままの二人を空音に利用されるんじゃないか、っていうことか？」

「はい。そしてそれは現実になりました。私はお父様の恋人でもなく、親友でもない、第三の女として認識され……き、嫌われてしまいましたぁ」

　燈華はまた滲にじんできた涙を拭い、俺の手を強く握った。せめてお父様だけは、私を忘れないで欲しいと訴えるかのように。

「だけど、凜々花は莉生と違って燈華を見ても記憶が戻らなかった。結果論ではあるけど、あの段階では事情を説明するのは無理だったかもしれないぞ」

「それは、そうですけど」

　燈とう華かは弱弱しい声を上げるが、そこに否定の言葉は続かなかった。

　俺がこれから出来ることは、一体何があるだろう。

「……エリ姉とのラストデートを決行しよう。そして、燈華と引き合わせる」

　俺の発した言葉に、燈華は驚いたように目を見開く。

「で、ですがお父様！　もしもエリ姉さんが私を忘れていたら、これ以上なくややこしいことになってしまうのでは！」

「それは承知の上だ。だけど、敵に回られるよりはよっぽどいい」

　空そら音ねの計略で凜り々り花かが篭ろう絡らくされたのであれば、次の手を打たれる前に動く。

　たとえ燈華のことを忘れていても、エリ姉なら一連の事情を説明すれば協力してくれるかもしれない。

「燈華。お父様はやるぞ！　前回愛まな娘むすめから貰もらった愛を胸に灯ともして、エリ姉とのデートを熱くさせてみせる！」

「あ、ま、待ってくださいよ！　だって私、また忘れられていたら……その時は、ショックでこの世界から消えてしまいたくなるかもしれない……うっひゃあああ！」

　キャラに似合わず弱気なことを言い出した燈華を、俺は思いっきり抱きしめてやった。

　うちの娘は本当にバカだ。ここまでバカだとは思わなかった。

　だから、言ってやる。

「燈華。消えたくなったら消えてもいい。この世界が嫌になったら、未来に帰っても構わない。だけど忘れないでくれ。お父様だけは、お前を死んでも忘れない！　何なら、燈華と一緒に消えたって構わない覚悟がある！」

　俺が思いを叫んで燈華を放してやると、そこには満面の笑みがあった。

　口元を緩ませ、それを何とか隠そうとするけど、一度浮かんだ笑顔は消えなくて。

「え、えへへ。もうっ！　嬉うれしすぎて顔の筋肉が壊れたじゃないですか！　嫁入り前かつ、変質前の娘にこんなことをして……責任を取ってもらいますからね！　ね？」

　燈華は俺の手を再び強く握る。それは先ほどと違い、恐怖に駆られたからじゃない。

「お父様には何が何でも、将来私のお父様になってもらいます！　そして養ってもらうので覚悟して欲しいです！　では……計画を立てますか！　前回のように！」

　ああ。やっぱり、俺たち親子の関係はこれが一番似合っている。燈華が前に出て、俺がその背中を見守りながらついていくのが、『今』の俺たちだ。今は、これがいい。

　未来ではちゃんと、燈華に俺の背中を見て育ってもらうからな。







　翌日。俺は莉り生おに学校を休むという連絡を入れて、ある場所に向かった。

　朝の九時。出勤・登校のピークタイムを過ぎた駅の改札口は、人も少なくようやく落ち着きを取り戻していた。

　そんな中、黒のニットセーターに薄手のカーディガンを羽織い、見慣れたスカート姿ではなく、細身のスキニーを穿はいた女性を見つける……って、観察しすぎだろ、俺。変質者かよ。

「エリ姉。おはよう」

　いざ改札を抜けようとしたその女性、エリ姉に背後から声をかけるとその両肩が大きく跳ねた。

「うっひゃあ！　って……い、いーちゃん？　どうしてここに？　学校は？」

　突然声をかけたことで驚かせてしまったのだろう。エリ姉はおどおどとした様子で周囲を窺うかがってから、平日にもかかわらず制服姿ではない、私服の俺に尋ねてくる。

「大丈夫だよ、エリ姉。今日は俺一人だから。空そら音ねは居ない」

「そ、そう。良かった……あれ？　それで、学校は？　もう一時間目だよね？」

「サボったよ。高校二年生になってから初の欠席だし、今日くらいはいいかな！」

「さ、サボリなんて！　いーちゃんが不良になっちゃった！　これは保護者として一緒に学校に挨拶に行くべき？　あるいはいーちゃんのお父さんに挨拶に行くべき？」

「後半の挨拶は何か違う意図が含まれていませんか？　全く。今日はエリ姉とデートをする気で来たのに、がっかりしちゃうなあ」

　俺が笑いながら言うと、エリ姉の表情が再び凍り付いた。

　それもそうだろう。『ママ会』のグループ通話で空音から宣戦布告を告げられて以来、こうして会うのは初めてだ。つまり……。

「お姉さんに最後のデートをしようというお誘い、ですか」

　エリ姉の声は震えており、肩にかけたトートバッグを握る手が強こわ張ばっている。

　空音が提示したルールに則のつとるなら、今日が「最後」になることを覚悟したのかもしれない。だけど、そうじゃない。

「いや、俺が会いたいから勝手に来ただけ。一緒に買い物に付き合って欲しくて。エリ姉、今日はこれから大学で講義を受けるの？」

「……へ？　えっと、別に授業は無くて本屋さんで買い物をするつもり、だったけど。あれ？　でも空音ちゃんがデートは一度きりだって」

「よし、じゃあこうしよう。これはエリ姉と俺の密会です」

「み、み、密会……！　それって世間的には男女の浮気的な意味の……？」

　エリ姉は全身を真っ赤にしているけれど、俺はその目に浮かんだ希望を見逃さなかった。

　おもちゃをねだる子供のように、次の言葉に期待しているのが分かる。

「そう。そういう意味での密会！　俺はエリ姉と密会したい！」

　女子会したい！　みたいなノリで言っているけど、最低な提案だぞ、これ。

　でも別に空そら音ねと付き合っているわけじゃないから大丈夫だろう。さっき横を通り過ぎた女子高生が俺に軽蔑の目を向けてきたけどね！　遅刻しているなら急ごうね！

「するぅー！　お姉さん、みっかいだいすきだから！　ちょうとくい！」

　エリ姉は俺の腕に抱き着いてきて、だらしない笑顔を公衆の面前で晒さらしてしまう。

「エリ姉の知能が小学生くらいになっちゃったけど大丈夫か、これ……得意って何？　俺以外の誰かと密会した経験があるの？」

「ふふふ。内緒。お姉さんはミステリアスな存在でありたいのです」

「昔男子小学生に混じって池でザリガニ釣りに熱中していたお姉さんがミステリアス？　あ、痛いので僕の耳たぶを抓つねらないでください」

　エリ姉は「ぐぬぬ」と唸うなりながら俺の耳たぶを二本の指で抓る。ザリガニかな？

「まあ、密会経験ゼロだけどね！　でもほら、お姉さん隠し事とか超得意だから！」

「寧むしろエリ姉ほどオープンな女性は居ないと思うぞ。この前だって部屋に成人向けの小説を置いていたじゃないか」

「だ、だから！　あれは違う……あ、れ？　何だっけ、それ？」

　一瞬、エリ姉の燈とう華かに関する記憶が戻ったことを期待したのだが……ダメみたいだ。

　関連する思い出も失なくしている。あの部屋で俺たちがしたことや、学校で思い出のビオラを埋めたことさえ、多分忘却しているのだ。
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「あれ？　他の女の子の部屋に行った時の話だったかな？　分からないならいいよ。とりあえず、隣の駅前にあるショッピングビルに行こうか、エリ姉」

「あ、ちょっ！　いーちゃん！　今何か聞き捨てならないことを口走ったよねぇー！　他の女の子の部屋行くの？　もしや密会得意なの？　私未経験だよ？　ねぇってばー！」

　今日の密会に、過去の記憶の有無は関係ない。

　無くなってしまったのならば、もう一度作ればいいのだから！




　隣の駅へ向かう電車内では、エリ姉のお喋しやべりが全く止まらなかった。

　ここ最近は路上で挨拶をするだけだったからだろう。同級生が結婚した話や、最近観みた映画の話。ちょっとした雑談が延々と続く。

　少し前みたいに気兼ねなく一緒に居られるのが楽しいのかもしれない。それは俺も同じで、エリ姉の話をもっと……いや、ずっと聞いていたいとさえ思った。

　俺たちは電車を降りて、駅直結のショッピングビルに入り、一階の本屋に向かった。

　俺は普段使わない本屋だが、ここは地元のどの書店よりも大きく、時々必要な参考書などを買いに来ることがあるくらいだ。

　今日の「目的地」はここじゃないからな。

「到着したね、いーちゃん！　ここが噂の本屋さんかぁ。火属性の魔導書はどこ？」

「エリ姉。話の後半で急に世界観ぶち壊すの止やめてくれる？　ここ異世界じゃないよ？」

　先日の燈とう華かといい、異世界に憧れを持つ女の子が身の回りに多いのは気のせいかな？

「俺は特に買いたい物が無いから、エリ姉の買い物に付き合うよ」

「本当？　じゃあ一緒に小説を漁あさろう！　お姉さんは本の虫なので、ストックが十冊は無いと困るのです。一年でそれくらい読んじゃうからね！」

「まさか一年で十冊しか読まない人間が本の虫を名乗る資格あると思っています？」

「あはは。寧むしろ積つん読どくしている本に小さな虫が湧いて、気付けば部屋の隅に無数の」

「やめてやめてぇ！　そういう怖い話聞きたくないからぁ！」

　これが本当の本の虫。「本当」だけにね。あ、思考が蝕むしばまれた。既視感あるぞ、これ。

「ていうか、エリ姉の部屋メチャクチャ綺き麗れいだから嘘うそでしょ、それ」

「うん。実は私じゃなくて、同級生の話です！　あっ……た、大変！」

　話をしながら広いフロアを歩いていると、エリ姉は何かに気付いたらしい。

　慌てて俺の前に立ち、両手を広げてゆっくりと別方向へと移動させようとする。

「えーっと……エリ姉、どうかしたの？」

「いーちゃんの目と頭を悪くしてしまいそうな本がありまして」

「本？　ああ、グラビア写真集のコーナーか」

　そこにある本は見えないが、天井から吊つられている販促物を見れば分かる。最近人気の女子高生グラドルの新作写真集が発売されたらしい。

「幼い頃からこんな本を読んでしまっては教育に悪いのです。お姉さん許しませんよ！」

　エリ姉は頑として俺の視界を遮り続ける。お姉さんのガード性能高いなあ。

「もう幼くはないけどね？　あ、そうだ。必死なところ悪いけど、俺の幼おさな馴な染じみなんかは去年、自作のグラビア写真集をプレゼントしてきたことがありましてね」

「燃やそうか」

「……エリ姉。それは写真集を燃やすっていうことだよね？」

「んー？　生産元を絶たないと悪あしき本が量産されちゃうと思わない？」

「うわっ！　このお姉さん、俺の幼馴染を燃やす気だ！」

　エリ姉は「冗談だよ」と笑い返すけど、その目から光が消えていたのを見逃さなかったからな、俺は。エリ姉はよく目から光が消えるタイプの女子です。

　それからエリ姉と小説を何冊か選び、その中から俺も同じ物を一冊購入し、本屋を後にした。

「いーちゃん。買い物に付き合ってくれてありがとう！　この後はどうするの？」

　目的地が定まってないからか、俺たちはゆっくりとフロアをぶらつく。

　だが、エリ姉の半歩先を歩く俺の足は……確実に『あの店』へと向かっていた。

　さて、これから向かう先は──。

「ここに入ろうか、エリ姉」

「ここ……って」

　俺が立ち止まって店の入り口を指差すと、エリ姉は絶句して足を止める。

　ウサギのマスコットキャラが特徴的な、とても有名なチェーン店。

　将来俺が燈とう華かと出会うなら、まず利用するだろうお店だ。

「そう。ベビー用品の専門店だよ。ちょっと将来の予習をしておきたいな、って」

「……そ、それは。空そら音ねちゃんとの将来のこと？」

　先ほどまでの明るい笑顔が嘘うそのように、エリ姉はその顔を曇らせる。

　心配しないでほしい、エリ姉。俺にそんな悪意は無いよ。

「エリ姉。先月の出来事を覚えている？　俺とエリ姉の間に何があったのか」

「うん、忘れるわけないよ……私がいーちゃんに、哺乳瓶を持って迫ったことだよね」

　一瞬、やはり『パパーツ』の記憶があるのかと思ったのだが。

　エリ姉が続けた言葉は、俺の身に覚えがないものだった。

「私がいーちゃんに授乳しようとして、断られて……そのまま、気まずくなっちゃって。いーちゃんは空音ちゃんと付き合っちゃうし、後悔だけが残った」

　ここが分岐点か。恐らく、空音が植え付けた偽りの記憶。

　ならばその記憶を、無理やりにでも思い出させてもらおう。

「その哺乳瓶はどうしたの？」

「えっと……どうした、っけ。記憶に無いから処分したのかも？　え？　い、いーちゃん！　急に私の手を握って、どうしたの？」

　俺は『パパーツ』の行く末を聞いて、気付けば歩きだしていた。

　あれは正確には燈とう華かが未来から持ってきたパパーツじゃない。エリ姉が自前で用意したもう一つの哺乳瓶だし、あれを使って授乳はしなかったけど。

　それでも、俺はエリ姉との思い出が無くなってしまったようで……悔しかった。

「エリ姉、哺乳瓶を買おう」

「ほ、ほへぇ？　哺乳瓶を？　い、いーちゃんと私が？」

「ああ。それでもう一度哺乳瓶を使って、あの日のことを思い出して欲しい。エリ姉は色々勘違いしているみたいだ。だから！」

　俺たちは店内に居る奥様や夫婦に凝視されながらも、哺乳瓶の売り場を目指す。

　勝手に想像しても構わない。新婚さん扱いされてもいい。そんなの、どうでもいい。

　俺とエリ姉は今、失った物を取り戻そうとしているだけだから──！

「エリ姉！」

　俺は棚に置かれていた哺乳瓶を手に取って、それをエリ姉に差し出した。

「もう一度俺に、あの日を再現させて欲しい！　もう一度エリ姉のミルクが飲みたい！　俺はエリ姉と……もう二度と忘れない思い出を作りたいから！」

　深く頭を下げる俺に、エリ姉は何も答えない。

　だけど……ほんの少しだけ間を置いて、俺の手を優しく握ってくれた。

「うん、うん……うんっ！　嬉うれしいよ、いーちゃん。私のワガママを聞いてくれて、本当に泣いちゃいそう。というか、もう泣いているかも。えへへ」

　顔を上げると、エリ姉は目元を拭いながら俺の差し出した哺乳瓶を愛いとおしそうに受け取ってくれた。

　失なくしたのなら取り戻せばいい。消えた記憶があるなら、もう一度作ればいい。

　こんなシンプルなことだったなんて。悩む必要は無かったな。

「あの……お客様。店内で大声を出されると他のお客様のご迷惑になりますので」

　見つめ合っている俺とエリ姉に、店員さんが優しく注意をしてくれた。

　エリ姉は大人らしく「すみません……」と謝るが、顔は真っ赤だし、目には羞恥の涙が滲にじんでしまっているし、肩は震えているし、もう見ていられなかった。

　ちなみに俺は吹っ切れたので大丈夫。あれ？　逆に人としてダメじゃないか、俺？







　店内で騒いだことを反省しつつ、俺とエリ姉は哺乳瓶を買ってすぐに帰宅した。

　その間、行きとは違って殆ほとんど会話は無くて。

　二人とも、この後の展開を想像して口数が減ってしまっているのだろう。まあ、エリ姉の想像がどんなものかは分からないが……俺はこの後が本番だ。

「そ、それじゃあ上がっていく？」

　エリ姉のマンションに戻って来たのはお昼過ぎだった。この時間なら莉り生おと凜り々り花かはもちろん、空そら音ねもまだ学校だろう。念のため周囲を確認してから、俺はエリ姉に頷うなずき返す。

「そうだね。少しお邪魔しようかな」

「えへへ！　お姉さんの部屋、ちょっと缶とか瓶が転がっているから、少し片づける時間を貰もらってもいいかな？　部屋の前で待っていてね！」

　エリ姉はロビーのオートロックを鍵で解除して、一足先に部屋へと入っていく。

　俺は「背後に」気配を感じながら、ゆっくりとエリ姉の部屋の前まで向かった。

　間もなくしてドアの奥から軽快な足音と缶が擦こすれ合う音が聞こえたかと思いきや、勢いよく玄関のドアが開いた。

「お待たせ！　さあさあ、入って！　いーちゃんが来るのは久しぶりで」

「突入だ、燈とう華か！」

「了解です、お父様！」

　俺たち「親子」はそのままエリ姉の部屋に押し入って、すぐさまドアに鍵をかけた。

　そう。先ほどまで俺の背後に居たのは燈華だ。オートロックを突破するため、ロビーの隅で俺とエリ姉が帰って来るのを待っていた。どう見ても完全に強盗です。

　エリ姉は突然現れた謎の少女と俺に圧おされ、室内に侵入を許してしまう。

「え？　だ、誰なの？　これ、いーちゃんに襲われちゃうの？　年下で高校生の強気な彼に無理やりされちゃうのぉ！　それも悪くないけど、出来れば二人きりにさせてぇええ！」

　エリ姉は混乱からか、意味不明なことを叫びながらベッドに倒れ込む。

　心なしか楽しんでないか、この女子大生……？　気のせいだよね？

「燈華。それじゃあ始めようか」

「はい、お父様！　私は外で三十分くらい時間を潰してきましょうか？　あ。でも男女ともに初めての夜はもっと時間がかかりますかね？」

「優しい娘で助かるけど、今はその気遣いはいらないなあ？　お父様が将来、家庭を持ってママといい雰囲気になっている夜に頼むよ。それはさておき、だ」

　俺はベッドの横に立ち、エリ姉を見下すようにその顔を覗のぞき込む。

　対して、エリ姉は何が何だか分かっていないようだった。それもそうだろう。

「い、いーちゃん？　お姉さん、今なら怒らないから……それにほら！　今日は下着も地味でお姉さんらしさが無いからダメなの！　あっ……いきなりこんなキス、だめぇ。優しく唇を奪われて服を脱がされるなんて、抵抗出来ないよ……うぅ」

「すごい。俺が指一本触れてないのに勝手にエリ姉の妄想劇場が進んでいて正直とってもドン引きしている。質量を伴う幻覚かな？　そうじゃなくてさ、エリ姉」

　俺はベッドに腰を下ろして、妄想お姉さんに現実を突き付けてやった。

「燈とう華かのこと、覚えてない？」

「……とう、か」

　俺がその名前を告げると、エリ姉は視線をずらして横の少女に向ける。

　久く遠どう燈華。俺の愛まな娘むすめで、大切な存在で、そして……エリ姉にとっても将来そうなるかもしれない、女の子だ。

　そうじゃなくても、あの『時間』を過ごしたのだ。どうか思い出して欲しい。

「帰って……」

　ようやく口を開いたエリ姉が発した、一言一句に意識が集中する。

　帰って。それで終わりなのか、エリ姉。燈華に向けるべき言葉は、まだ──。

「帰って、来てくれたの？　燈華ちゃん……！　嬉うれしいっ！」

　そして、千ち草ぐさ瑛え理り子すは忘却の彼方かなたから掬すくい上げた。

　救いようのない結末を否定するかのように、俺の愛娘の名前を。記憶を。

　莉り生おと燈華がそうしたように、エリ姉もまた、泣きながら燈華に抱き着く。

　そこには余裕のある「大学生のお姉さん」の面影はこれっぽっちもなくて。

「会いたかったよ、燈華ちゃん！　私、あの日からずっと燈華ちゃんとの再会を楽しみにしていたのに……忘れてごめん、ごめんね！　ごめんなさいいいぃ！　大好きぃいいい！」

　号泣しながら娘を撫なでる、優しい母のような姿があった。

　燈華は子供のように泣きじゃくるエリ姉と違って、愛いとおしさに満ちた笑みを浮かべる。

「私も同じ気持ちです、エリ姉さん！　その優しい笑顔も、泣き虫なところも、だけど誰よりも包容力があるところも……全部大好きです！　ずっと、ずっと、会いたかった！」

　そして心の底から安あん堵どした笑みで、泣き虫でピュアなお姉さんを抱きしめる。

　泣き虫なのはお前も一緒だろう、燈華？　目尻に浮かんだ涙を流すまいと、必死に食いしばって耐えているのが俺からは丸見えだぞ。本当に……愛しい光景だ。







「ごめんね、二人とも。みっともない姿を見せて。今日は泣いてばかりだなあ、私」

　俺たち三人は食卓に座り、改めて話をすることにした。

「いや、みっともない姿は今に始まったことじゃないから」

「そうですね。エリ姉さんは寧むしろみっともない姿の方が似合います！」

　俺と燈華は出された温かい紅茶を飲みながらエリ姉を励ましてあげた。

　これが親子の絆きずなか……。エリ姉は苦々しい顔をしているけど何な故ぜかな？　砂糖入れる？

「父子揃そろって私のことをイジメないでぇ！　確かに燈とう華かちゃんのことを忘れていたのは、『ママ会』の一員として失格かもしれないけどぉ！　ごめんなさいっ！」

　エリ姉は机に突っ伏して、その額を擦こすりつけながら謝罪をする。うん。やっぱりエリ姉はこういう姿がよく似合う！　安心出来る！

「それで、説明してくれるかな？　私の『記憶』に何が起きたのか」

　だけど顔を上げたエリ姉は至って真剣な面持ちで、俺と燈華は深く頷うなずいてみせた。

　そして『ママ会』の現状を説明する。莉り生おは記憶を保持していたこと。凜り々り花かは燈華を見ても思い出せなかったこと。空そら音ねの正体が不明なこと……その全てを。

「なるほどね。燈華ちゃんと会えて思い出したよ！　私が空音ちゃんに偽りの記憶を植え付けられたことを！」

　ここに至るまでの経緯を理解したエリ姉は、マグカップを手元で弄いじりながら滔とう々とうと話してくれた。燈華が消えてから、何が起きたのかを。

「連休明けに空音ちゃんから電話が来てね。どこで番号を入手したかは分からないけど、私も知らない相手じゃなかったから普通に話をしたの」

「え？　エリ姉と空音は顔見知りなの？」

「うん。私の記憶違いじゃなければ、凜々花ちゃんと仲が良かった……よね？　通学路で会って何回か挨拶したくらいだけど」

　意外な接点だ。凜々花と仲がいいというのも、少なくとも俺の記憶にはない。

　エリ姉は「続けるね？」と断りを入れてから話を戻す。

「電話でいーちゃんと空音ちゃんが付き合ったことを聞かされて、最初は驚いたの。私があんなにたくさん授乳してあげたのに！　ママ不孝だー！　って」

「おや？　エリ姉、記憶の混濁が直っていないよ？　たくさんではないよ？」

「それでね？　そのことを話そうとしたら空音ちゃんに言われたの。『エリ姉さんはパイセンに哺乳瓶を使って授乳プレイを迫って、振られましたよね？』って」

「まさか……エリ姉さんは、そんな虚言を受け入れたのですか？」

　目を丸くして驚く燈華に対し、エリ姉は首肯する。信じられない話だが……。

「それを聞いて、私の頭の中が真っ白になって……その後は気付けば空音ちゃんを祝福していたと思う。話していて自分でもよく分からないや」

　エリ姉は苦笑して、冷めた紅茶をゆっくりと啜すすった。

　どうやらこれが空音とエリ姉の間に起きた、その全てらしい。

「やっぱり、燈華が未来に帰ってから異変が起きたみたいだな。そして何な故ぜか、空音の嘘うそを簡単に信じてしまっていた……どうしてだろう？」

　こういう現象は燈華以外には分からないはずだ。横目で愛まな娘むすめに助け舟を求めると、燈華は小さく頷いて話を継いでくれた。

「改めて整理しますね。恐らく、私が来る前までお父様の未来は不確定でした。ですが、私の介入で『ママ会』三人との未来が確約されたのかもしれません」

「ああ。それは来た時に言っていたな。そこに空そら音ねがどう関わる？」

「推測ですが、空音さんも『ママ会』の一員になれる素質があったのかもしれません。だけど前回、私が『ママ会』に引き入れなかったから……『変質』したのでは？」

「過去が変われば、未来における燈とう華かの存在が『変質』し、俺の娘ではなく赤の他人になってしまうのと同じように、空音にも変化が……？」

「はい。未来が変わったことで、過去における空音さんの存在が『変質』しかけているのかもしれません。お父様の後輩から、知らない誰かに」

　俺や莉り生おが空音を忘却しかけていたのは、その為ためだろう。言うなれば世界の強制力だ。

「それに抗あらがう為に、空音さんは嘘うそを吐つくのでしょう。自分はお父様の……久く遠どう郁いくの恋人であり、自分もまた『ママ会』の一人になるために」

　ようやく今回の事件の全容が見えてきた。

　空音は敵じゃない。ある意味では俺たちの仲間だし、被害者でもある。

　未来の変化に取り残されてしまった、「ママ候補」の一人というわけだ。

「それでも、やることは変わらないな」

　俺は不安げなエリ姉と燈華を交互に見て、口元に笑みを浮かべてみせた。

「ＮＴＲ作戦は続行だ。莉生とエリ姉とは無事に関係を修復出来たし、次は凜り々り花かをＮＴＲするだけのこと。そして最後に一人になった空音を」

　忘却されかけている現実から、救う。

　俺の言葉に二人は驚いたように、真っすぐな目で見つめてくる。

「ですがお父様！　もしも空音さんが改心せず、『ママ会』にも入ることが出来なかったら、私の存在が『変質』してしまうのかもしれないのですよ！」

　燈華の言う通りだ。だけどそれはあくまで、空音が悪を貫き、俺の気持ちを慮おもんぱからずに好き勝手にしたら、という前提があってこそのはず。

「ねえ、エリ姉。『ママ会』の一員になる条件って何だと思う？」

　急に話を振られて、エリ姉は少しだけ驚いたようだったが、すぐに返事をしてくれた。

「ふふふ。それはもちろん、いーちゃんと燈華ちゃんを大好きでいること、かな？」

「あ、ありがとう。改めて言われると死ぬほど恥ずかしい上に、まだちゃんとした答えを見つけられていないのが申し訳ないけど……」

「うん。それも含めて、いーちゃんを愛せる人だよ。時間がかかってもいいから、一緒に居たいと思えること。そして何より！」

　エリ姉は向かいに座る燈華の頭に手を伸ばし、とても優しい手つきで撫なでたのだった。

　燈華はその行動に照れながらも、エリ姉の愛に癒いやされて笑っている。

「ママリティに満ちていれば、誰だって『ママ会』に入れるよ。例えば私たちが貰もらった、パパーツみたいな道具が無くても、愛があればそれだけで十分です！　以上、名誉会長こと千ち草ぐさ瑛え理り子すでした！」

　やっぱりエリ姉は違うな。俺が乳児の頃から見ていてくれただけのことはある。

　かつて燈とう華か自身が教えてくれた、『ママリティ』を空そら音ねも持っていれば、それでいい。

「というわけだ。なあ、燈華。お前の目から見て、空音はママになれると思うか？　エリ姉や莉り生お、凜り々り花かみたいな優しいママに」

「……分かりません。私はまだ、空音さんにママリティを感じたことが無いので。それでも！　私は私が愛するお父様の言葉を、信じたいと思います！」

　そう言ってくれると信じていたよ、燈華。

　よし、これで今後の方針は完全に固まった！

「まずは凜々花を奪い返そう。そして、空音の真意も探る！　エリ姉。『ママ会』を復活させるためにも、手伝ってくれないか？」

「もちろん！　最年長として今回も頑張ります！　いぇーい！」

　俺の言葉に、エリ姉は両手でガッツポーズをして応えてくれた。何それ可愛かわいい。

「あ、これも思い出したけど前回使った私の『パパーツ』こと哺乳瓶、ちゃんと取ってあるよ！　そこの棚に保管してあるけど使う？　お姉さんが特別に貸してあげる！」

「いや……それは使わないかなぁ？」

　今日買った分と燈華が前回持ってきた分と合わせて三本もあるのか……。将来燈華が生まれるまで取っておくの？　それ？　そ、それはさておき！

　こうして、俺と燈華は無事にエリ姉をＮＴＲすることが出来たのだった。







　その後、俺と燈華は夕食をご馳ち走そうになって帰宅した。

　翌日は休日ということもあり、燈華と二人で時間を忘れて映画やテレビゲームを堪能したけど、これが本当に楽しい時間だった。

　一か月前は何も考えずに燈華とダラダラする日が結構あったけど、再会してからは久しぶりの親子水入らずの週末だ。







　そして月曜日。憂鬱な週明けも燈華の笑顔があれば全く苦じゃない気がする。

「楽しい休日でしたね。お父様！」

「ああ。空音も接触してこなかったから、十分に休みを取ることが出来た。今日からは凜々花のＮＴＲを頑張るぞ！」

「ええ！　凜り々り花かさんをＮＴＲして、『ママ会』を完全体にしましょう！　というわけで、お父様にはこちらの『パパーツ』を差し上げます」

　それはまさかのサプライズだった。今回は『ママシックレコード』だけで、『パパーツ』は無いものだと思っていたから。出された紙袋に、俺は思わず呆あつ気けに取られた。

「え？　今回もあるなら早めに出してくれても良かったのに！」

「いえ、これはこの時代で調達したものですから！　未来でお父様と凜々花さんの思い出話を聞いているので、それを参考に買ってきたのですよ！」

「いつの間に……ありがとう、燈とう華か」

「ふへへ！　いいのですよ！　凜々花さんが特に喜ぶ物をチョイスしたので、困った時には渡してあげてください！」

　前回燈華が持参した『パパーツ』は哺乳瓶、女子用制服、婚姻届だったな。その後はどれも『ママ会』の面々が所有しているはずだが（凜々花は返してきたが）、今回は何だろうか？

　何にせよ、ＮＴＲ作戦に役立つ強力な武器なのは間違いないな！

「ちなみにその中に入っているのはですね」

「おっと。ごめん、燈華。そろそろ行かないと。いつも留守を任せて悪いな」

　話の途中ではあったが、俺は慌てて『パパーツ』を制服のポケットに捻ねじ込んでから通学用リュックを背負い、玄関でローファーを履く。

　燈華はそんな俺を毎日、満面の笑みで見送ってくれるのだ。

「ええ。私は未来でも優秀な自宅警備員を目指していますからね！」

「お父さん、燈華を甘やかしたいけどそこまでいくのはちょっと……」

「じゃあ私の花嫁姿を見ても怒っちゃダメですよー？」

「なるほど。これが究極の二択か？　じゃあ、いってくるからな」

　玄関を出て、燈華の「いってらっしゃい！」を聞き終えてから俺は学校に向かった。




「郁いくちゃん、おはよう！」

　学校では久く遠どう家の次女こと、女子用制服を着用している莉り生おが迎えてくれた。

　家には可愛かわいい天使が居て、学校にはあざとい小悪魔が居る。おいおい、ここは現世と冥界の狭間はざまかな？

「おはよう、莉生。昨日電話で伝えた、例の話は覚えているよな？」

　席に着き、莉生に言葉を濁しながらエリ姉の件を確認すると、莉生は首肯する。

「もちろん。これで『ママ会』も活動再開間近だね！　問題は」

「郁。ちょっと来てくれるかしら？」

　おおう、問題が自らやってきたぞ……。何だかご機嫌斜めだし。

　莉生は俺に声をかけてきた凜々花の前に立ちはだかり、対抗してみせた。小悪魔対スズメバチの対決の行方は、いかに──。

「ダメだよ、凜り々り花かちゃん！　郁いくちゃんは僕とお話ししているから！」

「へえ、そうなの？　でも勘違いしないでね。私が話しかけたのはあなたじゃないの。私は郁に用があるのよ。分かる？」

　怖すぎる。普段はニヤニヤしながら俺にセクハラをし、逆に莉り生おにぞんざいな扱いを受けて涙目になることもある凜々花が、今は真顔で威圧感を放ちながら会話をしているのだ。

「……い、郁ちゃんに酷ひどいことをするなら、僕が守るから！」

　それでも莉生は怯ひるまない。毅き然ぜんとした態度で、スズメバチから俺を守ろうとする。

　だけどその脚はちょっとだけ震えていた。全く、慣れないことをしなくてもいいのに。

「大丈夫だ、莉生。凜々花は理由なく俺たちを攻撃する奴やつじゃないだろ？」

　だから俺は莉生の前に出て直接、幼おさな馴な染じみと対面した。

　ホテルの前で啖たん呵かを切って以降、ちゃんと顔を合わせるのは当然これが初めてだ。だから何を言われてもいいように覚悟していたのだが。

「平気よ。寧むしろ、酷いことをされたいの。ついてきてくれる？」

「……へ？　あ、ちょっと待ってくれ！」

　突然頬ほおを緩めた凜々花は、それだけ言って先に教室を出てしまった。

　俺は莉生に「大丈夫だから」ともう一度告げて、その背中を追う。




　凜々花についていった先は、屋上前の階段、その踊り場だった。

　少し前に俺が凜々花にキスを迫られ、互いの関係を改めた、あの日のことを思い出す。

　だけどあの日と明らかに違う人物が一人、そこには居た。

「空そら音ね……！」

　俺の偽りの恋人であり、『ママ会』に入れなかった後輩、空音だ。

「おはようございます、パイセン。聞きましたよぉ？　私という恋人がありながら、知らない女の子とラブホテルに入ったそうじゃないですかぁ？」

　白々しいやつだな。言い方もわざと挑発的だし……！　仕組んだのはお前だろうが。

　とは言わず、俺はあえて空音の出方を窺うかがうことにした。

「ああ。ラブホの早朝バイキングが最高に美お味いしかったぞ」

「え？　ラブホってバイキングあるのですか！　私、バイキング大好きでして！　いいことを知りましたね。将来パイセンと利用する時が楽しみです！　えへへ！」

　うわ、今更「嘘うそだよ」とは言えない雰囲気になっちゃったよ。空音の顔、サンタさんを信じている小学生みたいにキラキラしているし……何この罪悪感？

「ま、まあ。そんなわけで楽しい時間を過ごしてきたぞ」

「うわー、酷い。恋人の前で堂々と二股宣言ですかぁ？　聞きましたか凜々花先輩？　私の恋人は浮気オッケーだそうですよ？」

　バイキングはともかくホテルに入ったとそそのかしている空そら音ねに返事を促され、凜り々り花かは何な故ぜか顔を赤くして俺を見つめてくる。何だ、その反応？

「そ、そうなの。じゃあ約束通り……いいわよね、空音？」

　だけど凜々花は何かを決意したような様子で、空音と顔を合わせた。

「はい。私は嘘うそを吐つきませんから。嘘なんて生まれてこの方一度も吐いたこと無いのですよ？　胸のサイズも実は慎つつましいように見えてＣカップはあります」

「現在進行形で嘘を吐いてやがるぞ、俺の後輩。莉り生およりマシなくらいだろ？」

「黙ってください、パイセン。私は発育途中なのです。ここは開発前の空き地であって、将来的には立派なお山が出来ます。今は基礎作りの最中です」

「それ多分工事中断されてない？　大丈夫？　進捗どうですか？」

「うるさいですね……現場には現場の苦悩があるのです！　それはさておき」

　結構マジな感じでキレた空音は、そのまま一足先に踊り場から去って行こうとする。

　その去り際に、凜々花にある言葉を残して。

「では凜々花先輩。約束通り『都合のいい女』を楽しんでくださいね」

　その言葉の意味が分からなかったのは、俺だけだったのだろう。

　凜々花は一歩、二歩と距離を詰めてきて、俺の顔を上目遣いで覗のぞいてくる。

「郁いく。私を……私を、あなたの……その」

　上う手まく言葉を続けられず、だけど凜々花は精一杯言葉を紡ごうとする。そして──。

「あなたの浮気相手にさせてください！」

　ようやく飛び出してきた言葉は、全く理解が及ばなかった。

「え？　嫌だけど」

「そ、即答しないでよ！　な、何で？　何でダメなのか教えてよ！　あのホテルの女の子は良くて、どうして私はダメなのよ！　莉生だってそうじゃない！」

　凜々花は涙目になって、俺の胸を何度も叩たたいてくる。

　誤解をしている凜々花の相手をするのって、凄すさまじく面倒くさいなあ！

「あの子……燈とう華かとはホテルに入っていないし、そもそも浮気相手じゃない。あと莉生は女の子じゃないから浮気じゃない。ノーカンです。僕は潔白です。おしまい」

「ずるぅい！　私は郁の遊び相手でもいいから、一緒に居たいのよ！　ちゃんとあなたの恋人から許可を取ったのよ！　恥を忍んで！」

「うーん。この恥知らず。プライド皆無すぎない？」

「バカにしないでくれる！　恥くらい知っているわよ！　私の身体からだのことね！」

「恥は恥でもまさかの破廉恥。それに俺は……遊びで凜々花と付き合うつもりはないよ。付き合うなら本気がいい。だからダメだ」

　俺の宣言に、凜り々り花かは俯うつむいてしまった。本当に浮気相手になるつもりだったのかよ……俺と空そら音ねとの関係を勘違いしてから、倫理観が壊れているな。

　一番楽なのは燈とう華かを思い出してくれることなのだが。

　さっき名前を言った時も特に反応は無かったから難しそうだ。

「じゃあ……わ、私は、どうすればいいのよ。本命にもなれない。愛人もダメ。自分から関係を一方的に終わりにして、友達にもなれないなんて……いやなの、に」

　凜々花はその場に座り込んで、静かに流れ出る涙を何度も、何度も手の甲で拭う。

　多分、凜々花にとってこの交渉は本当に最後の手段だったのかもしれない。

　一番がダメなら二番でも、あるいは使い捨てられる都合のいい女で構わない。

　俺は涙でぐしゃぐしゃになったその顔を、優しくハンカチで拭ってやった。

「いいんだよ、凜々花はそのままで。ずっと昔から俺の幼おさな馴な染じみで、ちょっとバカで、発言も身体からだもエロくて、ちょっとだけ可愛かわいい。俺の大切な人だ」

「ううっ……い、郁いくぅ……っ」

　俺の胸に顔を埋うずめ、ブレザーにしがみついてくる凜々花が痛々しくて。

　だけど今、燈華や空音のことを語っても理解してくれそうにないから。

「凜々花。俺からのプレゼントを受け取ってくれないか？」

　だから俺は、制服のポケットに捻ねじ込んだ『パパーツ』を取り出した。

　大好きな愛まな娘むすめが、大好きな人を想おもって用意してくれた贈り物だ。

「多分、今のお前が一番欲しがっている物だと思う。空音とのことや、燈華のことはまだ話せないけど……ちゃんと終わらせることが出来たら、もう一度向き合わせて欲しい」

　凜々花は紙袋を受け取って、ようやく泣き止やんでくれた。

　それから鼻を啜すすって立ち上がり、やっといつもの笑顔を見せてくれる。

「ありがとう、郁。私ね、やっぱりあなたを諦められない」

　俺も同じように立ち上がって、凜々花と同じ目線でその言葉を受け止める。

「ああ。これからも、今まで通り一緒に居てくれないか？」

「それは……えっと。誰かに聞かれていたら困るから、耳を貸してくれる？　ナイショ話をしたいのだけど」

「ん？　いいけど」

　許可を得て凜々花は、抱き合うような距離まで近付いてきてから、俺の耳元で囁ささやく。

「私はあなたの一番になるわ。あの子からあなたを寝取っちゃうから、ね」

　そう言って凜々花は離れるかと思った──のに。

「ぺろっ」

「うぎゃああああああ！」

　いきなり俺の耳を舐なめてきやがった！　何この……何なの、この痴女！

「な、な、な……ぁ！」

　声にならない声をあげた俺を見て、凜り々り花かはとても妖艶な笑みを浮かべる。

　それはかつて俺が、鳴なる海み家に泊まった日の夜に見た笑みと、とてもよく似ていて。

「はい、私が真っ先に唾をつけておいたから。他の女に上書きされないでよね？」

「つ、唾をつけるって物理的な意味じゃないだろうが！」

「そうなの？　私、バカだから分からないわ。そう、バカだから考えるのは終わり。これからもっと積極的になっちゃうから、覚悟してよね！　あはは！」

　凜々花は軽やかな足取りで踊り場を去って行く。

　だけど階段を何段か下りてから、ちょっとだけ振り返って。

「プレゼント、ありがとう！　大事にするわねー！」

　紙袋に入った『パパーツ』を高く掲げてお礼を言って、俺の前から去って行った。

　まだ誤解は解けないけど、それでも凜々花との関係が少しだけ前のように戻った気がしてしまう。

「全く……一人だけ本気のＮＴＲ作戦を始めやがって。まあ、あれが俺の幼おさな馴な染じみだよな。昔からずっと、変わらないやつだ」

　だからかもしれない。俺は自分でも分かるくらいに頬ほおが緩んでしまっていて。

　始業のチャイムが鳴っても、しばらくそこから動けないでいた。







　それからちょっと遅れて授業に参加し、以降は放課後まで何事も無く。

　今後の作戦会議を兼ねて俺と莉り生おは燈とう華かを連れ、エリ姉の家に向かうことにした。

「ふむふむ。やっぱり凜々花ちゃんだけは記憶が戻らなかったのかー。それと、本来は敵対関係の凜々花ちゃんと空そら音ねちゃんが手を組んでいるのも気になるね？」

　俺たちを迎え入れてくれたエリ姉は、ソファの上に寝転がりながらも、深く思案する。

「そうだな。空音は凜々花に『都合のいい女』を楽しんでくださいって言っていたけど、もしかしてそこが妥協点になった、とか？　燈華、莉生。どう思う？」

　二人が元からの顔見知りで仲がいいなら、あり得ない話でもない。

「そうですね。今朝のあれは凜々花さんを浮気相手にさせることではなく、お父様に何かアタックを仕掛けることが目的だった、とか……？」

　燈華の意見を聞いて、確かにそれはあり得ると思った。

　だけどその程度で「凜々花を動かすことに成功した」と言えるだろうか？

「いや、それは無いよ。お姉ちゃん」

　一方で莉生は姉である燈華の意見に否定的な姿勢を見せる。

「僕の知る限り、凜々花ちゃんは妥協なんてしないはずだし、その程度で満足するような女の子じゃない。あの子はもっと……郁いくちゃんに対しては貪欲で積極的なはず」

　莉り生おは一拍置いてから、まるで凜り々り花かを畏怖するかのような口調で続けた。

「あの凜々花ちゃんが、こんなことで手を引くとは思えない。もし、空そら音ねちゃんのアタックが続くようであれば……また、凜々花ちゃんの動きがあるかもしれないよ」

　莉生は昔から、凜々花に対して一目置いているところがある。

　あの押しの強さや積極性が自分にも欲しいと、中学時代に漏らしていたことがあった。

　だからこそ莉生は凜々花を誰よりも分析し、観察している節がある。

「分かった、ありがとう二人とも。警戒は続けないとダメだろうな」

　とはいえ、今日はこれ以上出来ることはないだろう。

「明日からはまた空音の記憶を探ることにするよ。父さんや他の同級生にも話を聞いて、そこから手掛かりを掴つかもうと思う。今日は解散しよう」

　頷うなずく三人を見て、俺は今日の作戦会議を終了することにした。




　エリ姉の部屋の前で莉生とも別れ、俺は燈とう華かと一緒にアパートの自室へ戻る。

「燈華。今日の晩ご飯はどうしようか……って、こらこら」

　部屋に戻って一息つこうと腰を下ろすと、すぐさま燈華が俺の膝の上に乗って来た。

　寒い日に人肌で暖を取ろうとする猫か、こいつは。

「じぇらしーです」

「へ？」

「お父様エネルギーが足りなくなっちゃいました。他の皆さんのようにそろそろ燈華ちゃんを甘やかしてください！　頭をいっぱいナデナデしてほしいです！」

「素直な欲求だな、全く……わがままな娘を持つと大変だな？　ほら、ちゃんと落ちないようにお父様ベルトをしような」

　俺は膝に座る燈華を後ろから抱きかかえ、しっかりと頭を撫なでてやった。

　燈華はこの独占状態にご満悦なのか、「うへへ」と変な笑みを漏らす。可愛かわいくないけど可愛いな、うちの娘。

「今回は来てすぐに空音さんとのこともあって、お父様に甘える時間があんまり無かったですからね！　これは正当な権利です。ふふん」

「一緒に中学校に行ったじゃないか。それに空いた時間はゲームをやって、映画も観みたのにまだ足りないか？」

「足りません！　家で過ごす時間以外にも、お出かけとかしないとダメですね！　これはもう時間がいくらあっても足りませんよ！　燈華ちゃんは欲張りなのです」

「ああ、知っているよ。なあ、燈華」

　俺は燈華と日々を過ごす中で、あることに気付いていた。

「俺はお前の中に、ママ一人だけじゃない……『ママ会』三人の影を感じることがある。それはもしかして、未来で影響を受けた結果か？」

「はい！　未来でもお父様は皆さんと交流が続いていて、私も仲良しですから！」

「そうか。でもその中で、やっぱり空そら音ねの影響は殆ほとんど感じないよな」

　燈とう華かを強く抱きしめてから、俺は話を続けた。未来の、ある一つの可能性の話を。

「空音との記憶が戻って和解した後で、空音が『ママ会』と敵対したまま、俺と付き合うことになったらどうする？　そして例のキスもこの部屋で成立したら？」

　俺が燈華のお父様になる最低条件は、誰かを好きになって、高校三年生の秋か冬にこの部屋で好きになった子とキスをすることだ。

　その手順を飛ばそうとして空音とキスをしたら、恐らく燈華は『変質』する。

　だが、正規の道筋をなぞったら……燈華は『変質』せずとも、エリ姉、莉り生お、凜り々り花かの影響を全く受けない子になってしまうだろう。

　それはある意味で『変質』とほぼ同義だ。だったら、燈華は──。

「え？　いいじゃないですか。だって、お父様の選んだ相手ですよ！」

　燈華は俺の膝から下りて、向かい合って満面の笑みを浮かべてみせた。

「いいのか？　だってお前は、『ママ会』の三人が大好きだろう？」

「はい、愛しています！　でもそれ以上に、私はお父様の選択を尊重します。私はお父様の娘でいたい。それがたった一つの願いですから！」

　正直、ちょっとくらいは駄だ々だをこねると思っていたし、そうして欲しかった。

　だけど燈華は驚くくらいファザコンで、俺のことを愛してくれているのだ。

　だったら、俺も覚悟を決めたぞ。

「じゃあお父様は、お前の願いを叶かなえてやる」

「はい、私はそれで満足……」

「だけど叶える願いは、一つだけじゃない」

　俺は同意しかけた燈華の言葉を遮って、その小さな手を握った。

　閉じていた燈華の手を開いて、指折り数えながら愛まな娘むすめに誓おう。

「一つめの願いが俺の娘であることなら、二つめの願いも叶えてやる。どんなワガママでもいいから、聞かせてくれるか？　燈華」

「……お父様の未来に、昔から変わらない優しいお姉さんが居ることです」

「三つめは？」

「お父様の未来に、中学校からのあざとくて可愛かわいい親友が居ることです」

「四つめは？」

「お父様の未来に、エッチでピュアな幼おさな馴な染じみが居ることです！　そして……これはまだ私の中で願いになるようなことなのかは分かりません、けど」

　燈とう華かは指を四本折った状態のまま、もう一度俺の目を見つめる。

　普段の優しい目とはまた違う。まるで俺の意志を見透かすような、そんな目だ。

「お父様と『ママ会』の皆さん、そして……空そら音ねさんを含む皆が笑えるような、そんな未来が見てみたいです！」

「任せてくれ！　その願い、全部叶かなえてやる！」

　俺は燈華の頭を撫なでてやる。お父様を心から信頼してやまない、大切な娘の頭を。

「えへへ！　やっぱり私のお父様は世界一格かつ好こいいです！　普通のお父様だったら、絶対に全部は叶えられないですよね！」

「ああ！　欲張りな娘の為ために、お父様は頑張ってみせるぜ！　ちなみにお父様の願いは一つしかないけどな」

「え？　教えてくださいよ！　私に出来ることなら、どんなことでもしますから！」

「世界一可愛かわいい娘が、世界で一番幸せになって欲しい。それだけだ」

「う、う、お……お、お父様ぁあああ！　大好きぃいい！」

　俺たち親子は互いの願いを叶える誓いをするかのように、正面から抱き合った。

　だけど、前のようにその顔に涙は一切ない。代わりに浮かぶのは、笑顔だ。

　俺も燈華も、相手の願いを叶えることが出来ると信じているから。

「さっきの質問はちょっと不安でしたよぉ！　お父様が本当に空音さんを優先して、他の三人を見捨てちゃうのかと思ったじゃないですかぁ！」

「あはは。悪かったな。だけど空音を『変質』から救うなら、その可能性も捨てきれないから聞いておきたかった。だけど逆に……難易度の高いルートを選んじゃったな」

「これぞ本当のＮＴＲ（難易度の・高い・ルート）作戦、ですね！」

「誰が上う手まいことを言えと」

「そういう風に誘導したのはお父様なのに？」

　一瞬だけ間を置いて、俺たち親子は全く同じタイミングで笑い合った。

　どんな困難があっても燈華と一緒なら笑い飛ばせる。その確信が得られたなら、ただそれだけで頑張れる気がするよ。

「さて、それじゃあ一緒に夕食の準備を……おっと」

　直後にインターホンが鳴った。こんな時間に誰だろう？　そういえば先月の新聞料金を払い忘れていたような気がする。

　俺は念のため居間に続く扉を閉めて、玄関を開いた。

「どちらさまで……なんだ、凜り々り花かか。どうかしたのか？」

　そこに立っていたのは俺の幼おさな馴な染じみ、凜々花だった。

　何な故ぜかジップパーカーを一番上まで閉めて、フードを被かぶっている。いくら夜とはいえ、そこまで肌寒くはないはずだが。

「ねえ、郁いく。今日はありがとう。素敵なプレゼントまで貰もらって」

「気にしなくていいぞ。それより、何か用事か？」

「用事？　そうね。私はあなたに誓いを立てにきたのよ。分かるでしょう？」

　うん？　んん？　いや、一ミリも分からないぞ。誓い？

「これからもお友達で居ましょう、っていう誓いか？」

「またまたぁ。そういう冗談は良くないわよ、郁……いいえ、ご主人様」

　耳が壊れたと思った。あの勝ち気な凜り々り花かから、十数年の付き合いで初めて聞く言葉が飛び出てきたのだから。

「私にこんな物をプレゼントしておいて、とぼけないでくれる？」

　次は目がおかしくなったのだと、本気でそう思った。

　凜々花はゆっくりとパーカーを開いて、首元に当てていた手をゆっくりと除よける。

　そこにあった……いや、違う。




　そこに『ハメられて』いたのは。




「責任取って、私を飼いならしてね。ご主人様」

　黒いレザーにシルバーの金具が留とめられた、首輪だった。
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　追い返した。

　突然やって来た大型犬こと、凜り々り花かは我が家の敷居を跨またごうとしていたが、全力で追い返すことに成功した。

「やめてください！　私はご主人様の忠実なお犬ですぅ！」

　とか途中で叫びだしたから、後半はもう口を押さえて無理やりアパートから引き離した。

　本当、誰かに見られたら大変なことになっていたに違いない。

　しかも最終的には。

「犬なら今日は大人しく帰れ！　鳴なる海み家に帰りなさい！　ホーム！」

　と、俺が言ったら、凜々花は「なるほど。放置プレイもいいわね！」とか言いながら尻尾を巻いて……じゃなくて、尻尾を振りながら帰って行った。

　何これ。何が起きているの？　僕の世界、どうなっちゃったの？

「怖かったよぅ……燈とう華かぁ！」

　アパートに戻って来て玄関を施錠してすぐに、俺は燈華の胸元に飛び込んだ。

　燈華は俺の身に一体何が起きたのか分かっていないようだったが、恐らく相当怯おびえていたように見えたのか、困惑しながらも抱きしめてくれる。

「な、何があったのですか？　お父様！」

　来訪者が凜々花であったことにも気付いていなかった燈華に、俺は一部始終を震えた声のままで説明するのだった……。




「え？　お父様、あの『パパーツ』を説明無く渡しちゃったのですか！」

　燈華は俺が『パパーツ』を渡したことに驚いているようだった。いや、誰よりも俺が一番驚いているのだが。あの紙袋の中身に。

「何でお父様に犬用の首輪を渡したのか説明してくれ！　燈華ぁ！」

「だ、だってお父様！　中学生の頃に凜々花さんとドッグカフェに行ったそうじゃないですか！　だからあの首輪の使用例はですね……ごほん」

　燈華はわざとらしく咳せき払ばらいをして、一人で寸劇を始めた。

「なあ、凜々花。今度の日曜日、二人でペットショップに行かないか？　と、これがお父様の台詞せりふですよ？」

「うん。それで？」

「次は凜々花さんです。嬉うれしいわ、郁いく！　でも何でペットショップなの？」

「はい。続けてください」

「決まっているだろう、凜り々り花か。俺たちが将来二人で住む家に、犬を迎えるためさ」

　俺の台詞せりふを言ってから、燈とう華かはポケットから首輪を取り出す仕草をする。

「もう首輪は買ってある。今は結婚指輪の代わりに、これを持っていて欲しい。俺たち二人が犬を飼う、その日まで……閉幕！」

「なるほど。俺の娘はそういえば世界一アホだった」

「せ、世界一可愛かわいい娘からグレードが下がりすぎじゃないですかね！」

　落ち込む燈華を放置して、俺は思わず頭を抱えてしまう。

　未来の俺はそんな話もしていたのか……！　せめて渡す前に燈華から少しでも詳細を聞くか、中を確かめれば良かった！　あまりにも都合よく考えすぎてしまった……。

「いや、燈華は悪くない。アホなんて言って悪かった」

「そうでしょう！　毎朝ニュースを見ていますからね、私！　昨日も見たでしょう？」

「賢いうちの娘が熱心に見るのは犬の紹介と星座占いコーナーくらいです」

　しかし空そら音ねが言っていた「凜々花を動かすことに成功した」とはこのことだったか。

　恐らく、首輪を貰もらって舞い上がった凜々花が空音に報告したか、あるいは空音がはしゃいでいる凜々花を見て勘違いしたのだ。

「……でも、逆に考えればチャンスかもしれないな」

「え？　お父様、どういうことですか？　あっ！　なるほど！　前々から凜々花さんを服従させることに強い関心を抱いていたのですね！　これはラッキー！」

「そんなチャンスを窺うかがっていたことなんて人生で一秒も無いわ！　そうじゃなくて、今の凜々花は勝手に勘違いして俺に服従を誓っているだろう？」

「そりゃあお父様が俺の犬になれって言いましたからね……」

「言ってないよ？　でも、俺の言うことは聞くようになっているはずだ」

　元々素直なところがある凜々花だけど、この状況は追い風になっている。

　空音と癒着している状態の凜々花から、何かを聞き出せるかもしれない。

「空音が抱えている秘密を、凜々花から引き出すチャンスだ！　それにほら、凜々花って結構アレな願望があるだろ……」

　俺は部屋の隅に置かれた、一冊のノートを見て溜ため息いきを漏らす。

　そう、凜々花の『ママシックレコード』だ。

「そうですね。正直、包容力のある燈華ちゃんでもあれは引きました」

　燈華ですら引いてしまうくらいには、凜々花の欲望は闇が深い。

　その中で一つ例に出すなら。

「好きな相手に冷たくされて、最終的には私が冷たくしたい、とかな」

「なんというか……その、歪ゆがんでいますよね」

　莉り生おの『ママシックレコード』が子供向けエンタメ映画だとするなら、凜々花のそれはＲ指定確実の難解なホラー映画だ。それくらい温度差がある。

　ちなみにエリ姉は間を取って、中高生向けの恋愛映画という感じ。エリ姉は意外と甘酸っぱい青春がお好みらしい。とってもピュアです。それは置いといて、だ。

「明日から学校行きたくない」

「お、お父様が不登校になっちゃいました……！　でも燈とう華かちゃんはそんなお父様をちゃんと受け入れてあげますからね」

　燈華は俺の頭を優しく撫なでたあとで、自分の胸に俺の顔を押し付ける。

「お父様がダメになっても、私が傍そばに居ますから。学校なんて行かなくてもいいですよ。燈華ちゃんと一日中ダラダラしましょうねぇ。よしよし」

　自分の親を子ども扱いするなんて、と言いたいところだったけど……どこか懐かしさを感じる優しさに、俺は少しだけ溺れそうになってしまう。

「……分かったよ。学校には行くからお父様の頭を撫でるな」

　慌てて燈華の手を除よけて、俺は夢見心地の柔らかな感触から現実に戻る。

　本当にちょっとだけ、燈華の中に母さんの影を見たなんて……言えないからな。

「お父様は偉いですね！　だけどそんなに心配しなくてもいいと思いますよ？　凜り々り花かさんは私のことを忘れていても、お父様にはベタ惚ぼれのままでしょうから。嫌がるようなことはしないはずです！」

「そうだといいけどなあ……」

　俺たちはそこで話を切り上げて、一旦凜々花や空そら音ねのことを考えるのをやめた。

　メッセージで莉り生おとエリ姉には伝えておいたが、二人に危害が及ばないことを願おう。







　翌日。念のため朝から莉生に迎えに来てもらい、二人で登校する。

「いーちゃん、大丈夫？」

　その道中でマンションからゴミを出しに来たエリ姉にも心配された。

「まあ、何とかしてみるよ。凜々花は一種の暴走状態だけど、無む茶ちやはしないと思うからさ」

「そう……もし何かあったらお姉さんを頼ってね！　そういえば今日、久しぶりに特訓の日だけどどうする？」

　エリ姉の言う「特訓の日」とは、燈華が以前未来に帰った時から始めた、オムライスなどの簡単な料理の練習だ。こんな時だけど、息抜きには丁度いいかもしれない。

「そうだね。付き合ってくれるかな？　今日の放課後で大丈夫？」

「う、うん！　良かった、忘れられてなくて！　それじゃあ二人とも、気を付けて行って来てね！　莉生君もいーちゃんをお守りするように！　えっへっへ」

　俺が慮おもんぱかってあげると、エリ姉はとても嬉うれしそうにマンションの中へ戻っていく。

　だけど俺の横に居る親友は、さっきからずっと黙ったままだ。

「……郁いくちゃん。お願いがあります」

「ど、どうした？　急に改まって」

「僕は結構頑張っているよね。真っ先に郁ちゃんのお手伝いをするようになって、二人でわざわざ中学校にまで行って、今もボディガードをして！」

「お、おう。いつも助かっているぞ？」

「だったら僕にも何かして欲しいよ！　最近放課後はすぐに帰っちゃうから、何も出来ていないじゃない！」

　莉り生おは顔を真っ赤にして、俺のブレザーの裾をぐいぐいと引っ張って来る。

　言われてみれば確かにその通りで、莉生にも何かお礼をすべきではある。

「え、えーっと。じゃあ明日、一緒に買い物とかどうだ？　ほら、お前最近新しい眼鏡を欲しがっていたじゃないか」

　普段はコンタクトレンズを装用している莉生だが、家では眼鏡っ子だったりする。

　ゲームばかりやっているから視力が悪いのだろう。ちなみに俺は両目ともに１・０だから莉生にはよく羨ましがられる。

「あ、いいね！　もしかして買ってくれるの？」

「いや、眼鏡はちょっと高い……眼鏡拭きかケースくらいならいいけど」

「うーん。じゃあそれで妥協しようかな！　明日お母さんにお小遣い貰もらっておかないと！　楽しみだなー。ふふっ」

　どうやら莉生は機嫌を戻してくれたようだ。

　そんな様子を見て、俺は思わず笑ってしまう。

「どうしたの？　郁ちゃん。急に笑ったりして」

「いいや、何でもないぞ。ギリギリになりそうだから、少し急ぐか」

　俺は首を傾かしげる莉生の一歩先に出て、早足で学校を目指す。

　燈とう華かだけじゃなく、駄だ々だをこねるエリ姉や莉生も本当の娘みたいに感じてしまったなんて、言えるわけがない。

　これが父性かな。将来へのいい予行演習をしているみたいで、何だか笑えてしまう。




　学校に着いてみると、凜り々り花かは思った以上にいつも通りで。

　俺と莉生に絡んでくることはなく、楽しそうに友達と過ごしていた。首輪もしていないし、何かをしてくるわけでもない。拍子抜けする一日だった。

「あれは夢だったのかな……でも、燈華の言う通りで安心したな」

　俺が嫌がるようなことを凜々花がしてくるわけがない。そう思っていたけど、ここまで放置されるとそれはそれで物足りないというか。

「すっかり振り回されるのに慣れている気がするな、俺」

　少し自虐しながら、俺は下げ駄た箱ばこでローファーに履き替える。

　今日はエリ姉の家に行って、その後で……あれ？

「空そら音ねじゃないか」

　下駄箱の先、昇降口に居たのは先輩を脅してくる系後輩こと、空音だった。

　俺が声をかけると、どうやら空音は俺を待っていたらしく、ゆっくりと近寄ってきた。

「こんにちは、パイセン。凜り々り花か先輩とは一緒に帰らないのですか？」

　空音は探りをかけてくるような感じで、俺の顔色を窺うかがってくる。

「そう言われても凜々花とは何も無いぞ」

「でも、『首輪』をあげたじゃないですか。あれはお前のドスケベボディを好きにさせてくれという、パイセンの願望ですよね？」

「ぐっ……誤解なのに首輪をあげたことは事実だから真っ向から否定出来ない……！」

　狼狽うろたえる俺を見て、空音は小さく笑う。それから自分の胸に手を当て、話を続けた。

「パイセンが性欲にまみれた獣だったなんて、心から軽蔑します」

「性欲にまみれた獣なのは俺じゃなくて、凜々花なんだけどね？　犬になったし？」

「パイセンはあれですか。女の子を跪ひざまずかせることに興奮を覚えるタイプですか？　私のようなか弱い後輩も屈服させたいと思っているのでしょう？」

「か弱くないだろ。メチャクチャ強したたかだろ、お前」

「それがそうでもないのです」

　空音は更に距離を詰めて、背伸びをしながら俺の顔を見つめてくる。

　それは他人が見たら、可愛かわいい彼女が頑張って彼氏にキスをしようとしているようにも見える光景だ。

「私はパイセンに忘れられていて、とても悲しいのですよ？　私のことを好き勝手して、色んな初めてを奪ったのに、今では過去の女ですから」

「記憶に無いけど、だからこそ事実かどうか分からないのが怖いよ……」

「一緒に過ごした日々があるのは事実ですよ？　でも思い出してくれないから、こうやってあらゆる手段を使ってパイセンを私のオトコにしようとしているのです」

　空音は俺の唇に人差し指を当てて、感触を確かめてからすぐに手を引っ込める。

「だからそれまでは、ここを守り抜いてくださいね？　私がパイセンのことをどれだけ想おもっているか、教えて差し上げますから」

　その蠱こ惑わく的てきな笑みに、俺はつい怯ひるんでしまったけど。それでも、俺は。

「悪いな。久く遠どう家の男は代々貞操観念が堅いのさ。キスをする時期も決められているくらいには、な」

「そういえば予約制でしたか。私が最初のお客様になってもいいですか？　ふふっ」

　少しバカにするようにからかう空そら音ねに、俺は燈とう華かと交わした約束を想おもう。

　だからこそ、俺は真剣な言葉を空音に返した。

「お前が俺とちゃんと向き合ってくれるなら、ありえない話じゃないよ」

「……なるほど。ではパイセン、今から私とデートしましょうよ」

「は？」

　突拍子もない提案に、俺は思わず間の抜けた返事をしてしまう。

　そんな俺の様子を見て、空音は小さく笑いながら手を取る。

「仮にも恋人同士なら、放課後にイチャイチャするくらいは普通でしょう？　大丈夫ですよ。人目のつかないところにしか連れ込みません」

「人目がある場所にしてくれませんか？　あ、お、おいっ！」

　空音は俺の腕を引っ張ったかと思うと、その細い指を素早く絡めてきた。

　所謂いわゆる恋人繋つなぎというやつだ。一瞬、胸が酷ひどく高鳴った自分が恥ずかしい。

「パイセンには私の特等席をペアシートにしてご招待してあげますね」

　そのまま空音に連れていかれたのは、校舎内……この頃、凜り々り花かと一緒によく過ごす屋上近くの踊り場だった。

「では今から魔法をかけましょう。パイセン、目を瞑つぶって？」

「この人ひと気けの無い場所でその提案は怖すぎて嫌なんですけど……」

「おや？　もしかしてチューされると思っています？　大丈夫ですよ。痛いのは最初だけです。一瞬で済みますから」

「あれ？　キスの話じゃなかった？　首を刎はねる処刑人の台詞せりふじゃん、それ」

「罪状。私を惚ほれさせてしまった罪。ふふっ。何だかバカップルみたいですね？」

「血なまぐさい結末を甘い台詞で誤ご魔ま化かすな。いいけど……本当に何もするなよ？」

　俺は空音に言われるがまま、諦めて目を瞑ることにした。

　すると、カチャカチャと何か……屋上扉の方で音がしている、ような。

「はい！　もういいですよ、パイセン！　可愛かわいすぎるあなたの天使系後輩は約束を守って手は出しませんでした！」

　目を開けると、薄暗い踊り場とは対照的な……青空が広がっていた。

　先ほどまで施錠されていた屋上への扉が、開放されていたのだ。

「屋上扉の鍵の貸し出しは、部活利用か清掃時だけのはずじゃなかったか。空音？」

「いやん。先輩マジメー！　だから言ったじゃないですか、目を瞑ってくださいって」

「え？　さっきの台詞って『悪いことに目を瞑れ』ってことだったの？」

「目から鱗うろこが落ちたでしょう？　これが空音ちゃん流叙述トリックです」

「地に落ちたのはお前の信用なんだけど？」

　屋上に入るくらいは別に怒られないと思うが、鍵の入手方法は気になる……。

　懐疑的になっている俺を無視して、空そら音ねは一歩先に屋上へと飛び出した。

「ほらほら、パイセンも！　今日は暖かくて気持ちいいですよー！　私と一緒に気持ちいことをしちゃいましょう！　ね？　ね？　共犯関係になりましょうよ！」

「……分かったよ」

　ここで騒いで誰かに見つかるよりはいい。俺も空音の後に続き、屋上へ出た。

　ここに来るのは初めてではないが、それでもまだ日が高いうちに出ることは殆ほとんど無い。無機質なコンクリの床が日光を吸収していて、それだけでもう暖かい。

「パイセン、こっちです！　こっち！」

　空音に催促され、俺は手招きされている方へと進んでいく。

　転落防止のフェンスの近くに置かれた、二つの教室用の椅子。

　おや？　この光景には既視感があるのだが、もしかして……。

「ふふふ。この時間だと綺き麗れいな夜景というわけにはいきませんが、清すが々すがしい青空を眺めながら私とイチャイチャ出来ますよ？　あ、パイセン。嬉うれしいからって泣かなくても！」

「ああ。お前のストーカー能力の高さに怖くて泣きそうになっている。これと似たことを最近親友とやったばかりなのよ、俺」

「大丈夫ですよ。私は保温ボトルで殴ったりしないですから」

「不安になっているのはそこじゃないなぁ！」

　一部始終を全部見ていたかのような台詞せりふが本当に怖いよぉー！

「だから見てないですって。この前登校中に莉り生お先輩にノロケ話を聞かされて、我慢出来なくなっただけです。つまり意趣返しです、これは」

「あ、ああ。それならいいけど……」

　莉生は莉生で何をしているのやら。空音にプレッシャーをかけたのだと思うが。

　俺は静かに椅子に腰を下ろす。それを見て、空音も隣の椅子にゆっくり座った。

「でも、ここから先は私の時間です。パイセン、これをどうぞ」

　空音はポケットからスマホと有線のイヤホンを取り出し、俺に左耳の方を渡す。

　これあれだ。恋愛漫画でよく見る、カップルが一曲を二人で聞くやつ！

「うわー、パイセンの顔真っ赤じゃないですか。どれだけ男女関係にウブなんですか。ちょっと引きますよ。だから私の身体からだを使っていっぱい練習しましょうね？」

「お互い使うのは耳だけだよ？　仕方ないだろ、初めてだし！　そういうお前は手慣れているように見えるぞ。その耳を色んな男に貸したのか？」

「はぁ？　パイセンはアホですね。私も初めてですよ。パイセン以外の男には聞く耳を持ちません。あ、今上う手まいこと言いましたよ、私。褒めてくれます？」

　おどけながら言う空音だけど、その言葉には強い意志が込められていて。

　それが分かるからこそ、俺はより一層顔を赤くしてしまう。

「もうこのやり取りは恥ずかしいからやめるとして、何を聞かせるつもりだ？」

　俺は手に持ったイヤホンを左耳に入れる。空そら音ねも同じように右耳にイヤホンを入れて、スマホを弄いじり始める。

「パイセンに聞いて欲しいのはこれですよ」

　そう言って空音が再生したのは──。

『あ、ダメです……先輩。私たち、まだパパとママには』

　不穏な台詞せりふと共に即座にブチッ、と、イヤホンが引き抜かれた音がした。

「……空音。今の」

「ん？　電波障害ですかね。他のスマホの音声を拾ったみたいです」

「いや、有線じゃん？　電波、拾えないじゃん？　そして今の音声、どう聞いてもお前の声じゃん？　今の色っぽい声は何だ？」

「知りません。分かりません。やめてください。泣きますよ？　いいですか、パイセン。私はこう見えても攻められるとすぐに白旗を揚げるタイプの後輩です。ダメなのです」

　顔を真っ赤にしてこちらを一切見ようとしない空音。正直、ちょっと萌もえるけど。

　だけどさっきの音声は何……？　妙に艶つやっぽかったけど、実は俺と空音が既に一線を越えていて、それを録音した音声とかじゃないよね？　ね？

「気を取り直して、こちらですね！」

　誤ご魔ま化かすように声を大きくし、空音はもう一度スマホから音声もとい、音楽を流す。

　何だっけ、これ。二年くらい前に聞いたような……だけど。

「最近の音楽じゃない、よな。昔の洋楽？」

「……そう、ですか。やっぱり分からないですよね。パイセンは無知ですから仕方ないとして、次にいきましょう」

　俺の答えは空音の期待に沿えなかったようで、空音は諦めて音楽の音量を下げる。

　それから通学用鞄かばんの中から、何やら大きな包みを取り出した。

「はい、パイセン！　私の愛情を込めたチョコですよ！」

　包みを開けてみると、一個十円の小さい駄菓子チョコが山ほど入っていた。

　比喩じゃなくて本当に山ほど、だ。

「ちょっと待ってくれ。何個あるの、これ？」

「とりあえず百八個用意してみました」

「食べる度に煩悩が減るとか、そういうシステム？」

「ええ。パイセンが私に抱いている煩悩の数ですかね。では早速、お世話焼きの真面目な後輩キャラとして、一つパイセンに食べさせてあげましょう。はい、あーん」

　空音は手早く外装フィルムを剥はがして、チョコレートを俺の口前に差し出す。

　流石さすがにここまでされて拒否するのは無理だよな……。

「あ、あーん……んぐ」

「はい、良く出来ました。パイセンはいい子ですねー？　それじゃあ、次は私に食べさせてくれますか？　お互いの煩悩を消していきましょう！」

　空そら音ねは目を閉じて、口を開けてチョコレートを待っている。うわ、なにこれ。思春期男子には破壊力高すぎないか？　想像が捗はかどりすぎて困る。煩悩に負けそう。

　そう。例えばこの口にチョコレート以外の物を突っ込んだらどうなるか……？

「ちょっと待ってくれ、空音。少し準備をさせてくれるか？」

「いいれふよ。ぱいしぇんのために、わたしはおとなしく……んんっ！　こ、これっへ」

　そう。俺は空音が目を瞑つぶっているのをいいことに、硬くて甘いものを押し込んだ。

　棒付きのキャンディだ。決していやらしいものではない。超健全です。

「飴あめじゃないですか、もうっ……！　パイセンのいじわる」

　拗すねる空音は何だか子供っぽくて可愛かわいい。主導権を握られている時は好き勝手されてしまうが、逆にこちらから何かを仕掛けた時の空音は後輩らしくていいな。

「一瞬、私はパイセンの細くて長い物が突っ込まれるのかと思いましたよ？」

「指だよね？　それ、指のことを言っているんだよね、後輩ちゃん？」

「ええ。かつてパイセンが他の誰かにしたようなことを、期待しました」

　思わず、不意を突いた言葉に俺は何も言い返すことが出来なかった。それは、まさか。

　少し前に俺とエリ姉が、校庭の片隅にある花壇で行った──。

「あ、別に何も言わなくていいですよ。私も現場を見たわけじゃなくて、ただ知識の一つとして『知っている』だけですから。ねえ、パイセン」

　俺の顔を上目遣いで窺うかがうその笑みに、何だかとても嫌な予感がする。

「今からパイセンのお家うちに行ってもいいですか？」

「ごめん。今日は親が居ないからダメです」

「寧むしろ健全な思春期カップルにとっては、親が居ない時こそチャンスでしょうが！　そんなに親が必要なら、私がパイセンのママになってやりますよ！」

　空音がさり気なく言った単語に動揺した俺は一瞬、固まってしまった。

　その些さ細さいな変化を、この観察上手な後輩が見過ごすわけはなく。

「おや？　おや？　親ぁ？　もしかしてパイセン、やはりそういうのがお好みですか？　可愛い後輩に全力で甘えたいとか、そういうアレですか？」

「そ、そうじゃないけど！　というか、微妙にニュアンスの違う『おや』を混ぜるな！」

「安心してください。私、こう見えても子供は好きですし、甘やかすのも大得意です。というわけで、私のことを今からママと呼んでいいですよ？」

「……子供は好き、ね」

　ドヤ顔をする空音に、俺はあることを思いついた。

「よし、空そら音ね。そこまで言うならウチに来ていいぞ」

「ほ、本当ですか！　やったー！　パイセンのお家うちに行けるー！　か、菓子折りとか用意した方がいいですかね？　あとパジャマと下着も用意しないと！　歯ブラシも！」

「ごく自然な流れで俺が宿泊を許可したような流れに持っていかないでね？　今日は他に用事もあるから、ちょっとだけだぞ」

「構いません！　だって初めてのお家デートですよ！　この前は未み遂すいに終わりましたが、パイセンの部屋で色んなことを出来るわけで……ぐへへ」

　僕の後輩、目が血走っている上に涎よだれを垂らしていてとても怖いです。この子、もしかして凜り々り花か以上に欲望に素直なのでは……？　でも、空音が子供好きで良かった。

　ご所望通り、うちの世界一可愛かわいい「娘」と遊ばせてやろう。







「……聞いてないのですが！　騙だまされたのですが！　嘘うそだったのですが！」

　俺の家に向かう最中、ずっと妄想に耽ふけっていてまともに会話も出来なかった空音だが。

　アパートの扉を開けた瞬間に現実に帰ってきてくれたのだった。

「ふへへ。おかえりなさいませ、お父様！　そして空音さん、いらっしゃい！」

　下校中に連絡を入れておいたからか、燈とう華かは突然やってきた空音に驚きはない。

　寧むしろ歓迎ムードだ。だが、俺の後輩は明らかに不満顔のままである。

「いや、嘘じゃないよ？　親は居ないって言っただろ。『親』はな」

　娘が居るとも言ってないけどな！　だけど。

「というか、空音。お前は燈華の存在を知っているはずだろう？　どうしてそんなに狼狽うろたえているのか分からないのだが」

　俺の言葉に空音は相変わらず渋い顔のままで答えてくれる。

「ええ、はい。燈華さんの存在は知っていましたとも。詳しくは知りませんが、パイセンにとって未来の娘だとかいう意味不明な関係も。でも！　だけど！」

　空音は渋い顔を一変させて、目に涙を浮かべながら燈華を指差す。

「若い男女が同じ屋根の下で同どう棲せいなんてずるい……じゃなくて、卑ひ猥わいです！　子供が出来たらどうするつもりですか！　私は二人が別居していると思っていたのにぃ！」

「妄想の飛躍がすっごい！　というか、出来た結果の子供が燈華なのですが」

「そういえばそうじゃないですか！　親の顔が見てみたいものですね！　燈華さん、あなたのママは誰ですか？　私ですね？　よし、今から私はあなたのママになります！」

　親の顔のうち一つは俺だし、何より俺もママの顔を見てみたいけども。

「とりあえず玄関前で服を脱ぐのを止やめようか？　ほら、ブレザー着直してくれ。そしてそろそろ燈華にちゃんと挨拶しろ」

　ワイシャツのボタンを外し始めた空そら音ねをなだめて、燈とう華かと向き合わせた。

　二人の対面はこれが二回目だが、交流となるとまた別だ。

「え、えっと……空音紫し織おり、です」

　何だ、その借りてきた猫みたいな緊張感と蚊が鳴くような声の細さは。

　初対面の時メッチャ不敵なキャラっぽい対応していたよね？　あの勢いは何だったの？

「あ、あの……久く遠どう燈華です。ふ、ふへへ」

　あれ？　うちの娘も何かキャラ違わない？　二人して困ったように視線を外しながら、次の言葉に詰まっているけど……あ。もしかして。

「お前ら、最初に格かつ好こつけたやり取りをしたから今更どうやって接すればいいか分からなくなっているだろう？」

　俺の言葉に燈華と空音は顔を真っ赤にして頷うなずく。なにこのアホで可愛かわいい生き物たちは。

　それに、一つ意外だったことがある。

「空音は燈華に対して敵意は無いのか？　『ママ会』の面々には割と辛つらい当たり方をしている気がするけど」

「……だって、私がこの子を憎む理由は無いですから。私はあくまで、あの不健全な会員三名が嫌いなだけです。恋敵ですから。でも」

　空音は小さく溜ため息いきを吐ついてから、ようやく緊張に満ちた顔に小さな笑みを浮かべる。

「燈華さんは別にいいです。だから、その……今日は私と遊んでくれますか？」

　普段のヤンデレっぽい雰囲気も、『ママ会』相手にする挑発もなく。

　空音はまるで学校の友達を遊びに誘うように、燈華に尋ねたのだった。

「はい！　もちろんです！　あと、私に敬語はいりませんから！　私の敬語はただのクセなので！　それと良かったら、燈華ちゃんと呼んでくださいね！　えへへ！」

　燈華に手を握られた空音は一瞬驚いていたけれど、すぐに顔を綻ばせる。なにこれ、すごく尊い。娘に友達が出来た瞬間を見られたみたいで幸せすぎる。混ざっていいの、俺？

「じゃあ、燈華ちゃんって呼んでもいい？」

「ええ、いいですよ！　私は空音さんのことをクソメンヘラちゃんと呼びますね！」

「うん！　いいよ！　じゃあ今から本気の殴り合いをしよっか！」

　握りこぶしを振り上げた空音を、俺は自分でも驚くほどの速さで押さえた。すごい。その気になったらこんな速度で動けるんだ、人間って！

「燈華ぁああ！　譲歩した相手になんちゅう態度をしやがる！　お前は！」

　叫ぶ俺に燈華は舌を出して「えへっ！」と笑う。可愛いけど可愛くないな！

「冗談ですよ！　何だか空音さん……いえ、紫織さんは緊張していたようなので！　殴り合いで仲良くなれるなら大歓迎です。ふふっ！」

　そうか。燈華なりに、空音のことを気遣った結果なのか。形はよろしくないけど。

　名前で呼ばれた空そら音ねは目を丸くし、握っていた拳を解ほどいてその顔を紅潮させる。

「と、燈とう華かちゃん……ありがとう。今日は一緒に遊んでくれる？」

「ええ！　いいですよ！　ところで何をします？　元々はお父様と一緒にお家うちデートをする予定だったのでは？」

「そうだった！　私、パイセンと遊ぶためにある物を持ってきているの！」

　敬語を止やめた空音は、鞄かばんから何かのゴーグルのような物を取り出す。これってもしや！

「ねえ、パイセン……男の子って全員、こういうのが好きなんですよね？　パイセンにだけ特別に自由に触らせてあげます。激しくしちゃだめ、ですよ？」

「大好き！　言い方がいやらしいのはさておき、最新ガジェットは大好物です！」

　空音は甘い言葉遣いでそのゴーグル、ＶＲヘッドセットを俺に手渡した。

　最新型の物らしく、かなり薄くて軽い。結構高いはずだよな、これ！

「わー！　この時代のＶＲヘッドセットかなり大きいですねえ！　ローテクです！」

「……燈華。この時代ではこれが最新なんだからお父様の夢を壊さないでくれ」

　これだから未来から来た娘は！　確かに燈華からしたら一昔前の懐古グッズかもしれないけど！　ていうかもっと進化するの？　未来はやっぱりすごい。

「ゴーグル自体は二つあるのですが、パイセンと燈華ちゃんで使ってください。ちなみにこれ、ゲームは持ってきてないのでお二人にはＶＲ映像を見せてあげます」

　空音は燈華にも同じゴーグルを渡し、そこに二台のスマホをそれぞれ有線接続する。

　なるほど。スマホ内の動画をヘッドセットに出力するのか。楽しそう！

「二人とも密閉型の無線イヤホンも装着してくださいね。はい、ＯＫです！　それでは早速、ＶＲの世界を楽しんでください。レッツ、非現実ぅー！」

　装着を終えると空音の声と共に、薄闇だった視界にどこかの部屋が映し出された。

　音声は無音だけど、どこだろう？　ここは。

『パイセン！　今日は私の自宅でお部屋デートですね！』

「はい、ちょっと待ってくださいね」

　思わずＶＲヘッドセットを外してしまった。え？　現実感ある空音が出てきたんだが？

「んぬああっ！　何でヘッドセットを外しちゃうのですか！　ダメですよぉ！」

　そんな俺に対して空音は憤る。いや、誰だって外すだろ……レッツ非現実はどこへ？

　って、横を見たら燈華は全力で楽しんでいやがる。他人のＶＲ姿って滑稽だなあ。

「だってほら、現実に居る相手とＶＲで一方通行のやりとりをしてもなあ。だったら一緒に何かした方が良くないか？」

「そ、そう言ってもらえるのは嬉うれしいですけどもぉ……い、いいから再開しますよ！　ここから本番ですから！　ほら、装着し直して！」

　言われるがまま俺は非現実空音ちゃんと再び向き合うことになった。いや、これは事前収録した動画っぽいし現実なんだろうけどね？

『パイセンが私のお部屋に来てくれるなんて、感激です』

　いや、僕は自室ですよ？　しかもその自室に本物のあなた、居ますよ？

『あはは。そんなにはしゃいじゃダメですよ？　ほら、こっちに来てください。一緒にソファに座って映画でも……きゃあっ！』

　一瞬、視界が激しく上下して酔うかと思ったが、続く映像を見てそんな気分は一切なくなった。

　映像ではソファに倒れた空そら音ねに、俺が上から覆おおい被かぶさってしまっている。ただの映像なのに、空音の上気した顔に目が釘くぎ付づけになってしまう。

『……あの、パイセン。私がこのまま、パイセンに抱きしめて欲しいって言ったら、どうしますか？　そしてあわよくば、き、キスとかして欲しいなあ、って』

　恥じらう空音の顔は現実で見られることのない、とても可愛かわいいものだった。

　動画だから演技のはずだ。それなのに、空音の声と表情は真に迫っていて。

『ねえ、パイセン。私だけを見てください。他の女の子に夢中になったら、嫌です。もしパイセンが私だけを見てくれるなら、私は……！』

　そう言って、空音はゆっくりと自分のワイシャツのボタンを外していく。

　鎖骨が露あらわになり、少し下の純白のレースが見えかけた、その時。

「だ、だめだ！　たとえＶＲ動画でも、空音の裸を見るわけには……っ！」

　慌ててヘッドセットを外して、現実の光景に思わず絶句してしまった。

　そこには真っ黒な下着以外、何も着けていない空音が居た。

　非現実よりも魅力的で、とても扇情的なその姿に目が奪われてしまう。

「ううぅー……は、恥ずかしいです。ぱ、パイセンに全部見られちゃっています」

　顔を真っ赤にしている空音は、そんなことを言いながらも身体からだを隠そうとしない。

　俺がＶＲ動画を見ている間に制服を脱いだのだろう。いや、それよりも！

「い、いいから服を着てくれ！　女の子の下着姿なんて刺激が強すぎるからぁ！　凜り々り花かやエリ姉のだって、見たこと無いのに……」

「だ、だからですよ！　だから私は、頑張ったの！　パイセンの鈍感！」

　空音はいつもの口調を乱して、俺に向かって叫ぶ。そして目を逸そらしたままの俺の手を取って胸の辺りに押し付けてきた。「これ」も、以前に凜々花が俺にしたことだ。

「他の皆は、あの一か月で色々なことをしました。パイセンにたくさんのことをしてあげて、させてもらって……だけど私は、ま、まだパイセンとは何も無いですから」

　その手は震えていて、簡単に振りほどけそうだったけれど。

　俺の掌てのひらに伝わる、痛いほどの鼓動を知ってしまったら無下には出来なかった。

「パイセン。私だけを見てください。そうしてくれたら、私は幸せです。他の人に与えた愛と時間を、ほんの少しでいいから私にくれれば……それで」

　逸そらしていた視線を、再び空そら音ねに向ける。だけど、俺が見たいのは身体からだじゃない。

　空音の顔には、今にも泣き出しそうなほどに緊張が滲にじんでいた。

「たとえパイセンが私を忘れていても、構いません。私にはパイセンの思い出が、記憶がありますから。だから思い出せなくてもいいです」

　空音の言葉は、いつもの軽い調子でも、悪辣なものでもなくて。

　小さくて弱いその声は、年相応の少女が勇気を出して告白をしているかのようで。

「私がパイセンとの日々を覚えていますから。だからパイセン、このまま私とずっと付き合っていましょう？　こんなに可愛かわいい後輩の頼みを……断らない、ですよね？」

　頬ほおを赤らめて、上目遣いで俺に懇願する空音はとっても魅力的だったけど。

　その表情に他の誰かを重ねてしまう。

　一人だけじゃない。『三人』の顔が浮かんできて、だから俺は──。

「それはダメだ」

　その誘惑を、躊ちゆう躇ちよすることなく断つことが出来た。

「空音。俺にとってお前は可愛い後輩かもしれない。大切な絆きずなと思い出があるかもしれない。だから付き合って、一緒に居たら……きっと、明日はもっと愛いとおしく想おもえる」

「だ、だったら！」

　食い下がろうとしない空音に、俺は更に言葉を継いで「今の」想いを伝える。

「だけどお互い、したいことをする前にすべきことがある。俺はお前の記憶を取り戻さなきゃいけないし、空音。お前のすべきことは……分かるよな？」

　空音がすべきこと。それは明確だ。

　嘘うそを吐ついて陥れた相手に謝って、この不穏な関係を終わらせることだ。

　ただそれだけ。お互いにそれをするだけで、俺たちの未来は変わるはずなのに。

「えっと……それは──」

　空音が答えようとした、その瞬間だった。

「ひぎゃん！　い、いたぁい！　うぅ……こ、転んじゃいましたぁ。せっかくＶＲ紫し織おりさんに存分に甘えていたのに、泣きそうです……っ」

　一人でＶＲ動画に集中していた燈とう華かが、壁際で転倒して頭を押さえている。

　どこかぶつけたのかもしれない。慌てて俺が無事を確かめようとしたのだが。

「大丈夫？　燈華ちゃん」

　俺よりも先に動いたのは、空音だった。ワイシャツを即座に羽織って動いた、その行動の速さに驚きつつも、燈華は涙目で空音に抱き着く。

「ぐすっ。頭打っちゃいましたぁ！　紫織さん、ここタンコブ出来てないですか……？」

「どれどれ？　うん、大丈夫そうだよ。ごめんね、燈華ちゃん。私がもうちょっと注意深く見てあげていたら助けられたのに。痛みが治まるまで、なでなでしてあげる」

「え？　いいのですか！　うひょー！　怪け我がの功名ってやつですかね！　紫し織おりさんの手つき、今まで体験したなでなでよりも最高にママリティが高くて素敵です！」

「……ママリティ？」

　燈とう華かの造語に空そら音ねは首を傾かしげるが、胸元で気持ちよさそうに笑う燈華を見てどうでもよくなったのか、呆あきれたように笑いながら頭を撫なで続ける。

　そんな二人の光景を見て、どうしてだろう。

　俺には空音と燈華が姉妹や友達ではなく、『親子』に見えてしまったのは。

「ところで紫織さん。どうして下着姿なのですか？　黒下着とはえっちですねぇ！」

　痛みが治まってきた燈華は、冷静に空音の姿について突っ込む。それに対して下着姿の俺の後輩は、わざとらしくこちらに目を向ける。

「さあ？　私の大好きな先輩が、こっそり襲ってきたのかも？」

　まるで罪を擦なすり付けるかのような言い方に、思わず叫びそうになったけど。

　空音の楽しそうな顔を見て、何だか何も言えなくなってしまう。

「私が仮想現実で楽しんでいる間、二人は現実でお楽しみだったとは……！　燈華ちゃん、気を遣ってもう一度ＶＲの世界に没入した方がいいですかね？」

「現実から逃げるな！　別に何も無い！　何も無いからぁ！」
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　俺にあらぬ嫌疑をふっかけた空そら音ねはそそくさと着替えを終え、ＶＲヘッドセットを回収して帰り支度をする。

「空音、帰るのか？」

「ええ。何だか燈とう華かちゃんの顔を見ていたら、パイセンとイチャラブする気が無くなってしまいました。とても不思議な子ですね、あの子は……ねえ、パイセン」

　空音は玄関で靴を履き終えてから、振り返って俺たち親子に宣言する。

「私は他の誰とも、足並み揃そろえてパイセンと向き合う気はありませんから。私はパイセンの為ためなら何でも出来るし、する。そういう悪い女ですよ、私？」

「それは……お前の方から今の関係を変えるつもりはない、ってことか？」

「そうですね。そういう解釈でいいです。私はパイセンとお付き合いを続けたいです。他の何を犠牲にしても。それが空音紫し織おりの想おもいです。それじゃあ、パイセン、燈華ちゃん」

　またね。

　去り際にそんな言葉を残して、空音は二度と振り返らずにアパートから出て行った。

　やっぱり何としてでも空音のことを思い出さないと。じゃないと、何も出来ない。

「お父様……これからどうするつもりですか？」

　去り際の空音に不安を覚えた燈華が、俺のシャツの裾を掴つかんで見上げてくる。

　俺はそんな愛まな娘むすめに対し、先ほど撫なでられていた頭をもう一度、優しく撫でた。

「やっぱり、俺は空音との関係を修復したい。あいつとの記憶を取り戻して、さ。その為に出来ることがあるなら、何だってしてみせるよ」

「はい……！　はい！　そうですよね！　えへへ。お父様ならそう言ってくれると思いました！　紫織さんもママリティが高いですし、私も出来るならまた一緒に遊びたいです！」

　満面の笑みを浮かべる燈華に、俺は頷うなずき返す。二人の温かなやりとりを見たからこそ、空音を突き放すという選択肢はもう、無かった。

「さて。それじゃあ少し出かけてくるから待っていてくれ。あ、今日は何が食べたい？」

「そうですね！　私、今日はおふくろの味が食べたい気分です！」

「……それは早くママを決めろという、お父様への遠回しな圧力ですかね？」







　おふくろの味はさておき、今日は夕食前に行くところがある。

　今朝約束した料理の特訓のために、エリ姉の家に行くのだ。

　今日覚えたものを燈華に振舞ってあげよう。それよりも。

「やっぱり空音の記憶を呼び覚ますカギを握っているのは、他ならぬ凜り々り花かだな」

「今私の名前を呼んだわよね！」

「うわぁっ！」

　アパートの外階段を下りて独り言を漏らしていると、気付けばいつの間にか背後に凜り々り花かが立っていた。心臓が止まるかと思ったぞ……！

　空そら音ねとのやりとりを知る由もない凜々花は、何な故ぜだかやけに楽しそうだ。

「ねえ、郁いく。これから一緒にお出かけしない？　久々に二人で」

「いや、出かけるのはやぶさかじゃないけど、用事があって……っ！」

「私と、『お散歩』しましょ？」

　俺が凜々花に食い気味に返事をしようとすると、無理やり言葉を飲み込まされた。

　凜々花がスカートのポケットから、例の『パパーツ』……首輪を取り出したから。

「大丈夫よ！　私はちゃんとご主人様の言うことを聞く忠犬だから！　例えば今ここで裸になれと言われれば裸になるし、服を脱げと言われたら脱ぐわ。一糸まとわぬ姿になれという命令にも従うわよ」

「全部脱衣じゃねえか！　今どき、犬でも服を着ているぞ？」

「え？　辱めを受けたいからに決まっているじゃない？　何を言っているのよ？」

「分かった。お前が従っているのは俺じゃなくて性欲だな？」

　そういえば『ママシックレコード』にもあった気がする。

　彼氏に無理な要求をされて、恥ずかしがりながらそれを受け入れたい、みたいな。

　だけど一切恥じてないのは気のせい……かな？

「まあまあ、どこに行っても隅っこでお座りして眺めているから！　早く行きましょうよ、ご主人様！」

　凜々花は俺の背中を押して、無理やり『お散歩』を強行した。

　だけどこれから行く先は公園でも並木道でもなく、他人のハウスです。







「はい、エリ姉。パスタが出来たよ。ソースも上う手まく出来たつもりだけど、どうかな」

　俺はエリ姉の家に到着して、今朝約束した通り二人で料理の練習をしていた。

　今日はソースから作るボロネーゼのパスタだ。味はエリ姉のレシピ通りだから不ま味ずくないと思うけど……。

「いーちゃん、結構腕前上達してきたね！　これからレトルトのソースじゃなくて自作出来るようになったら、お料理上手を名乗れるよ！」

　エリ姉は完成したパスタを見て、満足そうに頷うなずいてくれる。

「良かった。料理を振舞いたい相手が出来たから、これからもっと上手くなるように頑張るよ！　それじゃあ、味見をしてくれると助かる……けど」

「うん！　私も味見をしようと思う……けど」

　俺とエリ姉は互いに顔を見合わせ、それからゆっくりと「部屋の隅」に目をやる。

　何も言わないでくれ。何も返せる言葉がないからさ、エリ姉。

「ダメだよ、いーちゃん！　外から何でもかんでも拾ってきて！　ちゃんと元居た場所に返して来なさい！　お姉さん許しませんよ！」

「だって拒否したのに無理やりついてくるから……大人しいから許してあげて」

「だーめ！　犬や猫ならともかく……何で！　凜り々り花かちゃんを連れてきちゃうかな！」

　そう。凜々花は宣言通り、俺についてきてエリ姉の部屋にも上がり込んでいた。

　だけど隅っこでお座りするという約束も守り、正座をして俺たちのやりとりを見つめている。羨むような眼力が凄すさまじくて怖い。誰かこの犬引き取ってくれませんか？

「ごめん、エリ姉。凜々花は燈とう華かとの記憶を失っている以上、何とかしてそれを思い出させないといけないから。我慢して欲しい」

　小声でエリ姉に囁ささやくと、エリ姉は困ったように黙り込んでしまった。

「……分かった。じゃあ、なるべく気にしないようにするね！　それじゃあお姉さんにパスタを食べさせてくれるかな？　試食させてね！」

　ようやく開き直ったようで、エリ姉は笑顔で俺にフォークを渡してくる。

「え？　料理を食べさせてもらうって、まさか」

「うん！　ちゃんと、「あーん」も含めてという意味だよ！　ほらほら、お姉さんを甘やかしてください！　ね？」
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　そういえば『ママシックレコード』にもこの願望が書かれていたような……。

　隙を見つけて自分の願望を叶かなえようとしている辺り、ちゃっかりしている。

「年下の男子高校生にそんなことを強要する女子大生かあ……」

「だって私、日々辛つらい思いをしているからぁ！　大学では同級生が卒業して一人ぼっちで、教授にも『君は来年も学生をやるのかい？　ぐはは！』ってバカにされて、それで……ううっ。いーちゃんが甘やかしてくれないなら、お酒を飲むしか」

「わー！　分かったから！　下戸なのにすぐお酒に逃げる癖を止やめようよ！　ほ、ほら。口を開けて……あーん」

「あー……あの、凜り々り花かちゃん？」

　エリ姉の口元にパスタを巻いたフォークを運ぶが、そのフォークは口に入ることはなく、エリ姉の視線は別の方を向いていた。

「あ、お構いなく。私は見ているだけだから。どーぞ？」

　凜々花はエリ姉に微笑ほほえみ返して、続けるように促すけど。

「いや、そんな膝に置いた拳を震わせながら言われても困るというか……ええっと」

　エリ姉は凜々花の様子を見て完全に委縮してしまっている。

　あれじゃあ完全に自分の給餌を待つ犬だ。完成度が高すぎて怖いよぉ！

「最初だけ。最初だけだから！　そのうち二人の光景に嫉妬しなくなって、すぐに興奮に変わるから続けていいわよ！　そう！　私が味わうのは料理じゃなくて苦汁よ！」

「いーちゃん……私、どうすればいいのかなぁ？」

　困惑するエリ姉に俺は頷うなずいて、もう一度フォークを手に取るしかなかった。

　俺たちは、この行為を終わらせるしかない。

「続けよう、エリ姉。あれがあいつにとってのご褒美なら、ある意味でお互いウィンウィンの関係だよ。エリ姉は俺にご飯を食べさせてもらって、凜々花は凜々花でお腹なか一杯」

「ううっ……全然嬉うれしくない！　寧むしろ私だけ損しているよね、これぇ！」

　いよいよエリ姉は諦めて、俺の差し出したフォークを口に入れるけど。

　向かい側に涎よだれを垂らしながら悦よろこぶ犬が居るせいで、味わう余裕は無かっただろう。

「いいわね、これ。郁いくが私の目の前で、他の女の子とイチャイチャするのを見ているだけの、この状況。最高だわ……はぁはぁ。犬ライフの最高のスパイスになるわね」

　結局、凜々花は食事を終えるまで終始エリ姉を見つめていて。

　俺とエリ姉は二人の時間を楽しむことは無く、異様な疲労だけを得て終わった。







「私、なんだか将来犬を飼う気が無くなりました……」

　帰宅して燈とう華かに事の顛てん末まつを話すと、そんな言葉が返ってくる。お父様的にはペットを飼うのは負担になるから、凜り々り花かはいい教育を施してくれた……のかな？

「うん、俺も。まあ、犬のことはさておき、凜々花の意図が本当に分からなくて怖い」

「多分、傍そばに居られれば何でもいいということでしょうね。今日のエリ姉さんとのやり取りに乱入したのはそういう理由のはずです」

「犬扱いでいいから近くに置いてくれって、相当歪ゆがんでない？」

「寧むしろ私は凜々花さんの歪んでいない部分を探す方が難しいですけどね？　あ！　おっぱいは綺き麗れいな形をしていますよ！　歪みが無かったです！　美乳！」

「それ以外全部歪んでいるっていうことになるんですけど、大丈夫ですかね？　心とか」

　エリ姉との時間を終えた後は、凜々花は真っすぐ家に帰ったけど。

　それは多分、ここに燈とう華かが居るからだ。今の凜々花が燈華をどう認識しているかは分からないが、最低限の遠慮はしているらしい。ということは。

「明日の放課後、莉り生おと出かける予定だけど……それにもついてくる気かな？」

「それは間違いないでしょうね。どうですか？　この際、凜々花さんの首輪に紐ひもを付けて駐輪場のポールに結んで待たせておくとか！」

「もし同級生に写真を撮られたら人生終わるね？　だけど一つ気になることがあって」

「凜々花さんのバストサイズですね！　しっかり調べてありますとも！」

「すまん。死ぬほど興味があるけど今はそれじゃない。それは後で」

「娘としては後で聞く気満々なのも困惑しますよ、お父様」

　多分想像しているよりも大きいと思う。年々大きくなっているからな！　それよりも。

「エリ姉の家に行く最中に、空そら音ねのことを何度か尋ねたけどはぐらかされたよ」

　俺が「凜々花と空音との過去」を探ろうとすると、凜々花はそれを分かりやすく無視して別の話題を話し始める。あまりにも下手な嘘うそだった。

「ふむ。答えられない事情があるとか、ですかね？」

「あるいは、凜々花も脅されている可能性だな。だけど自ら犬になる道を選んだ凜々花が空音相手に、そこまで下手に出るのも想像出来ない」

「ではやはり、強行突破しかありませんね！　いいですか、お父様！」

　燈華は大きく声を上げて、俺の顔を真剣に見つめてくる。

「明日、もしも凜々花さんが同行するのであれば、犬らしく躾しつけてしまいましょう！」

「え？　ど、どういうことですかね？　躾しつけ？」

「はい！　お父様に非協力的な悪いワンちゃんを、思いっきり躾けるのです！　空音さんの正体を吐かせるしかないでしょう！　私たちがすべきことは、それ以外ありません！」

　正直、燈華の言う通りではある。

　空音のことを自力で調べるのは限界。でも、凜々花も協力してくれない。

　だったら、無理やりにでも引き出すしかないのだ。

「……そうだな。明日はちょっと、心苦しいけど強く接してみるよ」

「大丈夫ですよ、お父様！　愛の鞭むちだと思えば凜り々り花かさんも喜ぶはずです！　『ママシックレコード』にもそう書かれていたじゃないですか！」

「そうだな。あいつの願望、基本的にはマゾヒスムだからな……ところで燈とう華か」

「はい？　何でしょう？」

「凜々花のバストサイズってどれくらいなの？」

「……調べてあるとは言いましたが、教えるとは言っていませんよ？」

　場を和ませるつもりの冗談だったが、思春期の娘にはそうは聞こえなかったらしい。

　愛まな娘むすめに軽蔑の眼まな差ざしを向けられるのって、結構辛つらいね！







　翌日の放課後は、莉り生おと一緒に眼鏡屋に行くことになっていた。

　だけどやっぱり予想通りというか、校門を出てすぐに凜々花がついてこようとしたので、流石さすがに今日は断りを入れようとしたのだが。

「ごめんね、郁いく。今日は一緒に行けないのよ」

　まさかの凜々花の方からお断りを入れてきたので、思わず面食らった。

「え？　あ、ああ。別にいいけど。理由はあるのか？」

「あら？　興味があるの？　空そら音ねと付き合っているのに、他の女の子にも執着しちゃうなんていけない幼おさな馴な染じみね。うふふ」

「そうか。理由が無いならまた明日だな！　ばいばい！」

「いやぁ！　せめてもうちょっと興味を持って欲しいのだけど！　ほ、ほら。私たちが通っていた小学校の近くに、ヴェヌスっていうスーパーが出来たでしょう？」

　そういえば、先週そんなチラシが入っていた気がする。

　俺のアパートからは遠いが、実家の近くだ。凜々花の家よりも近い場所に出来たはず。

「ヴェヌスじゃなくてヴィーナスな。そのスーパーがどうかしたのか？」

「開店セールで色々安いから、これから学校帰りの梨り華かと一緒に買い物に行くの。だから今日は行けないのだけど……男手があれば、ね？　チラッ」

　凜々花は俺の反応を窺うかがうように、自ら擬音を口にして視線をこちらに向けてくる。

　要するに妹との買い出しを手伝えということだろう。面倒くさい女の子だなあ！

「分かったよ。莉生との用事は別の日にするから、先にそれを済ませよう」

「やったぁー！　流石私のご主人様ね！　惚ほれ直しそう！　後でお店で待ち合わせね！」

「その呼び名、外ではやめてもらっていいですかね……」

　日直の仕事で合流が遅れている莉生に電話で連絡すると、「いぐぢゃぁああん！」と震えた声で泣きつかれたが、なんとか事情を説明して理解してもらうことが出来た。

　凜り々り花かのせいでエリ姉と莉り生おには迷惑をかけてばかりだ……今度遊んであげよう。




「郁いくにぃ。ひさしぶりー！　お元気でした……か？」

　学校から一足先に帰った凜々花を追うように、俺がスーパーに到着すると、既に二人は店の入り口前で待っていた。

「よう、梨り華か。元気だぞ！　だけど久しぶりって、先月会ったばかりじゃないか」

「でもひさしぶり、だから。今日はお姉ちゃんといっしょに過ごせて、うれしい」

　相変わらず空気が独特というか、まったりとしたテンポで喋しやべる子だな。

「えー？　お姉ちゃんとはいつも一緒に過ごしているだろう？」

　俺が梨華の頭を優しく撫なでると、その小さな頭はせわしなく左右に振り動く。

「お姉ちゃんはお姉ちゃんでも、ししょーのこと。いっしょじゃない、の？」

「……師匠？　もしかして、燈とう華かの」

　俺が思わず聞き返すと同時に、梨華の横で通学用鞄かばんからエコバッグを取り出した凜々花が話に加わった。それによって梨華との会話が中断されてしまう。

「ほら、二人とも。雑談は後にして先に特売品から買うわよ」

　凜々花に催促され、梨華は「うん！」と頷うなずいて俺と凜々花の間に立つ。

　それから両手でそれぞれ、俺の左手と凜々花の右手を握った。

「こうしていると、私と郁にぃとお姉ちゃん……親子みたい」

　梨華のそんな可愛かわいい言葉を聞いて、俺と凜々花は思わず見つめ合ってしまう。

　一瞬で赤くなった頬ほおを誤ご魔ま化かすために、俺は声を大きくして梨華に返した。

「そ、そんなに年も離れてないだろ？　普通に三人兄妹きようだいにしか見えないと思うぞ！」

「そうかなぁ……？　郁にぃと私がふーふで、お姉ちゃんは私たちの子供。これはどうみても、親子……！」

「いやいや、ポジションがおかしいでしょ！　私が奥さんであなたは子供役でしょうが！　こんなお胸が大きい子供が居たら困るじゃない！」

　凜々花は少し焦った様子で訂正を求める。小学生相手に何をムキになっているの、この子。こんな余裕の無いお姉ちゃんには娘役が相応ふさわしいな？

「それに、梨華はそんなに郁のこと好きじゃないでしょう？」

「ううん？　私、郁にぃだいすきだよ？」

「ん、なあっ……！　り、梨華！　あなたねぇ！」

　梨華は握っていた片方の手から、凜々花の手を放して俺の腰に抱き着いて来る。

　おお、これは……！　燈華や莉生とは違う、不思議な充足感がある！　やっぱり純真無む垢くな小学生は子犬みたいで可愛いなあ！

「ねぇ、郁にぃ。もし将来郁にぃがお姉ちゃんや莉生さんと結婚しなかったら……」

　小さな背丈で顔を上げて、俺を上目遣いで見つめる梨り華か。

　その蠱こ惑わく的てきな雰囲気は、幼いながらに姉の凜り々り花かとよく似ていて。

「梨華を郁いくにぃの、お嫁さんにして？」

　言っておくが、俺は小さい子と恋愛をする趣味は無い。どちらかといえば、お胸が大きくて包容力のあるレディがタイプだからだ。

　だからその言葉に胸が高鳴ったのは、恋心じゃないだろうけど。

　鳴なる海み梨華というただの友達の妹が、普通の「女の子」に見えてしまった。

「だ、だ、だ……だめーっ！　絶対、だめー！」

　そんな小学生の妹を、凜々花は全力で俺から引き剥はがす。お姉ちゃん、その子は小学生で法的に結婚も出来ない年齢ですよ？　焦りすぎではないですか？

「郁は私が先に好きになったの！　お姉ちゃん優先よ！　いつも夕ご飯の後のデザートとか多めにしてあげているのだから、郁のことは取っちゃだめぇ！」

「えぇー。お姉ちゃん、なんだかこわい……じゃあ郁にぃは我慢する。だから今日、お菓子いっぱい買ってもいい……？」

「わ、分かったわよ！　今日はお菓子を三つまで選ばせてあげるから、先に売り場から持って来なさい。その後はお一人様一個の卵と牛乳を買うからね！」

「うん。わかったー！　郁にぃ。梨華はお菓子を持って来るので！　うおぉー」

　今日一番の声を出しながら、梨華はお菓子売り場に小走りで向かって行った。

　全力で走らない辺り賢い子だと思う。うちの娘もあれくらいお利巧だったらなあ！

「それじゃあ郁……ご主人様、行きましょうか！」

　お姉ちゃん一件落着、みたいな顔をしているし。こっちはお利巧じゃないな？

「おい。何でわざわざ言い直した？　次それを言ったらお仕置きだからな」

「はい、ご主人様！　二度と同じことを言わないように気を付けます！　ご主人様ぁ！」

「帰りに保健所寄っていい？　もうウチじゃ飼えそうにないから」

「ごめんなさい。私はこれからも郁と一緒に居たいの……同じ未来を生きたい」

「それ普通はプロポーズで使う言葉であって、犬役を続ける為ために言う台詞せりふじゃないぞ？」




　買い物自体は比較的短時間で終わり、俺と凜々花は梨華の希望で公園に来ていた。

　何でも友達と遊ぶ約束だったようで、梨華は全力でクラスメイトと一緒にブランコを漕こいでいる。運動神経がいいのは姉譲りだな。ゲーマーだけど。

「今日は手伝ってくれてありがとう、郁」

　二人で並んでベンチに座り、梨華の遊ぶ姿を眺めていると凜々花が口を開いた。

「二人でこうやって過ごすのはやっぱり楽しいわね。この辺りなら空そら音ねも活動範囲外だろうし、ラストと言わず無限にデートが出来るわ！」

「デートじゃないけどな。それより、空そら音ねとお前は一体どういう関係だ？　公園に来る途中も延々と梨り華かの話をして話題を逸そらしていたけど」

「……ええ、っと。それは……それより、郁いくは身体からだはどこから洗う派だっけ？」

「話の逸らし方下手ァ！　左腕だよ！　あのな、凜り々り花か」

　俺は目を逸らしていた凜々花の両肩を掴つかんで、無理やり顔を向けさせる。

　不意打ちの行動に凜々花は顔を赤らめ、それでも顔は背けたままだったけど。

「お前が話すまで、俺はこの手を絶対に放さない」

「何よ、それ……素敵すぎるじゃない。よし、死ぬまで黙秘するわね！」

「逆効果だった！　分かった、言い方を変えよう」

　俺は凜々花のスカートにあるポケットに無理やり手を突っ込んだ。

「い、やっ……ら、らめぇ！　いくら郁でも、こんな子供たちの前で私の太ももを撫なでまわすのはダメよ！　せめて私の部屋まで我慢してくれれば」

「撫でまわさねぇよ！　いいから俺の言うことに、黙って答えろ」

　俺はポケットから抜き取った首輪を片手に、もう一度凜々花の目を見つめる。

　あー、もう。本当に嫌だ！　こんなオラついた役、世界で一番似合わないのに！

「俺はお前のご主人様だぞ？　答えないなら、お前を捨てて別の女にこれを渡すだけだ」

　ちなみにこれ、冗談でも何でもなく凜々花の『ママシックレコード』から抜粋した台詞せりふであって、俺の本意ではない。一言一句完璧に再現している。我ながら引く。

「そ、それは困るわ……私は、ご、ご主人様と一緒に居たいから」

「だったら何をすればいいか、もう分かっているだろう？」

「……はい。まずは服を脱ぎます」

「嘘うそでしょ？　この子、こっちの意図が一ミリも伝わってないんですけどぉ！」

　と、全く飼い主の言うことを聞かない犬を躾しつけている、その時だった。

「雨だ……！　うわっ、しかも結構強い！」

　気付けば鈍にび色いろに染まっていた空が、僅かな冷気を纏まとう風を従えてやってきていた。

　そしてその雲から、大粒の雨が吐き出され始める。

「郁にぃ、お姉ちゃん。雨降ってきたー。つめたい」

　梨華は雨を確認してすぐに友達と別れたみたいで、俺たちの元へ走って来る。

　どうする？　ここから凜々花の家は少し遠い。スーパーも離れてしまったから、一番近い場所は……そうだ。一つだけ、ある。

「凜々花、梨華。公園から出よう」

「だけど郁！　ここからウチは結構遠いわよ！」

　凜々花は買い物袋に手早く大きめのビニールを被かぶせながら叫ぶ。そこら辺の主婦より手際がいいな。いや、感心している場合じゃない。

「ああ。だから今日は、俺の家に行こう」







　俺たち三人が向かった先は、公園からほど近い場所にある大きな家だった。

　そこは門付きの和風の家で、広い庭と、一家族が住むにはやや大きい家屋がある。

　何より門に付いた表札には「久く遠どう」と書かれている。そう。俺の実家だ。

「梨り華か。廊下の角にお風呂場があるから、服を洗濯機に入れてシャワーを浴びておいで」

　家に入ってすぐに、俺は梨華にお風呂へ向かうように指示した。

　この時間は父さんもハウスキーパーの人も居ない。だから気兼ねなく過ごせるはずだ。

「はーい。お邪魔します、郁いくにぃ」

　梨華はランドセルを下ろして、濡ぬれた足で廊下を駆けていった。

　結局、ここに来るまでに結構降られてしまった。これなら凜り々り花かの家に行っても変わらなかったかもしれないが、風邪を引かれたら困るからな。

「ごめんね、郁。わざわざ上がらせてもらって」

　凜々花は申し訳なさそうに、俺から渡されたタオルで服を拭う。

　普段は調子に乗っているけど、こういう時はしおらしくなるのが凜々花のいいところだ。

「いいよ、別に。俺はいいから、凜々花も梨華と一緒にシャワーを使うといい。乾燥機を動かしている間は、俺のシャツを……っ！」

　ふと、凜々花の方に目をやった瞬間だった。

　濡れた上着を拭う際に、胸の谷間がハッキリと見えてしまっているのが見えて、言葉を失ってしまった。なんだあれ。男を絶対殺す兵器かな？

「どうしたの、郁……うふふ。食い入るように見つめちゃって。可愛かわいいわね」

　だけど凜々花は恥じらうことなく、目を逸そらした俺に挑発をしかけてくる。

「郁のえっち。好きに見ていいのに。あ、壊れやすいのでお手は触れないでください」

「ば、バカかお前は。ていうか、壊れるの？　そんな脆もろい構造なのか、そこ？」

「ええ。あなた相手だと、理性が簡単に壊れちゃうの……ふふふ。でもやっぱり寒くなってきたから、シャワーを借りてくるわね？」

　そう言い残して凜々花は、俺の頭にタオルをかけてお風呂場に向かった。

「主従関係があっても、結局これじゃないか……全く、凜々花は」

　だけどいつも通りのやりとりが、今は心なしか楽しく感じられた。

　廊下の奥、浴室からは姉妹のはしゃぐ声が聞こえてきて、妄想が捗はかどりそうだけど。

　俺は邪念を振り払って、着替えを取るために二階にある自室へ向かった。




　脱衣所に凜々花と梨華用の着替え（とはいえ、俺のシャツとジャージだが）を置き、もう一度自室に戻ることにした。

「最後にここで過ごしたのは、中学三年の卒業式の日か」

　そのあとすぐに、俺は父さんの勧めで今のアパートでの一人暮らしを始めたのだ。

　今年の元旦は実家で過ごしたけど、夜には莉り生おたちと初詣に行くため、アパートに戻ったから泊まらずじまいだったっけ。

「だけど部屋は綺き麗れいなままだな。父さんに感謝しないと」

　恐らく、ハウスキーパーさんが父さんの指示でこの部屋も掃除してくれているはずだ。

　本棚には昔好きだった小説や漫画が並び、メタルラックには愛聴していた音楽ＣＤたちが飾られている。父さんから貰もらった物もあるはずだ。

「あれ？　こんなＣＤ、持っていたかな？」

　その中に一つだけ、趣味に合わない洋楽のＣＤがあった。

　それに、そのＣＤには他と違う点が一つ、はっきりある。

「肝心のディスクが入ってない……？」

「郁いく、入るわよー？」

　俺が考え込んでいると、部屋の扉が開かれて凜り々り花かが入って来る。

「身体からだは温まったか？　梨り華かは？」

「リビングでアニメを見ているわ。私と違って郁にぃのお部屋は興味ないって」

　凜々花は大きめのシャツを着ているはずなのに、胸元が窮屈そうだ。

　プリントの文字が読めないくらいに膨張している……。

「えへへ。念願のカレシャツというやつね、これは！　どう、郁？　可愛かわいいでしょ！」

「悪いがそれはもう前に、世界一可愛い子が見せてくれたよ。二番煎じでーす」

「ぐぬぬ……燈とう華かちゃんって子のことね！　それよりそれ、懐かしいわねー」

　凜々花はＣＤを手に取って、ケースの裏面を眺める。

「それ、凜々花のＣＤだっけ？」

「へ？　違うわよ。これは郁が生徒会で、文化祭用に有志から借りたＣＤよね？　それで生徒会内で紛失事件が起きて、あなたが弁償したのよ。覚えてない？　郁……？」

　途中から、凜々花の話は全く耳に入らなかった。いや、聞こえてはいた。

　だけど脳裏にこびりついた、ある一人の生徒とのやりとりが鮮明に思い出される。

　そうだ、あの時……あの場所には莉生も居たはずだ！

「ど、どうしたの？　急に怖い顔をしてスマホを弄いじり始めて」

　凜々花が心配してくれるが、それに答えている時間すら惜しい。

　俺は莉生に電話をかけて、繋つながったのを確認して叫んだ。

「莉生！　今から俺の実家に来てくれ！　雨の中悪いけど！」

『え？　雨はもう止やんだけど、どうしたの？』

「思い出したんだ！　空そら音ねのことを！　いや、空音との思い出を！」

　空音が中学の資料室で押し倒した際に俺に語った思い出。

　きっとこれは、それにつながる記憶の一つだ。

　二人の大切な思い出を、ようやく取り返す事が出来るかもしれない。







　空音と俺はかつて、中学の生徒会執行部で出会った。

　俺が三年生で、副会長の任期を終える頃。入れ替わりで加わったのが空音だ。

　例年、生徒会役員は五月に行われる小規模な文化祭を最後に、その任期を終える。

　新旧の生徒会役員が唯一、同時に仕事を行う最初で最後の場だ。

「空音は内申点目当てで、生徒会の庶務に立候補して当選した。だから生徒会に入ってきた時は仕事嫌いで、よくサボる後輩だったな」

　俺は合流した莉り生おと一緒に、記憶をゆっくりと探るように思い出を語り合う。

「うん。僕は演劇部で名ばかり部長をやっていたから、たまに生徒会室に行くことがあったけど……郁いくちゃんだけ何な故ぜか、空音ちゃんに舐なめられていたよね。パイセン、って」

　莉生も俺と同じように、空のＣＤケースを見て記憶を取り戻したらしい。

　そして凜り々り花かも何故かこの事件を詳細に覚えていた。

「それで空音がやらかしたのよね。文化祭のオープニングセレモニーの演出で使うＣＤを紛失した。有志から借りた、廃盤になっている洋楽の貴重なＣＤだったのに」

　凜々花も当時、俺からこの事件の一部始終を聞いているから詳しいはずだ。

「ああ。だから空音の教育係でもあった俺が、責任を取るためにこのＣＤを必死に探し回ったよな。莉生と一緒に」

「結局、僕らの地元には売っているお店が無くて、都内の中古レコード店で買ったよね。定価の……何倍だっけ？」

「思い出したくないな！　まあ、それでも有志の生徒は自分の物じゃないディスクが戻って来てかなりキレていたけど、必死に謝ったら許してくれたな」

　だから俺の部屋には、空っぽのＣＤケースがある。

　ケースだけでも価値が付くかと思って残したのだが、実際は数百円にもならなかったから売らずに置物として飾られているまま。

　そうか。昨日空音から聞かされた洋楽は、このＣＤに入っている曲だったのか……！

「でもその日から、空音ちゃんは郁ちゃんと仲良くなったよね。パイセンって呼ぶのをやめて、郁さんって呼んで慕うようになった。何でか今は呼び方戻っちゃったけど」

　莉生の言う通りだ。だけど、一つだけ今も分からないことがある。

「空音には紛失した件も含めて内緒にしたはずだけどな。事件の全容は顧問と当時の会長、あとは俺たち三人しか知らないはずなのに、何で急にデレたのか」

「……それは別に大したことじゃないわよ。文化祭を成功させた郁いくに、思春期特有の誇張された憧れを抱いただけでしょう。というか、二人とも何で忘れているのよ？」

　凜り々り花かは俺と莉り生おの顔を交互に見て、眉根を顰ひそめる。

　言っておくけど、お前も燈とう華かのことを現在進行形で忘れているからな？

「色々あったのさ。それより、莉生」

「うん！　後はこれで空そら音ねちゃんのことを連鎖的に思い出せそうだね！」

　俺と莉生が顔を見合わせて頷うなずくと、その様子を見ていた凜々花は溜ため息いきを吐ついた。

「二人で私を無視して盛り上がらないでくれる？　何だか冷めちゃったから、今日は一足早く帰ることにするわね。莉生を待つ間に着替えも済んだし」

　そう言って凜々花は俺の部屋から出て行こうとする。

「シャツは洗濯機に入れておいたから、残り香を嗅いで十分に楽しんだ後に洗濯するといいわ。それじゃあ郁、莉生。いえ、イク×リオ。また明日ね」

「わざわざ死の呪文を唱えてから立ち去らないで欲しいなぁ！　それにちょっと待て。お前に渡す物があるから玄関まで見送るよ」

　俺は莉生に部屋で待っていてもらって、凜々花と一緒に階段を下りた。

　梨り華かがアニメを観みているリビング、その前の廊下で俺は凜々花にある物を渡す。

「凜々花。これを受け取って欲しい」

　俺がポケットから取り出したのは、ボロボロになった『パパーツ』こと、婚姻届だ。

「え……？　い、郁。これ」

「凜々花に突き返されたあの日から、俺はこれを渡せる日をずっと待っていたよ」

　凜々花が握っている婚姻届の右側には、相変わらず大きな赤いバツ印が刻まれていたけど。

　だけどその反対、左側には俺の戸籍情報が全て埋まっている。

「別に結婚しよう、っていう意味じゃないからな？　お前は忘れているかもしれないけど、その婚姻届には幼い頃の思い出だけじゃなく、もう一つの思い出が詰まっている」

　長い時間を経て、燈華が再び俺の手に渡した婚姻届だから。

　どれだけボロボロになっても、捨てる気にはなれなくて。

「それは俺の願いだよ。凜々花にその思い出を取り戻して欲しい。それを持ってきたのは俺じゃなくて、誰なのかを」

　凜々花は何も言わなかったけど、その婚姻届はしっかりとスカートのポケットにしまい込んで、それからとても嬉うれしそうに笑うのだった。

「ありがとう、郁。胸いっぱいに愛が溢あふれて、抑えきれなくなりそう」

　それだけ言って、凜々花は梨華を連れて帰って行ってしまった。

　やっぱり。凜り々り花かは凜々花のままだった。

　あの言葉を聞けただけで、婚姻届に人生初記入をした甲か斐いがあったな。




「郁いくちゃん。一つだけ記憶を取り戻したからって、それで終わりじゃないよね？」

　部屋に戻り、作業を再開していると、莉り生おが尋ねてくる。

「ああ。この部屋に……中学時代で時が止まったこの場所に、手掛かりが残っていると思うから、今日は夜まで調べてみるよ」

「そっか。僕が手伝えることは何かある？　疲れたらマッサージでもしてあげようか？　健全なマッサージだから大丈夫だよ。怖くないよ？」

「その前置きが無ければ怖くなかったのに……じゃあ、一つだけ頼んでいいか？」

「なぁに？」

　小首を傾かしげる莉生に俺は財布を渡す。多くはないが、いくらかは入っているはずだ。

「え？　ぼ、僕を買収するっていうこと？　困るよ、郁ちゃん！」

「人身売買は国内では禁止されております。そうじゃなくて、そのお金を使っていいから、燈とう華かに何か食べさせてあげてくれないか？　ちょっと集中して部屋を探したい」

「あ、そういうことかぁ……分かった！　燈華ちゃんには僕の手料理を振舞うよ！　事情も説明しておくから、心配しないで！」

　莉生は俺の財布を制服のポケットに入れて（今は男子用制服だ）、俺の部屋を出た。

　俺の方からもメッセージを入れておくか。燈華がタブレットＰＣの通知に気付けばいいけど。

　スマホを起動した瞬間、差出人不明のメッセージが届いた。

「……やっぱり、監視されているのかな？」

　確認するまでもない。俺はそのメッセージに記載されていた電話番号に発信する。

　短いコール音が響いて、すぐに相手と通話が繋つながった。

「空そら音ねか？」

『いいえ、違います。あなたの恋人であり、将来を誓った相手です』

「思い当たる人物が居ないな。間違い電話だろうか。着信拒否、と」

『すみませぇーん！　冗談ですってばぁ！　空音紫し織おりちゃんですけどぉー！』

　最初からそう言えばいいのに。一呼吸おいてから、空音は話を続けた。

『凜々花先輩から報告を受けましたよ。私との思い出を一つ見つけたそうですね』

「ああ。その口ぶりだと、やっぱりお前らは協力関係を継続しているのか」

『ええ。私が凜々花先輩にパイセンとの時間を提供する代わりに、何があったかを逐一報告してもらっています。ＧＰＳで現在位置を確認しているので嘘うそも見抜けます』

「同意の上でしているならいいけど、絶対それ恋人とか好きな相手にやるなよ？」

『はい！　ちなみにパイセン、今は部屋で温かいお茶を飲みながら電話していますね？』

「たった数秒で交わした約束が破られてとても怖い。泣きそうなくらい怖い」

　俺は怖くなって右手に持っていたマグカップをミニテーブルに置く。

　空そら音ねは電話口で小さく笑って「冗談です」と返してくれた。

『電話口から啜すするような音を聞いて、パイセンの飲料嗜し好こうから推測しただけです。昨日出したゴミ袋には緑茶のペットボトルが七割、水二割、ジュースが一割でしたから』

「お前が採取しているのってデータじゃなくてゴミだからね？　あとそれ犯罪だよ？」

『んもうっ！　私はパイセンのことを全部知って独占したいだけですよぉ！　私はこんなにパイセンのことを知っているのに、どうしてパイセンは私を忘れちゃったんですか？』

「……それは、俺にも」

『あー、はいはい。別に言い訳はいいですから。だけどもう待つのは飽きちゃったので、いい加減、ママ会の人たちとの決着をつけましょうか』

　空音は間を置いて、返事を窺うかがう。俺は何とも言わなかったけれど、どうやら空音は沈黙を肯定と受け取ったらしい。

『次の土曜日、あと三日後に私と会いましょう。その時にもう少しだけ私のことを思い出してくれていたら、パイセンが昨日提示した彼女たちへの謝罪をしましょう』

「それは嘘うそじゃない、よな？」

『はい。もちろんですとも。だけどもしその日まで大切な思い出を忘れたままなら……私は凜り々り花か先輩と協力してパイセンの唇を奪います。凜々花先輩とシェアします』

「今どきの女子高生って男の唇もシェアするの……？」

　しかしそれは俺にとって、燈とう華かの『変質』を告げる死刑宣告と同義だ。

　空音と付き合ってキスをするということは、未来が変わることを意味するのだから。

「……凜々花もそのシェアを受け入れた、と？」

『その通りです。ちゃんと二番目にキスをさせてくれるなら、羽交い絞めだろうが、手錠だろうが、特殊な縛り方による責めだろうが、何でも協力すると言っていただけました』

「拘束手段が具体的な上に豊富ぅ！　しかし……」

　二番目にキス、か。あいつがそんな条件を受け入れるだろうか。まあ、それはいい。

「分かった。じゃあ土曜日の正午に駅前で待ち合わせだ。その時までにお前のことをしっかりと思い出してやるから、首を洗って待っていろよ！」

『もちろんです。ちゃんとお洒落しやれを決めて勝負下着を穿はいて、お母さんとお父さんには友達の家に泊まると伝えておきますから。あ、ちゃんとムダ毛も剃そっておかないと』

「身体からだを綺き麗れいにしろという意味じゃないのだが？　えっと……それじゃあ空音」

　また土曜日に。そう続けようとしたら、空音は俺より先に言葉を口にする。

『ええ。おやすみなさい。愛していますよ、パイセン』

　思っていたものとは違う言葉が返ってきて、つい黙ってしまったけど。

　すぐに現実へ引き戻すような、無情な電子音が耳に響いてスマホを置いた。

　基本的に、空そら音ねの言葉は嘘うそばかりだ。語る話も創作っぽいし、それでもやっぱり。

「全てが嘘に聞こえないから、あいつのことを知りたくなる」

　俺は呟つぶやいてから、部屋の隅に詰まれたダンボールと折り畳みコンテナを見つめる。

　あの中にほんの一片でも、空音との記憶があればいいのだが。

「よし、やるぞ！」

　俺はマグカップのお茶を一息に飲み干して、『記憶探し』を始めた。







　それから何時間も経過したけど、一向に空音との思い出の品は見つからないままだ。

　仕事から帰って来た父さんには今日は泊まることを伝え、早朝に登校前の準備をするからアパートに戻る約束をして、作業を続ける。

　父さんは疲れていたのか、先ほど俺の部屋に来て今晩はもう就寝することを告げて、一階の奥にある寝室に行ってしまった。そのため、家の中がやけに静かだった。

「俺も休憩を挟もう、かな」

　飲まず食わずの状態で部屋を漁あさっていたからか、集中が切れてそれに気付けば喉は枯れ、腹も鳴り出す。

「近くにコンビニが出来たって、父さんが言っていたよな。突然帰って来た俺が悪いけど、夕飯くらい作ってくれればいいのに」

　部屋を出て階段を下り、靴を履いて玄関のドアを開いたその瞬間だった。

「……っ、ん！　んんーっ！」

　何者かに口を塞がれ、そのまま家の中に侵入されてしまった。

　嘘だろ。こんな時間に強盗かよ！　いや、こんな時間だからか……！

　大声を出そうにも、口にタオルを詰め込まれて叫ぶことすら出来ない。

　ならばいっそ、全力で抵抗して──。

「お父様、静かに」

「しーっ、だよ。いーちゃん」

　耳慣れた声が聞こえた途端に、俺は全身の力が一気に抜けたのを感じた。

「燈とう華か、エリ姉？　わざわざ来てくれたのか。おっと」

　三人で玄関に入ると、声を出した俺に二人は揃そろって人差し指を口元に当て「しーっ！」と声を出さないように注意してくる。

　そうだった。父さんは寝入るのは早いけど、物音には敏感だから静かにしないと。

「とりあえず、部屋に上がってくれ。靴は……靴箱の一番下に隠して」

　俺は念のため二人の靴を隠して、ゆっくりと階段を上がって自室に招いた。

　階下の父さんの部屋とは離れているし、壁もドアも厚いからこれで大丈夫だろう。

「お父様ぁ！」

「ん、ぬぐぅ！」

　部屋に入るや否や、燈とう華かは俺のお腹なかに全力で突っ込んできた。吐くかと思った。吐くほど胃の中に何も入っていないけど。

「私をあんなボロアパートに置いて、酷ひどいじゃないですか！　まさか別居宣言をされるなんて、燈華ちゃんは泣いてしまいそうでしたよ……ううっ。ぐりぐり」

「んわ、分かったから鳩尾みぞおちを頭で掘らないでくれ……それマイブームなの？　だけど悪かったよ。一応エリ姉の家に泊まらせてもらうように連絡しただろ？」

「いーちゃん」

　俺が燈華を引き剥はがすと、今度はエリ姉が目の前に立つ。顔をしかめて「私怒っています」というオーラを全身から放っている。怖くないけど怖い。

「可愛かわいい娘を放置するなんて、ダメでしょ？　私たちの子供なのに！」

「しれっと既成事実を作ろうとしてない？　俺たち、婚約したかな？」

「ち、違うよ！　そうじゃなくて、いーちゃんと私たち『ママ会』の子、っていうことだから！　そう。ママとして今日は怒っています。はい、正座！」

　エリ姉に言われるがまま、俺はその場に腰を下ろして正座する。

　誰かに叱られて正座をするなんて、何年ぶりだろうか？

「いい？　空そら音ねちゃんのことで必死なのは分かるけど、それでもいーちゃんは一児のパパだよね？　愛まな娘むすめを無視して仕事に熱心になっちゃダメなんだから！」

「仕事……ではないけど」

「パパはいつもそうね！　仕事と私、どっちが大切なの！」

「絶対それ言いたかっただけだよね？　でも、本当にごめん。莉り生おとエリ姉なら燈華を預けられると思って、少し優先順位を下げてしまいました……」

　俺は両手を腿ももに置いて、深々と頭を下げる。

　そんな俺に対して、二人は。

「いいでしょう。私は誰かの為ために頑張るお父様が大好きなので、許します！」

「うん。私も一緒だよ。そうじゃないと、こんな差し入れ作らないから！」

　顔を上げると、燈華とエリ姉は手に持っていたランチボックスを俺に見せてくる。

「もしかして、夜食……とか？」

　俺の言葉に、燈華は嬉うれしそうに頷うなずいてテーブルの上にランチボックスを置いた。

「はい！　私とエリ姉さんで、サンドイッチを作りましたよ！　保温用のボトルにコーンスープも入れてきたので、いっぱい食べてください！」

「いーちゃんの好きな卵サンドと、ツナサンド。それからいちごサンドもあるよ！」

　二人の優しさに思わず胸を打たれて、何だか涙腺が緩んでしまった。

　受験勉強を頑張る俺に、父さんがたまに慣れない手料理を差し入れてくれた記憶が蘇よみがえる。本来なら母親の役目だけど、母さんの代わりに……不器用な父さんが不意に見せてくれたあの優しさを。

「本当にありがとう、二人とも。『ママ会』のメンバーは、ママリティに満ちているな」

　エリ姉は満足げに頷うなずいて、燈とう華かと一緒にハイタッチをする。年齢を考えれば姉妹のような二人だけど、そこにはどこか親子のような親しみが漂っている、そんな気がする。

「えへへ。そう言われると頑張った甲か斐いがあるね。私たちも夜食を食べてきたから、いーちゃんが一人で食べていいよ？」

「ちなみに二人は何を食べたの？　エリ姉の手料理？」

「駅の近くに出来た、人気店のこってり系の野菜たっぷり味み噌そラーメンをママが燈華ちゃんに奢おごってあげました！　夕食は莉り生おくんのシチューだったよね？」

「深夜にその報告は飯テロすぎる！　いや、もちろんサンドイッチも嬉うれしいけど！　腹いっぱい食べてやる……！　いただきます！」

　エリ姉の唐突な飯自慢をオカズに、目の前のサンドイッチを頬ほお張ばる。

　そういえば、一か月前も燈華と一緒に学校でこれを食べたな。エリ姉の得意料理だ。

　もしかしたら結構いい食パンを使っているのか、コンビニの物や自分で作るそれとは違って、優しい歯ごたえで手が止まらなくなるほどに美お味いしい。

「どうですか、お父様！　燈華ちゃんは卵味を担当しましたよ！」

「そして私はツナといちご係！　美味しい？　美味しい？」

　両隣に座る二人は、何な故ぜだか俺に密着して感想を尋ねてくる。嬉しいけど食べづらい。

「二人とも、食事中の僕に密着しすぎじゃないですかね……？」

「そう？　あ、でも燈華ちゃん。これってもしかして！」

「あー！　なるほど！　これが本当の！」

「「サンドイッチ！」」

　ああ、なるほどね。それがやりたかっただけだな？

　どっちかっていうと、親子丼……このネタ前回も言った気がするから止やめておこう。

　俺は二人の肩に手を回して、更に密着度を高めるように引き寄せる。

「美味しいよ、二人とも。こんなに美味しいサンドイッチは初めてだ！」

　燈華とエリ姉は赤くなった顔をすぐに笑顔に変えて、照れたようにはにかんだ。




　それからエリ姉は一時間ほど写真アルバムや当時の教材の整理などを手伝ってくれたが、日付が変わる頃にタクシーを呼んで、名残惜しそうに帰って行った。

　一方、燈とう華かは最後まで付き合ってくれると約束したはいいものの、エリ姉が出て行ってすぐにベッドの上で寝入ってしまった。俺はクローゼットから掛布団を取り出し、その小さな身体からだに被かぶせてやる。

「あーあ。上着も脱ぎっぱなしじゃないか」

　燈華は私服のカーディガンを乱暴に脱いで、ベッドの脇に放り投げていた。

　それを拾ってハンガーにかけてやろうとすると、ポケットから何かが落ちる。

「ん？　これは……駄菓子のチョコレートか。似たチョコを空そら音ねも持っていたな」

　中からは一個十円くらいで売っていそうな、ミルクチョコレートが出てきた。

　エリ姉にでも貰もらったのだろうか。俺はそのチョコを手にして、椅子に座る。何となく包みを開けて食べてみたが、いつもと変わらぬ味だ。

「やっぱり美う味まいな、このチョコ……チョコ？　あっ！　も、もしかして！」

　俺は慌てて制服の内ポケットから、スケジュール帳を取り出す。

　昨年の十二月から始まるタイプのもので、俺は四月、三月と過去の記録と予定を一つも見逃さずに読み返した。

　そして二月に、ある痕跡を見つけた。

「よし……！　よし、よし！　そうだ。これが空音との思い出だ！　思い出せた！」

　二月のページ、その中段あたりの日付にメモと数字が残されていた。

　空音。百八個（煩悩の数）と書かれた文字を見て、忘れていた二つ目の思い出を取り戻すことが出来た。

　空音が俺に屋上で曲を聞かせたのも、チョコを食べさせたのも、合点がいった。

　空音が取り戻して欲しかった記憶は、絶対にこれのはずだ！

「これで俺の勝ちだぞ、空音！　やった、やった……やったー！　これで、あいつと和解して『ママ会』の皆とも一緒に居られる！」

　俺は燈華から拝借したチョコの包み紙をスケジュール帳に挟み込んだ。

　それから俺は幸せな微睡まどろみに浸っている燈華に声をかけて、その頭を撫なでてやる。

「おやすみ、燈華」

　返事こそなかったけど、燈華は寝ぼけながら口元を緩ませる。幸せな夢を見ろよ。

　さて、色々整理を終えたら俺も燈華と一緒に寝るか。もうひと踏ん張りだ！







　俺たち親子が、久く遠どう家の実家で初めての夜を共に過ごしてから三日後。

　決戦の土曜日がやってきた。木曜、金曜は続けて莉り生おやエリ姉と一緒に空音のことを調べたけれど、これ以上思い出を取り戻すことは出来ないままで。

　だけど二つの思い出があれば、それだけで空音との時間を振り返ることが出来る確信があった。

「さて、空そら音ねは……ああ、見つけた」

　約束していた駅前に向かうと、往来の中で普段と違う服装の少女を見つけた。

　そこに居たのは大人っぽい黒のドレスワンピースを着た空音だった。裾や腕の部分には細やかなレースが編みこまれていて、安い洋服じゃないことが一目で分かる。

「あ、郁いくさ……パイセン。こんにちは」

　俺を見つけた空音は小走りで駆け寄って来る。手に持った可愛かわいらしいハンドバッグが揺れて、見た目だけなら誰もが目を引く美少女だ。けれど。

「こんにちは。ところで、何でそんな気合いを入れた服装なんだ？　今日はあくまで答え合わせだろ？　そういえばこの前あることを思い出して」

「ぎゃーっ！　パ、パイセンはアホですかっ！　女の子が気合いを入れてお洒落しやれをしてきたのに、何で捲まくし立てるように結論を急ぐのですか！　私なんか日が昇る前に起きて色々準備して、シミュレーションや下見もしていたのに！　パイセンのゴミカス！」

　死ぬほど罵倒された。人生でゴミカスって言われたのは初めてかもしれない……。

　空音は息継ぎもせず叫んだせいで、顔を赤くして息を乱している。申し訳ない。

「いや、でも。別に軽く話をする程度なのに、そこまで怒らなくても……」

「あぁあああ、もう！　そこまで女の子に言わせる気ですか！　分かりました！　バカで、ゴミで、スケで、ベなパイセンに、私が教えてあげます！　今日は、そ、その」

　途中でスケベと言われた気がするが、それは目を瞑つぶる、もとい聞き流すとして。

　空音は「えっと」とか「あの」と、何度も言い淀よどむ。

　だけど目を強く閉じて、綺き麗れいなドレスワンピースの裾がくしゃくしゃになるほど掴つかむ拳に力を入れて、ようやく言ってくれた。

「デート、じゃないですか……。パイセンにその気が無くても、私はそのつもりで来たのです。だから私が、その気にさせてあげます」

「……え？　デートなの？　俺すごいコンビニ行くような服装で来ちゃったけど」

「いいですよ、別に。その方が逆に、格かつ好こいいパイセンのことを見る不ふ埒らちな女どもが減るじゃないですか。ほ、ほら」

　空音は手を出して、何かを察して欲しそうに上下に動かす。綺麗な指だ。あれ？

「分かった！　今日、空音はネイルをしている！　綺麗な赤色だな！」

「……ええ。パイセンの目を抉えぐっても返り血がつかないように、赤色にしました」

「ごめんなさい！　将来娘が生まれた時に顔を見たいから、目だけは止やめてください！」

　そういえば俺の幼おさな馴な染じみも、人を殴っても返り血が目立たないように赤色のスマホを使っているからな。思考が一緒だ。それよりも。

「冗談は程々にしておく。つまり、こうだろう？」

　俺は空そら音ねの手を取って、互いの指を絡めた。所謂いわゆる、恋人つな……ぎぃいい！

「いだぁい！　な、何で急に俺の手の甲を抓つねるんだよっ！」

　空音の手を振り払って、俺は赤くなった皮膚を撫なでて痛みを和らげる。

　空音はそんな俺に、同じくらい紅潮した顔で叫ぶ。

「だ、だっていきなり恋人繋つなぎはダメでしょう！　私はパイセンとちゃんと順序を守ってお付き合いしたいのです」

「初日から順序をすっ飛ばして俺の口を舐ねぶろうとした奴やつが言う台詞せりふか？」

「あ、あれは……あ、焦っていたので！　だから今日は、これくらいです」

　空音は俺の横に並んで、袖口を掴つかんできた。一瞬、柔道の技で投げられるかと思ったのだが、流石さすがに考えすぎだったようで。

「今日はこれくらいの距離感で、一緒に居させてください。明日からはもうちょっとだけ近付けるように頑張ります……ので」

　俺の後輩は絶対に俺と目を合わせないまま、そう言って歩き出す。

　そのまま引っ張られて歩いていく中で、俺は現状がよく理解出来ないでいた。

　これ、結構マジのデートじゃない……か？







[image: ]

　俺たちが向かったのは、地元のショッピングセンターだった。

　ここは以前、燈とう華かと一緒に洋服と下着を買いに来た場所で、そのこともまだ記憶に新しい。あれ以来、ここに来るのは初めてだけど。

「パイセン。私はここに来たかったのです」

　空そら音ねに連れられた場所は施設の最上階にあるシネマコンプレックスだった。

　映画の趣味が合う莉り生おと凜り々り花かは学校帰りによく利用しているみたいだけど。俺はいつ以来だろう？　あまり映画そのものを観みないからなあ。

「お買い物とかじゃないのか？」

「ふふふ。デートと言えば映画館。これは常識ですよ？　女子高生向けのファッション誌を読んだことがないのですか？」

「逆にお前のパイセンが、毎月女子高生向けファッション誌を読んでいたらどうする？」

「私の彼氏研究熱心だなあ、って惚ほれ直しちゃうかもしれないですね！」

「普通は百年の恋も冷めるというのに、熱が上がるのか……研究熱心だけに」

　俺たちはそんなやりとりをしながら、チケット発券機の前で足を止める。

「パイセン。好きな映画は何ですか？」

　ちなみに、何を観るかは事前に決めていなかった。空音に質問されるが、映画なんて地上波の番組で流れているものを観るくらいだから、正直好みのジャンルは無い。

「派手なやつがいいな。熱くなるような、エキサイティングなやつなら何でもいい」

「なるほど。ではこの恋愛映画にしましょう。女優さんが派手で、目頭が熱くなるようなストーリー、それでいてエキサイティングな濡ぬれ場ばもありそうです」

「すごい。曲解っていうレベルじゃないぞぉ？」

　だけど空音は俺の言葉を無視して、さっさと座席選択を始めてしまう。

　会計画面まで進んだので、俺が二人分の金額を入れようとしたのだが。

「ダメですよ、パイセン。今どきのカップルは財布を分けるのが、長続きのコツです。だから奢おごられる気はないのです。もっと長くお付き合いしたいので」

　空音は俺からお札を一枚だけ取って自分の財布に入れて、スマホ決済で素早く会計を終えた。俺の後輩、支払いがスマートで格かつ好こいいなあ！

「分かったよ。じゃあせめてポップコーンくらいはご馳ち走そうさせてくれないか？」

「……いえ、それは」

「頼むよ。俺、ポップコーンが好きだけど一人じゃ余らせちゃうから。せっかくのお菓子を無駄にしたくない。けど食べたい！　だから、さ？」

　空音はそれでも渋っていたが、最終的には「仕方ないですね」と笑って承諾してくれた。

　俺はジュースも二人分買って、それらを載せたトレイを片手にスクリーンへと進む。

「あ。悪いな、空音。ちょっと激烈な尿意が」

「言わなくていいです。私は先に座席に行っているので、その間にどうぞ」

　その途中でトイレに向かうフリをして、空そら音ねと一旦別れる。

　上映スクリーンから離れたトイレに行くと、入り口付近で三人組の男女を見つけた。

「郁いくちゃん！」

「いーちゃん！」

「お父様！」

　その三人は俺を見るや否や、すぐさま駆け寄って来てくれる。

　愛まな娘むすめの燈とう華かと、『ママ会』の二人、莉り生おとエリ姉だ。

「悪いな。予定が変更になっちゃって……チケット代は出すから」

　俺が謝ると、真っ先に莉生が話を継いだ。

「それは大丈夫だけど。郁ちゃん、ちょっと空音ちゃんにデレデレしすぎだよ」

「え？　そ、そうかな？　別に普通だと思うけど」

「……本当にぃ？」

　莉生は怪しむように目を細め、俺の顔をじっと見つめてくる。

　そんな莉生を「まあまあ」と宥なだめながらエリ姉が俺に尋ねてくる。

「いーちゃん、本当に大丈夫なの？　もしかしたら空音ちゃんに襲われちゃわない？」

「それは大丈夫。何とかなると思うから。なあ、燈華？」

　俺たちの会話を横で聞いていた燈華は、話を振られて笑いながら頷うなずく。

「はい！　お父様が私のチョコを勝手に食べたことは、絶対に忘れません！」

「根に持ちすぎじゃない？　十円のチョコだよ？」

「あれは未来でしか売っていないチョコですよ！　この時代では食べられないから、こっそり非常食として持ち歩いていたのに！　お父様はいけない人です！」

　ちなみにこの会話、一日に数回はしている。その度に謝っているのだが、燈華にとってあのチョコは大好物らしく、この時代で売っていないこともあって埋め合わせも出来ない。

　まあ、その度に色々な方法で甘やかして許してもらっているのだが。

「帰る時に一階のお店でお菓子を買ってあげるから。な？」

「……私、三個まで買いますからね！　約束ですよ！」

　と、まあ。こんな感じだ。燈華ちゃんはちょろい。

　いや、待てよ。これは俺が上う手まくおねだりされているだけでは……んん？

「まあいいや！　そろそろ上映が始まりそうだから行くよ。凜り々り花かも同じ館内に居るかもしれないし、見つけたら教えてくれ」

　三人は俺の言葉を聞いて揃そろって頷き返してくれた。それと、もう一つ。

「ちなみに、燈華たちは何を観みるの？　時間が同じ映画って限られていたよな？」

　俺の問いかけに、嬉うれしそうに答えてくれたのは燈華だった。

「アクションが派手で、男同士のギリギリの戦いに熱くなって、どんでん返しのラストシーンにエキサイティング間違いなし！　みたいな、ハリウッド超大作です！」

「俺もそっちが観みたかったなぁー！」




　燈とう華かたちと別れて座席に戻ると、既に薄闇の中で別映画の予告が始まっていた。

　俺と空そら音ね以外に観客は殆ほとんどおらず、映画好きそうな熟年の女性と、スーツ姿の男性が居るくらいだった。既にビールを飲み干している辺り、寝る気満々なのが分かる……。

「パイセン。手は洗いましたか？」

　椅子に腰かけて真っ先に空音から言われた言葉に、俺は溜ため息いきが漏れそうになる。

「子供か、俺は。ちゃんと洗ったよ」

「ふふふ。じゃあ私はママですね。ちゃんと手洗いが出来て偉いです。暗いところは大丈夫ですか？　上映中は静かに、ですよ？」

　エリ姉ならともかく、空音に言われるとバカにされているみたいだな。

　俺はポップコーンを口一杯に頬ほお張ばって、その会話の続きを拒絶しながら上映を待った。




　恋愛映画は意外と面白く、重厚なストーリーとキャストさんの素晴らしい演技に終始圧倒されながら、いよいよラストシーンを迎えていた。

　様々な事情から一緒になれず、見み栄えや嘘うそですれ違いを続けていた若い男女二人が、いよいよ互いの想おもいを告白してキスをする……恐らくそんな展開だろう。

　ポップコーンもすっかり空になり、無心で映画を眺めていた、その時だった。

「……空音？」

　俺はひじ掛けに置いていた右手に、何やら熱く、やわらかい物を感じた。

　それは他ならぬ、俺の隣に座る空音の手だった。

　小声で話しかけても、空音はずっと前を向いて俺に答えることはない。だけど。

　少しだけ震えるその手が、空音の心情を伝えてくれていた。

「あ」

　そこで思い出す。上映前に、空音が俺に言った言葉を。

　パイセン。手は洗いましたか？

　あの言葉は多分、からかうためじゃない。綺き麗れいかどうか確かめるためでもない。

　空音自身が、勇気を奮い立たせるために言った言葉だろう。

　この手は除よけちゃダメだ。だから今は、目の前のキスシーンをただ眺めていよう。







「つまんない映画でしたね、パイセン。実に最低でした。お金が無駄になりました」

　劇場を後にして、真っ先に空そら音ねの口から飛び出た感想がそれだった。

　いや、お前メチャクチャ真剣に映画を観みていただろ。なんなら、エンドロールで主役二人のエピローグが流れた瞬間、嗚咽おえつを漏らしていただろ。

「その赤くなった目で何を言っても説得力が無いぞ、後輩ちゃん？」

「これはリア充カップルに対する嫉妬の血の涙で赤くなっただけですが？」

「斜め上から恐ろしい回答が返ってきて困惑しちゃうんだが？　それで、次はどこに？」

「そうですね。では」

　そろそろ本題に入りますか。

　エレベーターに乗り込んだ空音はいよいよ今日の目的を切り出して、上階へ続くボタンを押す。施設の外、屋上駐車場に続くボタンだ。

「しまった……！」

　それにより俺の後を追っていた、燈とう華かたちと完全に分断されてしまった。

　油断していた。すっかり普通のデートをしていた気分になっていた……！

「どうかしましたか、パイセン？」

　上昇を続ける箱の中で、目の前の後輩……空音はすっかりといつもの雰囲気に戻っていた。俺を翻弄することに愉悦を覚える、タチの悪い笑みを浮かべている。

「これで二人きりですね。まあ、正確にはもう一人お手伝いさんが居ますけど」

　屋上駐車場に到達すると、扉が開いた先にはスズメバチのような髪色をした女の子が立っていた。燈華たちに探すのを任せた、凜り々り花かだ。

　その首元には、俺がプレゼントした『パパーツ』が嵌はめられている。

「やっほー、郁いく。リップクリームを塗って準備していたわよ！　唇プルプルよ、私」

「いやぁあああ！　この子、完全に俺の唇奪う気じゃん！　うわっ！」

　叫ぶ俺の背中を空音が押す。バランスを失った身体からだは倒れることはなかったが、凜々花がしっかりと支えて、即座に背後に回って両手の自由を奪った。

「凜々花、お前……！」

「ごめんね、郁。これも私たちの未来の為ためなの」

　悪びれる様子もなく、凜々花は舌を出して「てへっ！」と笑う。可愛かわいくねえよ！

　周囲には人影はおろか、車が一台も停とまっていない。それもそのはずだ。最上階まで来なくても、この下にいくらでも空いている駐車場があるのだから。

「それではパイセン。始めましょうか」

　空音は少しだけ距離を詰めて、いつでも俺の唇を触れそうな位置に立つ。

　そして、審判の時がやってきた。空音との思い出を語る、その瞬間が。

「聞かせてください。パイセンの、私との思い出を！」

　大仰に手を広げた空音は、俺の言葉を待った。

　そんな演出をしなくても、聞きたければいくらでも聞かせてやるさ。

「俺とお前には二つの大きな思い出がある。一つは中学校時代の生徒会ＣＤ紛失事件だ」

「そうですね。パイセンが私の為ために頑張ってくれた、とても良い思い出です。私はあの事件があってから、パイセンを尊敬し、好きになれたのです」

　空そら音ねは目を閉じて、去りし日の思い出を回想する。とても大切な、過去の記憶を。

「失態を犯した私の為に、パイセンが頑張ってくれたと知ったのはしばらく経たってからでした。凜り々り花か先輩に聞かされて、私は自分の愚かさを思い知りました」

「……そうね。私の大切な幼おさな馴な染じみを苦労させて、笑っているあなたにムカついて。それで相当強めに怒った記憶があるわ」

　俺の背後で凜々花も、同じ思い出を共有する。俺が忘れていた出来事を。

「ええ。だけどそのおかげで今もこうして凜々花先輩と仲良しですから。ふふっ。人生何が起こるか分かりませんね。それで、パイセン。思い出はそれだけですか？」

　いいや、まだだ。まだ終わっちゃいないさ、後輩。

「凜々花。俺のジーンズの右ポケットを漁あさってくれるか？」

　俺は背後に立つ凜々花に指示して、『ある物』を取り出すのを手伝ってもらう。

「分かったわ。右のポケット……ここね！」

「ちょっとぉ！　何の迷いも無くジーンズのチャックを下げないでくれますかね！」

「冗談よ。私は無抵抗の男を弄もてあそぶ趣味は無いの。逆なら興奮するわ」

　己の嗜し好こうをムキ出しにしながらも、凜々花はちゃんとポケットを漁ってくれた。

　そしてそこから、一枚の紙を取り出す。

「これは……チョコの包み紙ね。駄菓子屋によくある、小さいチョコのやつ」

　凜々花は手を伸ばしてその包装紙を空音に渡す。

　受け取った空音は目を丸くして、俺の顔を見つめた。

「ああ。俺が今年の二月に、空音から貰もらったものだ。でも、一個じゃない」

　俺は実家の部屋で取り戻した記憶、その詳細を空音に語った。

「バレンタインの日。空音は高校受験直前なのに、俺にチョコをくれた。大きな箱を手渡してくれたから、ケーキかと思ったよ。だけど、違ったな？」

　中に入っていたのは、小さなチョコだった。それもたくさん、数え切れないほどの。

　先ほど凜々花が出してくれた、あの包装紙に包まれていたものとよく似たチョコだ。

「百個以上はあって、驚いたよ。どういうことか理解出来ないでいる俺に……その時はまだ中学校の制服を着ていた空音が、笑って教えてくれた」




　全部で百八個入っています。これを全部、郁いくさんに食べちゃって欲しいです。

　煩悩と同じ数ですね。このチョコを一個一個を私だと思って味わってください。

　ふふ。冗談です。でも今は余計なことを考えないで、受験勉強を頑張りたいから。

　もう一度あなたと同じ学校に入って、もう一回あなたの後輩として過ごすため。




「だから俺はお前の受験が始まる前に、全部食べ切ったよ。入試の日に、スマホに写真を送ってあげただろ？　覚えているか、空そら音ね」

　合格祈願のお守りも用意しそこねた、全然後輩思いじゃない先輩だからこそ。

　たった一つだけ、俺がお前にしてやれることだと、そう思ったんだ。

「忘れちゃいけないことなのに、思い出せなかったよ。空音、ご」

「謝らないでください」

　俺の謝罪を許さずに空音は静かな、感情の乱れを一切感じさせない声で制してきた。

　何だ？　この感覚？　とてつもない悪寒が背中に走った……ような。

　後ろで俺に密着しながら興奮している幼おさな馴な染じみが居るのは関係ない（と思いたい）。

　じゃあ、一体これは──。

「パイセン。その先を聞かせてください。バレンタインデーの、その続きを」

　空音の言葉に、第六感が警鐘を鳴らしていたのだと、すぐに気づいた。

　先？　この思い出話に、まだ続きがあるのか？

「さ、先って……それからお前は、受験に合格して、それで」

「やっぱり、忘れているじゃないですか。パイセンの……バカ。では、凜り々り花か先輩」

　空音は心底呆あきれた口調で、俺の背後に居る凜々花に指を鳴らして合図する。

　それを受けて凜々花は正気を取り戻し、すぐさま俺の両手を拘束した。

「ぐ、あっ……り、凜々花！」

　振り払おうとするが、手が後ろに回っていると、思った以上に抵抗力が落ちる。

　失敗した。失敗した？　失敗したのか、俺は？

　大切な記憶は二つのはずだ。生徒会で空音と過ごした日々の中で起きた事件、そしてバレンタインの思い出。それ以外に一体、俺と空音に何があったのだろう？

「パイセンが悪いんですよ。忘れてしまった、あなたが」

　気付けば眼前まで迫っていた空音が、俺の目をゼロ距離で覗のぞき込みながら呟つぶやく。

「だから私は、何も悪くないです。では、その唇をいただくとしますね……」

　空音は目を閉じて、顔を少しだけ傾けて俺の唇を奪おうとする。

　さっき見た恋愛映画で予習したかのような、滑らかで無駄の無い動き。

　そして空音の吐息を口元に感じた、その時。

「……え？」

　俺の身体からだは引きずられるように一歩、二歩と後退して空音から離れていく。

　目を閉じてキスをするつもりだった空音は、前のめりになって転びそうになる。

「あ、ぶなぁっ！　な、何のつもりですか！　凜り々り花か先輩！　こんな時にふざけるのはやめてください！　そういうところ、昔から良くないですよ！　最低ですよ！」

　そして俺の身体からだを引きずって、物理的に距離を作った凜々花に激怒する。

　だが、笑っていた。

「ふ、ふふっ。ふふふ！　あはっ、あっはっはっは！」

　空そら音ねが、ではない。

　罵声を浴びせられた俺の幼おさな馴な染じみが、壊れたように笑い続けた。

　駐車場に反響する笑いは、終わりがないかのように凜々花の口から漏れ続けて。

　対たい峙じしている空音は、異様な様子の凜々花に怯ひるんでしまう。

「な、何がおかしいのですか！」

「全部よ」

　笑うのを止やめて、一瞬の間も置かずに凜々花は答えた。

「とっても長かった。この瞬間を現実にするために、私がどれだけ待ち望んだと思う？　辛つらいことだらけだったわよ。例えば、可愛かわいくない後輩に利用されて、大好きな幼馴染や、仲のいい近所のお姉さん、ついでにあざとい男の娘こに冷たくして、それから」




　──世界一可愛い娘を、忘れたフリをして拒絶したこと、とか。




「ほんっとうに！　そのどれもが耐えがたい苦痛だったわ！　ねえ、郁いく？」

　ゆっくりと振り返ると、凜々花は幸せそうな笑みを浮かべていた。

　そして俺の両頬ほおに手を添えて──そして。

「嘘うそ吐ついてごめんね。だからこれで、許してくれる？」




　リップをたっぷり塗った唇を、俺の顔に近付けたのだった。
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「嘘うそ、でしょ」

　空そら音ねの弱弱しい声が耳に届く頃には、凜り々り花かは俺から離れていた。

　本当は自分がするはずだった口づけを見せられて、空音の顔に絶望が浮かぶ。

「な、えっ……ど、どうして。いつから、こんな」

　夢のような時間を堪能した凜々花は、その視線を俺から空音に向ける。

　狼狽うろたえている後輩を前に、俺の幼おさな馴な染じみはここに至るまでの経緯を語り始めた。

「どうもこうも、最初からよ。あなたがエリ姉と郁いくに嘘の記憶を埋め込んで歩き回っていた頃ね。ゴールデンウィーク明け、燈とう華かちゃんが帰ってすぐのことだった」

　凜々花は後ずさる空音に一歩、また一歩と静かに距離を詰めながら続ける。

「あなたはあろうことか、自分が郁と恋人同士だと私たち『ママ会』に思わせた。そんな荒唐無稽な冗談を、何な故ぜだか受け入れてしまったわよね。エリ姉も、莉り生おも」

「そんな……凜々花先輩も、私と郁さんの恋を応援してくれたじゃないですか！」

「そうね。あなたの真意を探るために、私はあなたに加担しながらこの異変の調査を始めたわ。そこで分かったのは、あなたと接点が薄いエリ姉は、とても簡単にその嘘を事実として受け入れていたこと。勝手に思いこんだ莉生は例外として……私は違うわ」

　一切の躊躇ためらいなく近付く凜々花に、空音はいよいよ逃げ場を失ってしまう。

　もう一歩だけ下がろうとして、背後にある高い壁に気付いたらしい。

「中学時代、あなたは私に心酔していた。そんな可愛かわいい後輩の面倒を見てあげたのは誰だったか覚えている？　ええ、私よね。だからあなたのことを忘れるわけがない」

「じゃあ、最初から騙だまされて……あの燈華っていう子のことも、全部……覚えて」

「ああ、残念だけどそれだけは忘れていたわ。『ママ会』三人の唯一の共通点ね」

　凜々花は一度だけ振り返り、俺の様子を窺うかがう。

　そうか。演技だとは思っていなかったけれど、やけに冷たい反応だったのはそういうことか。凜々花は初対面の相手にあそこまで辛つらく当たるような奴やつじゃない。

「それは本来『ママ会』に入るべきあなたが嘘を吐ついて回ったから、世界と未来が調和を保とうとした結果かもね。あなたは嘘を吐くたびに私たちの記憶と認識が変わっていくことに気付いた。そしてそれを本当にしようと、嘘を吐き続けることにしたのよね？」

　全部、自分なりに調べたＳＦ理論で推測だけど。

　あくまで仮定だと強調してから、凜々花はいよいよ話を詰めていく。

「だから私は嫌な役を買って出て、郁たちを救うことにしたのよ。結果は大成功ね！　あなたが最大の目的にしていた郁とのファーストキスも奪えたし？　凜々花ちゃん大勝利！」

　そして、間もなくエレベーターが再度屋上に到着する。中からはエリ姉と莉り生お、そして燈とう華かが降りてくる。空そら音ねの時間は、もう終わりを告げようとしていた。

「空音。もう『ママ会』にあなたの味方は居ないわ。全員が真実を理解したから。あとはあなたがその小さな頭を下げれば、全て丸く収まることよ。『ママ会戦』、終戦ね」

　多分、凜り々り花かがスマホでメッセージを送ったのだろう。到着した三人は慌てる様子もないまま、空音とのやり取りを見守っている。

　一切の為なす術すべを失った、俺の後輩は。

「……せっかくの楽しい時間が台無しです。ここでパイセンとキスをして、それから一緒にご飯を食べて、買い物をして、それから……」

　顔を上げた空音の目元には、大粒の涙が浮かんでいて。

「それから、ずっと同じ未来を二人で歩くつもりだったのに──！」

　その粒をコンクリートに落とし、空音は逃げるようにして非常階段を下りていった。

　その瞬間、場に張り詰めていた緊張の糸が一気に弛し緩かんして、それから。

「うぉおおん！　凜々花さぁあああん！」

　その場で立ち尽くしていた燈華が、涙を流しながら凜々花に抱き着いたのだった。

「ごめんね、燈華ちゃん。あなたの為ためとはいえ、酷ひどいことをしたわよね、私」

　凜々花も泣きそうな声で、飛び込んでくる世界一可愛かわいい娘を受け入れた。

　これでようやく、『ママ会』三人は本当の意味で燈華との再会を果たしたのだ。

「いいのです！　私は信じていましたから！　もう一度この大きなお胸に飛び込んで、顔を押し付ける瞬間を……ずっと夢見ていましたからぁ！　ぐりぐりぐり！」

「ふふっ。私の大きな胸で良ければいくらでも貸すわよ！　燈華ちゃんの泣き顔、本当に尊くて困っちゃうわ。ママがいっぱい甘やかしてあげまちゅからねー？」

　勝手にママを名乗り始めた凜々花がこっちを一いち瞥べつしてきたけど、それは無視して、と。

「あれ？　これは……？」

　何気なく視線を先ほどまで空音が居た場所に向けると、そこには一冊のミニノートが落ちていることに気付く。花柄カバーの、可愛いデザインだ。

「大変だったね、郁いくちゃん」

　俺がそのノートをポケットに捻ねじ込むと、駆け寄って来た莉生が声をかけてきた。

「本当にチューされるかと思ったぞ。もしかしてお前らは、凜々花が正気なことに気付いていた、とか？」

「うん。映画館で郁ちゃんと別れた後、僕らの座席の横に凜々花ちゃんが座っていて。そこで色々話を聞かされたよ。最後に空音ちゃんを裏切るつもりだ、っていうことも」

　どこまで計算していたのか分からないが、本当に頼りになる幼おさな馴な染じみだ。

「ねえ、いーちゃん。これからどうするの？」

　エリ姉に聞かれて、俺は思考する。もちろん、放っておくつもりはない。だけど。

　空そら音ねが去って行った先はどこだ？　あのまま真っすぐ家に帰ったとは思えないが。

「そうだな……俺は空音を探すよ。そこで、説得するつもりだ」

　俺の目的はあくまで、空音を思い出して救うことだ。

　あの子の想おもいを拒絶し、精神的に痛めつけるのは本意じゃない。結果的にそうなってしまったから、それについても弁明しないと。

「全く。郁いくは本当に甘いわね」

「うん。僕もメチャクチャ甘いと思う」

「私もそう思う。だけどそんないーちゃんだから、私たちは安心出来るけどね！」

　凜り々り花か、莉り生お、エリ姉は俺の答えに呆あきれた様子だったけど。

　親が子供の悪戯いたずらを許すような、優しい笑みを浮かべながら受け入れてくれた。

　だけどこの三人が居るから、俺は空音を救いたい気持ちになれたんだ。

「言っておくけど、空音とキスしたら怒るからね！　唇で慰めるのは禁止だからっ！」

　そんな中、凜々花だけが勝手な妄想を俺に押し付けて怒ってくる。

「さっき俺にキスしかけたお前が言うな。心配はしていなかったけどな」

　空音の方からは濃厚なキスを交わしたように見えたかもしれないけど、凜々花が先ほど俺にしたのは、あくまで「フリ」だ。

　口元を手で覆おおうことで、横から見たらキスしているように見えるテクニックだ。後ろから見たらおふざけだって分かるけど、空音の立ち位置からは上う手まく騙だませたようだ。

「凜々花が婚姻届を……『パパーツ』を俺の家で受け取った時、言ったよな。胸いっぱいの愛が溢あふれて抑えきれない、って。あの言葉はずっと俺の胸に響いていたよ」

　それは先月、凜々花が燈とう華かの寝ている横で俺を押し倒した時の台詞せりふだから。

　あの時は結局断ったけど、凜々花の真剣な眼まな差ざしと言葉は、ずっと忘れられそうにない。

「うふふ。伝わったようで何よりだわ！　最後まで素敵な演技をしないといけなかったからね。だけどあの状態でも理性を保ったんだから、ちゃんと約束は守ってよね！」

　叫ぶ凜々花と同じように、エリ姉と莉生も何度も頷うなずく。心配性だなあ。

「大丈夫だよ。俺は世界一可愛かわいい娘と会いたいから、そう簡単に過去を変えない。それに世界だかなんだか知らないけど、元々あった俺たちと空音の『記憶』も変えさせない」

　俺が四人に見送られるようにエレベーターに乗り込んだ、その時だった。

「お父様、これを！」

　燈華が小さい筒状の何かを投げて、俺に寄こしてきたのだった。

「最後の『パパーツ』ですよ！　その使い道は、自分自身に聞いてみてください！」

　閉まる扉の隙間から、最後まで燈華の声が響く。

「私のお父様は優しくて、格かつ好こ良くて、泣いている女の子を見捨てられない人ですから！　だから、ちゃんと空そら音ねさんを迎えに行ってあげてくださいね！」

　間もなく扉は完全に閉まり、エレベーターは下降を始める。

　俺は『パパーツ』を片手に、自分のスケジュール帳と、空音が落としたノートを開いて使い道を探ろうとして、すぐに理解した。

　何より空音が聞きたかったであろう、先の言葉も。

「首、か……。燈とう華かはこれに気付いていたのかもしれないな」

　俺の空音との部屋で思い出探しをしていた時、燈華はあまり積極的に手伝わなかったし、それどころかすぐ寝ちゃっていたけど。

　それは最初から答えを見つけていて、俺自身に未来を託したから、かもしれないな。







「やっぱり、ここに居た」

　俺が向かった先は、中学校のすぐ近くにある丘の上の公園だった。

　閑静な高級住宅街の中の坂道を抜けた先に、この公園はある。空音の家はこの近くにあったはずだ。中学生の頃、何度か送ってあげた記憶があるし。それに。

「どうしてここが分かったんですか……」

　街が一望出来る、切り立った遠望スポットにあるベンチで膝を抱えて顔を伏せている空音は、恨むような声音で俺に尋ねた。

　きっと顔は涙でグチャグチャになっているだろう。だから俺は静かに横に座って、ここに来るまでの経緯を語った。

「だって昔、何度かここで生徒会の相談を受けただろう？　俺が中学三年の頃の秋とか。来年俺が居なくなって、副会長の役職を引き継げるかどうか、って」

「……どうしてそういうことを覚えているのに、肝心なことは忘れているのですか」

「これだって少し前までは忘れていたよ。だけど、思い出した。生徒会でのＣＤ紛失事件を思い出してから、それがきっかけに様々なことを思い出せたんだ」

　初めて出会った日のこと。ＣＤ紛失事件のこと。一緒に過ごした時間。

　俺が卒業した日のこと。そこで涙を流しながら見送ってくれたこと。

　何より今年、空音が俺にバレンタインチョコをくれたこと。

　そして、もう一つの大切な記憶も。

「私は……怖かったんです」

　空音は少しだけ顔を上げて、俺たちの住む街を眺めながら話を始めた。

「ゴールデンウィーク中、私はずっと悪夢を見ていました。パイセンが未来から来た娘と一緒に、私も知っている三人の女の子と一緒に過ごす夢です」

　それは、間違いなくただの夢じゃない。俺の周りで現実に起きた出来事だ。

　だけど俺はそうは言わずに、空そら音ねの言葉の続きを待った。

「パイセンはエリ姉さんといやらしいことをして、莉り生お先輩といやらしいことをして、凜り々り花か先輩といやらしいことをしていました。毎晩うなされていましたよ、私」

　うーん。大体合っているから否定出来ないのがなぁ……。

「紙パックのジュースで授乳だとか、プールデートで股間ペアルックだとか、婚姻届を突き付けられるとか。それはそれは、毎朝起きる度に嫌な汗と……涙を流しましたよ」

　空音は再び目尻に浮かんだ涙を、手の甲で拭う。だけど話すのは止やめない。

「怖くなった私は、連休明けにパイセンに連絡しました。電話で、『私という可愛かわいい彼女がありながら、何をしているのですか』って。八つ当たりですよね。でも」

　一瞬だけ沈黙を挟んで、空音はその先を語る。

　恐らく、今日に至るまでの、俺や『ママ会』の三人が忘却した出来事を。

「パイセンは『そうだったな、ごめん』と謝ってくれて、凜々花先輩とエリ姉さんにも同じようなことを、パイセンと付き合っていることを吹ふい聴ちようしたら……何な故ぜか信じてくれて」

「だからお前は、それを利用して記憶をすり替えたのか」

「はい。パイセンと付き合えたと思うと、幸せで、涙が止まらなくて……だけど、それはあくまで偽りの時間です。神様が私にくれた、ほんの少しのロスタイム。パイセンとの間に失われた一年を埋めるために授けられた、そんな数日でした」

　そこから先は、まだ俺の記憶にも新しい。

　空音は『ママ会』の三人を退けて、俺の部屋に上がり込み、キスを迫ろうとした。

「キスをすれば、パイセンを独占出来ると思いました。そんな気がして、私は不ふ埒らちな行為を恥ずかしげもなく行って……だけどあの子が、燈とう華かちゃんが来ました」

　その危機を救ってくれたのは、未来から再び現れた俺の娘だ。

「その瞬間、連休中の悪夢が現実だと気付きました。本当にあった出来事を、何故か私は第三者として鑑賞していたのだ、と。だからもう、止められなかった。止まる気なんて、もう無かったんです。パイセン」

　エリ姉を丸め込み、莉生を退けて、凜々花を手駒にした。

　だけどその目もく論ろ見みは失敗に終わり、俺と空音は今ここに居る。

「私は皆さんに酷ひどいことをしたので、これ以上はもう関わらずに」

「燈華がさ、俺に色んなことを教えてくれたんだ」

　関係を終わりにしようとした空音の言葉を遮って、俺は娘の話を始める。

　世界一可愛い娘が俺にくれた、たくさんのものを。

「俺が忘れかけていた人を好きになる気持ちや、女の子たちと喋しやべる時に大切なこと。相手が何を望んでいる時に、どうすべきか。知らないことばっかりだったよ」

　俺は燈華から受け取った『パパーツ』を片手に、だけどそれはまだ出さないままで、もう少しだけ燈とう華かの話をする。

「未来から来た娘に恋愛指南をされるなんて、笑うだろう？　だけどそれは本当のことで、そのおかげで俺はエリ姉、莉り生お、凜り々り花かともっと仲良くなれた。自慢の娘だ。だから俺は燈華から貰もらったものを、少しでも空そら音ね……いや、紫し織おりにもあげたい」

　その名前を呼んだ瞬間。

　空音は心の底から驚いたようで、何度も瞬まばたきをする。

　今この時間が、俺の言葉が、現実かどうか確かめるかのように。

「パイセン……今、私のことを昔みたいに、呼んで……？」

　まだ現実を受け止め切れていない紫織に、俺は『パパーツ』を取り出す。

「中学校や屋上でヒントをくれたのに、気付けなくてごめん。遅くなったけど、バレンタインデーのお返しだ。元々はお前の希望で、高校入学後に渡す予定だったよな、これを」

　短い筒状のケースを開けて、中に入っていた物を紫織の首に巻いてあげた。

　それは俺と、そして紫織が通う高校のネクタイだ。

　俺が一年間使っていたから、少しだけほつれているけど。

「俺と離れていた、一年の時間の埋め合わせに『一年間使っていたネクタイ』が欲しい。希望通りの物以外は用意出来なかったけど、これで許してくれるか？」

　ホワイトデーの日は、紫織の合格発表のすぐ後で。

　俺は真っ先にお祝いのメッセージを送って、お返しをする予定だった。

　その時に紫織は、こう言ったんだ。




「来月になったら郁いくさんのネクタイが欲しいです。一年間、使った物を。それを首にかけていれば、私と郁さんの時間が埋められたような気がするので。可愛かわいい後輩である私は、いつだってあなたに首ったけ、なのです。えへへ」




「い、郁、さん……郁さん。嬉うれしい、本当に嬉しいです」

　紫織はすっかり泣きつかれていただろうに、俺が結んであげたネクタイを何度も、何度も愛いとおしそうに握ってまた涙を流す。

　泣き虫な後輩を持つと大変だな。俺はその頭を撫なでようとした、けど。

「ちょ、ちょっと！　どさくさに紛れて私の身体からだを触らないでください！」

　紫織は慌てて俺の手を払って、狭いベンチの上で距離を置く。

「頭を撫でようとしただけだぞ？　このノートにも書いてあったはずだが？」

「え？　え？　な、な……何で郁さんが、それをっ！」

　俺は駐車場で拾った花柄模様のミニノートを空音に手渡した。

　表紙にはカラーペンで『シオリックレコード』と書かれている。

　それは俺のよく知る誰かのネーミングセンスに、とてもよく似ていた。

「駐車場で落としたじゃないか。拾ってあげたのにその態度はダメだと思うなあ」

「あ、ありがとうございます。それで……もしかして、中を読みました？」

「もちろん！　何か記憶に関するヒントが無いかな、って！」

「うわあああん！　な、何てことを……何てことをしてくれたのですか！」

　そのノートには可愛かわいい丸文字で、色んな『願望』が書かれていた。




　郁いくさんの笑顔が好き。優しくて明るいあの顔を、恥ずかしくて見られないけど。

　郁さんの声が好き。相手を思いやる、静かなトーンは聞くたびに耳が幸せになる。

　郁さんの手が好き。大きな手で撫なでられたい。私も猫みたいに扱われたい。

　郁さんの全部が好き。嫌いなところなんて、何一つない。




　だけど叶かなわない。




　郁さんの笑顔は、いつも私以外の「隣」に向けられていて。

　郁さんの声には、私だけじゃなくて誰が相手でも優しさが込められていて。

　郁さんの手には、一度だって触れたことはない。私は「あの人たち」ほど親しくない。

　郁さんの全部は、いつだって他の誰かに向けられているから。




　いつも泣きそうになる。私は、あの人の『特別』じゃないことを痛感しちゃう。




　だから叶えたい。郁さんには、私だけを愛して欲しい。




　他の誰でも、「後輩」としてでもなく、空そら音ね紫し織おりという一人の女の子を。




「殺してください。あとこっち見ないでください。あっち行ってください」

　その『中身』を見られことを察した紫織は俯うつむいて顔を両手で覆おおった。

「紫織……いや、勝手に読んだのは悪かったけどな？　元気出してくれ」

「私の顔を見ないでください。覗のぞかないでください。惚ほれますよ？　愛しますよ？」

「脅しになってないし、惚れていなかったらあんな文章書けないような……」

「──っ！　う、うるさいですね！　いじわるする郁さんは嫌いですっ！」

　隠しきれてない耳を真っ赤にしている紫織が、なんだかとっても愛いとしく見える。

　俺の後輩、こんなに可愛い一面もあったのか。だからこそ、言わないといけないな。

「なあ、紫織。一つだけ提案がある」

　紫し織おりがしてきたこと、皆を騙だましたのは悪いことかもしれない。

　だけど紫織は、それ以前に俺の後輩だ。

　他に代わりなんていない、大切な存在だから。

「お前さえ良かったら、これからも俺たちと一緒に過ごさないか？　エリ姉、莉り生お、凜り々り花か。そして燈とう華かと一緒に……同じ日々の中で笑い合いたい。ダメか？」

「郁いくさん……こ、子供扱いはしないでください」

　ようやく顔を見せた紫織の頭を撫なでると、先ほどのように強い抵抗は示さなかった。

　俯うつむいたまま小さな子供のように、黙って俺の手の感触を堪能してくれている。

「お前が『ママ会』に入ってくれたら、きっと皆喜ぶぞ？」

「……だけど、私にはそんな資格はありません。私は自分自身の欲望に溺れ、皆さんを陥れたわけですから。覚悟は出来ています。私はもう、郁さんと一緒には──」




「お父様と一緒に居てください！　紫織さん！」




　紫織の背後で叫んだのは、他の誰でもない。

　世界一可愛かわいい俺の娘、燈華だった。額に汗を滲にじませ、息を切らせて肩で呼吸している。

　場所はみんなにスマホでメッセージを送っていたけど、走ってきてくれたのか。

「と、燈華ちゃん？　いや……そう言われても、私は」

　燈華の叫びを聞いた紫織の顔色と答えは、未いまだに変わらないままだ。それでも、燈華は語り続ける。必死に叫び続ける。未来の『ママ候補』の一人に。

「いいじゃないですか！　皆さんを陥れても！　いや、それはダメかもしれませんけど！　だけど誰かを好きになった気持ちは、抑えられませんから。ねえ、紫織さん」

　燈華は紫織の手を取って、優しく握り締める。伝わって来る熱を感じたのか、紫織は目を見開いて困惑していたけれど、燈華はそんなことを無視して続けた。

「私は紫織さんとお部屋で遊んだ時、とっても心が温かくなりました。頭を撫でられて、もっともっと、撫でて欲しいと思いました。私がそう思った相手は、五人だけです」




　お父様。私の世界一格かつ好こいい、大切な人。

　エリ姉さん。私をとても甘やかしてくれる素敵で優しい、お父様のご近所お姉さん。

　莉生さん。私をお姉ちゃんと慕ってくれる可愛い妹で、お父様の親友。

　凜々花さん。私のムスメリティを上げてくれた、エッチで美人なお父様の幼おさな馴な染じみ。

　そして、あと一人は。




「紫織さん。私のお父様をとっても深く愛してくれた人。だから私は、これからも紫織さんとお父様には、一緒に……居て欲しい、です。ひ、ぐっ……だめ、ですか？」

　涙を流す燈とう華かに、紫し織おりは困ったように俺の顔を一度見る。

　その目が何を尋ねているか、聞くまでもない。俺は頷うなずくだけだ。

「……燈華ちゃん。ちょっとだけ、許してね？」

「あっ……！　し、紫織さん」

　紫織は泣いている燈華を抱きしめて、もう一度頭を撫なでてあげた。

　同じくらいの背格かつ好こうで、年齢も変わらない。それこそ同級生だけど。

　どうしてだろう。やっぱり、母が娘をあやしているように見えてしまうのは。

「変なの。燈華ちゃんに言われると、何だかそれを叶かなえてあげたくなっちゃう。私は郁いくさん以外愛せないと思っていたけど……燈華ちゃんなら、愛せる気がする」

　芽生えたママリティが母性に昇華した、この瞬間。

　空そら音ね紫織は間違いなく『ママ会』の一員になったはずだ。

「ありがとうございます……紫織さん！　じゃあ、これからも？」

「うん。郁さんと一緒に居る。一緒に居たいから、許してくれる？　もちろん燈華ちゃんだけじゃなくて……あなたたちにも謝りたいです」

　燈華を抱きしめた後、顔を上げた紫織の視線の先には、少し遅れて到着した『ママ会』の三人が笑顔で立っていた。

「今回のことをしっかりと反省しているなら、お姉さんは大歓迎ですよ？　二人で一緒にいーちゃんのお世話をしようよ。ね？」

　エリ姉はその包容力で紫織を許して。

「僕は中学生の頃みたいに、紫織ちゃんとお喋しやべりしたいな。お昼も一緒に食べたい！」

　莉り生おはその愛らしさを、紫織に向けて。

「……ダメな後輩を持つと苦労するわね。だけど私だって、中学生の頃みたいにあなたと話したいのよ。生意気だけど紫織は私の妹みたいで、嫌いじゃなかったから。ふふっ」

　凜り々り花かは頼れる先輩として、それぞれがそれぞれの想おもいを紫織に伝えた。

　そして最後に燈華が、紫織の手をもう一度優しく握る。

「私は『ママ会』のメンバーが増えてくれると嬉うれしいですねぇ！　もしかしたらこれからも未来に戻っても紫織さんと仲良くなれると思うと、楽しみが広がります！」

　この場にはもう、紫織を責める人間は誰も居ない。あとは、紫織の気持ち次第だ。

　彼女がこれから、俺たちとどういう関係を築いていきたいか。それだけのこと。

「私……私は、もう決めています。今後は、あなたたちとどう付き合うかを」

　紫織はまるで勇気を貰もらうかのようにネクタイを撫でてから、『ママ会』と、そして未来の娘に成り得る燈華を見て、ハッキリと、とても大きな声で宣言した。




「私は『ママ会』に、絶対に入りませんからぁ！」




　その意外な答えに、俺たち四人は揃そろって仰天の声を上げることすらなく。




　唖あ然ぜんとした様子で、満面の笑みを浮かべる紫し織おりを見つめるしかなかったのだった。







　翌日、日曜日。自宅アパートで俺と燈とう華かは朝食を食べていた。

「まさかの答えでしたね、お父様！」

　燈華は最後に残していた目玉焼きの黄身をお箸で崩して、昨日の出来事を振り返る。

「ああ。まさかの入会拒否とは、誰も想像していなかったよな……」

「普通は笑顔で、『私もママになりますぅ！』っていうのがハッピーエンドですからね。でもあれはあれで、紫織さんらしくていいじゃないですか！」

「……それもそうだな。あははっ」




　あの後、紫織は絶句している俺たちに、「入会拒否」を突き付けた理由を語った。

「いいですか？　あなたたちは郁いくさんを甘やかしすぎです。ママリティだか何だか知りませんけど、あなたたちの関係は健全ではないのです。爛ただれた関係ですよ？」

　ぐうの音も出ないほどの正論に、反論を用意出来る奴やつは一人も居なかった。

　紫織はそんな『ママ会』の面々を前に、更に畳みかける。

「そういう関係をあなたたちが許し合っているなら構いません。だけど、私はあくまで郁さんを独占したいのです。いいですか、郁さん」

　俺の手を取って、紫織はその純粋な眼まな差ざしを俺に向けてくる。

　初めて見た、その偽りも曇りも一切無い眼めに、思わず釘くぎ付づけになってしまう。

「郁さんは私の一番です。だから郁さんも、私を一番にしてください。二番でも三番でもダメです。横並びの一番もダメ。私だけを想おもって、愛してください」

　誰よりも前向きで、強欲で、だけど年相応の女の子の告白を受けたのは、これが人生で初めてだったかもしれない。

　自分の顔が嫌になるほど赤くなるのを感じる。だけど、俺は。

「その答えだけど、俺は……んぐっ！」

　言いかけた俺の口元に、柔らかな絹のハンカチが押しあてられる。

　かつて紫織に押し倒された時に、その唇を守った粗い目のタオルとは違う。とても優しい匂いのする、上品なハンカチだった。

「今はその答えはいりません。私はあの三人と違って、郁さんと同じ学校に通うのは一年ぶりなのですから。だからもうしばらく付き合ってあげますし、付き合ってください」

　紫し織おりは俺の口に当てたハンカチを、わざとらしく自分の唇にくっつける。

　その扇情的な仕草に俺は胸の高鳴りを抑えきれなかった。

　今までただの後輩で、互いに特別な感情は無いと思っていたけれど。

　だけど、少なくとも目の前の女の子は、俺に特別な想おもいを抱いていてくれた。

「私は郁いくさん……いいえ。パイセンが大好きです。だからちゃんと全てを終わらせようと決意した時に、もう一度『郁さん』の言葉で続きを聞かせてください」

　紫織は『ママ会』の三人を無視するように、軽やかな足取りでその横をすり抜ける。

　だけど燈とう華かの前で少しだけ足を止め、何かを耳打ちしてもう一度歩き出した。

　やがてその背中が小さくなっていくと、紫織は最後に振り返って叫んだ。

「来年の今頃は、そこの三人よりも、もっと、もーっと！　パイセンを好きになっていますからね！　私は！　あなたたち全員を悔しがらせてみせますから！　あはは！」

　華麗な宣戦布告を残して、空そら音ね紫織は帰って行った。

　全てが終わった後で、『ママ会』の三人は口々に紫織に対する怒りや不満をぶつけたけれど、それでも。

　最後は全員が笑い合って、紫織の決意と、『ママ会』に入らずこれからも俺たちと付き合っていくという、その大胆な宣言を受け入れたのだった。
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「とはいえ、今回は一件落着ですね！　ごちそうさまでした！」

　燈とう華かは食器をお盆に載せて、台所のシンクまで運んでいく。

　その後姿を見て、俺は一か月前のあの日を思い出していた。

「燈華。もう帰るのか？」

　その言葉の真意を、燈華は分かってくれているはずだ。

　だけど振り向いた愛まな娘むすめの顔は、以前のような悲しみを帯びていなくて。

「はい！　そもそも今回は、神様が私にくれた、ほんの少しのロスタイムのようなものですからね！」

　その表現に『ママ会』に所属していない俺の後輩の顔を思い出したけれど。

　俺は笑って立ち上がり、お皿洗いを始めようとしている燈華の頭を撫なでた。

「皆に挨拶は済ませたのか？」

「はい！　昨日ちゃんと言っておきましたから！　紫し織おりさんとの問題が解決したら帰るから、いっぱい甘やかしてください、と！　おかげで財布がパンパンですよ！」

「せびったの？　お小遣いをたくさんせびったの？　お父さんそんなの許さないぞ。返してきなさい！　後で挨拶するのが大変なんだからね！」

「いいじゃないですか！　過去のお金は未来でも使えるわけですし！　まあ、お小遣いは嘘うそですけど、いーっぱい愛情を貰もらいましたから。ふへへ！　幸せだなあ」

　燈華は愛用のトートバッグを見つめて、その柔らかい頬ほおを緩める。

　紫織を見送った後、俺だけ先に帰宅し、四人は買い物に行った。その時に、燈華は何かを買ってもらったのかもしれない。だったら、俺は最後に燈華としたいことをしよう。

「燈華。制服を着て一緒に出るぞ」

「へ？　日曜日なのに、ですか？　一体どこへ……？」

「それはもちろん学校だよ」

　俺の言葉に燈華は一瞬間を置いて、すぐに理解してくれたようだった。

「やったー！　そうですよね、そうですよねぇ！　お父様と一緒に制服を着てお出かけ出来るのは今だけですから！　最後にやっておかないと、損ですよね！」

　燈華はその場でシャツとスカートを脱いで下着姿になり、慌てて制服を取りに行く。

「こら。ちゃんと着替えは部屋でしなさい！」

「はーい！　今すぐ着替えますから、待っていてくださいね！」

　全く……小さい子でももうちょっとしっかりしているぞ。

　だけど下着姿を見て興奮しなくて良かった。燈華が『変質』せずに済んだ証拠だ。

　だからもう、これ以上は何の心残りも無い。と言えば嘘になるけど。

「では行きましょう！　お父様！」

　やりたいこと、してあげたいことは山ほどあるさ。

　だけどそれは、少し先の未来でいくらでもしてあげられるから。

「ああ！　行こう、俺たちの母校へ！」

　燈とう華かと同じ制服を着られる『今』を楽しもうじゃないか！







　外に出た俺たちは、手を繋つないでいつもの道を歩く。

　休日の朝は人がいつもより少なくて、快適だけどなんだか物足りなさもあって。

「燈華はいつもこの道で通学するのか？」

「最初の道だけちょっと違うのですが、途中からは多分同じルートですよ！　お父様が歩んできた道を、私が未来でもなぞっているのです……！」

「いいことを言っている風に聞こえるけど、単純に通学路が同じというだけだよね」

　だけど同じ道を歩いているというのは、ちょっとだけ嬉うれしかった。

　この街は未来でも大きな変化がなく、過ごしやすい場所なのかもしれない。きっと、父さんや母さんも同じように歩いた道がいっぱいあるはずだから。

「あ、お父様！　あそこにコンビニがありますよ！」

　燈華は俺の手を引っ張って、住宅街の一角にあるコンビニへと走っていく。

「もしかして、未来ではここにコンビニは無いのか？」

「そうですね！　聞いた話だと、コンビニが潰れて個人塾になって、中華料理屋さんになった後はどこかの会社の出張事務所になっちゃいました」

「よくあるパターンだな。じゃあ何か買っていくか？」

「うひょー！　超嬉しいです！　お父様と買い食いですね！」

　俺たちはそのままコンビニに入って、それぞれ好きな物を買っていく。

　手渡されたビニール袋を嬉しそうにトートバッグにしまう燈華は、なんだか可愛かわいい。

「うへへ！　イチゴ牛乳とドーナツを買いました！　お父様は？」

「俺はコーラとたけのこのお菓子だな。一個食べるか？」

「はぁーん？　またそうやって娘の趣味に合わないお菓子を買って！　戦争ですよ！　とりあえず一個ください！　あーん」

「食べるのかよ。そこは最後まで孤軍奮闘してくれよ」

　お菓子の封を開けて、自分が食べるより先に燈華の口の中に一個入れてあげた。

　俺も同じように一個食べて、まだまだ続く通学路を一緒に歩く。

「あ、お父様！　猫が居ます！　猫が！」

　途中で燈華は生垣の縁に座っている黒猫を見つけ、楽しそうに撫なでる。首輪が付いていて人に慣れている辺り、どこかの飼い猫だろう。

「そりゃあ猫くらい居るだろう？　え？　未来では居ないの……？」

「居ますけど、この子とはこの時代でしか触れ合えませんからね！」

「そうか……。普通は出会えない猫だもんな。あ、だけどその猫の子供は未来で会えるかもしれないぞ？」

「おおー！　素敵ですねえ！　私とお父様みたいです！　そういえばこの先にある本屋さんも、未来では最近になって閉店してしまいました。向かい側のＣＤショップも中古専門店になってしまいましたよ」

　商店街に入った辺りで、燈とう華かは残念そうな顔で消えてしまった店を眺める。

　どちらも通販の急成長やデジタル化に際して、現代でも店舗が減っているからな。

　そうか。この街も緩やかに変わっていくのか。

　街を離れている間に知っている場所が知らない場所になり、知らないはずの場所が故郷になる。

　だから俺は未来でも、この街で、故郷で生きることを選択したのかもしれないな。

「お父様！　商店街の先にある公園、知っていますか？　あそこは春になるとたくさんの桜が満開になって綺き麗れいな場所なのですよ！　昔ママと三人でお花見もしましたね！　あ！　これは未来の情報でした！　聞かなかったことにしておいてください！」

　俺と手を繋つないで歩く燈華は、どこかで何かを見つける度に、その思い出を語ってくれる。

　これから生まれていく、変わっていく街での思い出を。




「着いたな、燈華」

「着いちゃいましたね、お父様」

　俺たちは見慣れた学校の前、今も通い続けている高校に到着した。

　燈華との登校は、これが最初で最後だろう。未来では絶対に出来ないな。

　年齢が殆ほとんど変わらない親子が同じ制服を着て通学するなんて、夢みたいだ。

「なあ、燈華。学校は楽しいか？」

　俺たちは正門の前にある花壇の縁に腰かけて、もう少しだけ一緒にこの時間を過ごすことを決めた。背後では、かつて俺の母さんがエリ姉に譲ったビオラの花が揺れている。

「今は入学して一か月くらいですけど、楽しいですよ！　中学からのお友達も一緒で、新しいクラスメイトとも仲良くなって、気になる男の子は……まだ居ません！」

「良かった。居るって言ったらこの後そいつの両親に挨拶に行くところだった」

「お父様、目から光が消えていますよ？　しかも生まれる前じゃないですか、その子」

「危険な芽は早めに摘み取っておかないとね？　そうだ。学校の先生とかはいい人か？」

「えー？　まだ入学したてなので分かりませんけど、でも私のクラスの担任は可愛かわいい人ですよ！　もうすぐ三十路みそじで荒れていますけど、なる……りーちゃん先生と呼ばれて、皆が慕っています！」

「もうすぐ三十路みそじっていうことは、今はまだ小学生か。そうだよな。制服姿の燈とう華かを見るには、まだまだ時間がかかるわけだ」

　俺たちはそれから一時間くらい、互いの学校生活を語り合ったりして。

　気付けば燈華のイチゴ牛乳も、俺のコーラも空っぽになっていて、そろそろ区切りをつけなければならない気がした。

「そういえばお父様、私のママは誰にするか決めました？」

　突然燈華に尋ねられ、俺は思わず顔を背ける。

「ふふふ。ちなみに、ママの名前には『り』が入っていますよ！」

「マジか！　って……全員入っているじゃん！」

　意地悪な笑顔でヒントをくれた燈華に、俺は観念することを決意した。

　少し先の未来で、いずれ分かることだ。だから、娘には伝えておこう。

「以前よりも一緒に居たいと思える相手は出来たよ。名前は恥ずかしいから言わせないでくれ。お前なら分かっているだろう？」

「さて？　未来がずっと、そのママでいるかは分かりませんから。でも、誰を選んでもお父様と私は会える気がしますよ！　この前もお父様が未来に来てくれましたからねー？」

　やはりあれは夢じゃなかったらしい。燈華と「今の」俺は、未来で会っている。

　高校の入学式前日に、少しだけ話をしたな。大切な思い出だ。

「ちなみに……入学式での『未来』の俺はどうだった？」

「えへへ。最高の思い出になりましたよ！　お父様はサプライズが上手ですね！」

　一体何をしたのだろうか、「未来」の俺は。サプライズって。

　だけどその答えは、これから俺が生きて行けば見つかるはずだ。

「そっか……さて、そろそろ行くか？」

「そうですね！　やっぱりお父様はいつの時代も最高でした！　一度だけじゃなくて二度もこんな奇跡を体験出来て、燈華ちゃんは幸せ者です！」

「……じゃあ、最後にお父様に奇跡を見せてくれるか？」

　俺は立ちあがって、正門の脇にある通用口から敷地内に入った。

　駐車場に車が停とまっているから、中には教員が居るのだろう。そのためか、正門は閉じてはいたけど施錠はされておらず、簡単に開くことが出来た。

「これでよし！　燈華、学校に登校する姿を俺に見せてくれ！」

「わー！　お父様のアイディア、とても素敵です！　もちろん見せてあげますよ！　さあさあ、こちらへどうぞ！」

　俺は正門を抜けて、再び花壇の横に立つ。

　燈華はトートバッグを肩にかけ直して、ゆっくりと、焦じらすように歩き出した。

「今日は特別ですからね！　これが燈華ちゃんの、高校に登校する瞬間ですよ！」

　一歩ずつ、着実に。燈とう華かは正門へと近づいていく。その後姿に嬉うれしくなってしまう。

　本当に、燈華は俺と同じ学校に通うことになるのだという事実が。

　そして正門を抜けて、燈華は振り返る。最後に満面の笑みを、俺に贈るようにして。

「お父様ぁー！　私は『今』のお父様も、『未来』のお父様も！　どっちも大好きです！　これからもずっと、ずーっと！　愛していますからねぇー！」

　その叫び声と同時に、燈華の胸元のリングが光り、突風が吹いた。

　暖かい風が俺の頬ほおをなぞって、思わず目を瞑つぶってしまう。

　だけど、俺も伝えないと。この胸に芽生えた、いっぱいの愛を──。

「燈華ぁー！　俺もお前をずーっと、世界で一番愛しているからなぁー！」

　その風が通り過ぎてから目を開けると……もう、燈華の姿は無かった。

　大丈夫、きっと届いたはずだ。なあ、燈華。




　大好きだよ。これからもずっと、二人で同じ未来を「創って」いこう。




　俺の言葉は再び吹いた優しい風に乗って、どこかへ運ばれていく。




　この想おもいがどうか、遠い未来に続いていきますように。

[image: ]

　だから「今」はその「未来」への、確かな道を作っていこう。

　俺はスマホを取り出し、ある人物に電話をかける。どんな口実だって、どんな拙い誘い文句でも構わない。ただ、心からそうしたいと思えたから。

「あ、もしもし？　あのさ、良かったら今から会えないかな？」

　電話先の相手は焦ったように、着替えも、心の準備もしてないと言い訳をするけど。

　それでも、誘いを断るつもりはないようで。俺に色々なことを聞いて来る。

「他に誰か居るか、って？　もちろん、二人きりだよ」

「行き先？　まだ決めてないけど、俺は二人ならどこにだって行きたい」

「これがデートか、って？　そうだな……それは会ってから伝えたいな」

　ひとしきり聞いて満足したのか、『あの子』はすぐに行くと約束してくれた。

　この日をきっかけに、今まで以上に二人の仲が親密になったらいいと、そう願う。







　俺と燈とう華かの『ママ探し』に正解は無い。未来が定まったつもりでも、その未来は紫し織おりとの一連の出来事のように、ふとしたきっかけで大きく変化をするかもしれない。

　それは、どんな形にだって変えていける。

　そして、どんな形になっても間違いではない。




　これから大変なことがあっても、必ず辿たどり着きたい場所があるということ。




　その思いだけを忘れず、心の奥底に希望の火を灯ともし続けて行けばいい。




　燈華と会える、その日まで。




　俺と『ママ』たちの物語は、まだまだ続いていく。





あとがき

　僕はライトノベルを書くのが大好きです。

　自分の考えた世界で唯一無二のキャラクターたちが会話劇を繰り広げ、際限なく広がっていく物語。最後は幸せな笑顔で幕を閉じる。そんな作品を書き続けて来ました。

　デビューするまでに、新人賞の選考で夢破れて消えていった無数の物語があります。だけどそのどれもが、全て幸福な結末でした。

　僕は過去に生み出した物語が今でも大好きです。そしてこれからも愛し続けます。




　前置きが長くなってしまいましたが、改めて自己紹介をさせてください。月つき見み秋しゆう水すいと申します。本作は世界から忘れられた少女と主人公郁いく、そしてその娘燈とう華かの「愛」の物語です。燈華が来たことにより存在が歪ゆがんでしまった少女、空そら音ね紫し織おり。そんな彼女を愛するために親子が頑張りました。実は空音紫織は一巻の段階で設定が存在していました。詳細な設定とショートストーリーなどもあったくらいです。エリ姉、莉り生お、凜り々り花か……選ばれた三人以外にも、『ママ候補』になりえる少女が居たわけですね。皆さんの応援で二巻を出せて、一人の少女を舞台に上げる事が出来ました。心から感謝します！

　そして本作を出版するにあたって、お世話になった方々にお礼を申し上げます。

　担当編集様。今回もツイッターやカクヨムで様々な施策を提案・協力していただきありがとうございます。今後もよろしくお願いします。一巻に引き続きイラストを担当してくださったなつめえり先生。新たに紫織を可愛かわいく描いていただき幸せです。他にもハイライト無しに幼女と、先生の魅力たっぷりでしたね！　今回も素敵なイラストをたくさんありがとうございます。これからもお付き合いさせていただけると嬉うれしいです。




　最後に、再び『せかむす』を手に取ってくれた読者の皆さんへ。前回が綺き麗れいに終わったため「無理矢理続きを考えたのかな？」と思う方もいるでしょう。みっともない悪あがきに見えているかもしれません。そうです。悪あがきなんでしょう、これは。僕が郁と燈華の未来をもっと見たいと思った、それに尽きます。そしてこの思いが誰かに届いて欲しい！　この作品を心から愛してくれる人たちに、もっと喜んで欲しい！　そう祈りながら書きました。だからもっと、もっともっともっと、あなたにとっての『特別』になれるように努力させてください。ぶっ倒れるまでやり切りますから。

　何でそこまでして頑張ろうとするのかと、疑問に思う方も居るでしょう？

　物語を創って皆さんと共有するのって……面白いんですよ。何ものにも代え難いほどに。

　だからこの作品に込められた僕の情熱と「火」が、本作を読み終えた皆さんの目にもう一度光のように鮮やかに映ったのであれば──。

　それはもう、月見秋水にとって最高の幸せです。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『莉生の愛しい未来計画』





「……全く。郁ちゃんは本当にえっちなんだから」

　マンションの屋上で、僕の膝枕を堪能しながら変な事を言った郁ちゃんを保温ボトルで制裁してしまった後、一人残されたベンチの上で僕はポケットに手を入れる。

「一緒に食べようと思って持ってきたドーナツを、まさか『アレ』と勘違いするかなあ」

　取り出したドーナツはコンビニで買ったもので、個包装がされている。

　郁ちゃんが頭で潰したせいで、少しだけ形が崩れちゃったけどね。

「だけど保温ボトルを振り下ろしたのは良くなかった、かも？　いやいや！　僕にセクハラをする郁ちゃんが悪い！　他の子なら大問題だよ！　僕はいいけど！　ダメだけど！」

　我ながら支離滅裂な独り言だなあ。

　とはいえ、ちゃんと手加減したけどね。郁ちゃんのおでこから血が出たら、燈華ちゃんに怒られちゃう。僕のお姉ちゃんはファザコンだからなあ。

「まあ、お父さんから贈られたメイド服を着ている僕もファザコンだよね。莉生に似合うと思うから高かったけど買ったよ！　って、嬉しそうに言われたら……うん。断れない」

　だけど郁ちゃんを癒してあげることが出来たのだから、お父さんには感謝だ。

　僕が『パパ』に甘えているって知ったら、どうなるかな？　ふふっ。それはそれでとっても楽しそうだけど、『パパ』こと郁ちゃんが大変なことになるから内緒にしないとね。

「その青春に、一人でもいいからバカなことで笑い合える友達が隣に居て欲しい、だなんて。郁ちゃんってああいうことをさらっと言えるからずるいよね。もうっ！　えへへ！」

　目の前の綺麗な夜景を見ながら、僕は潰れたドーナツを口に運ぶ。

　僕らの青春は、長いようで短い。もう二年目の春が終わる。

　郁ちゃんとは中学生の頃から一緒に過ごす時間が多かった。それこそ、エリ姉はもちろん凜々花ちゃんにだって負けないくらい、圧倒的だ。隣はいつだって僕の指定席だった。

「だけど、欲張りさんだね。僕は」

　まだまだしたいことがたくさんある。郁ちゃんとじゃないと、出来ないことが。

　いや、違う。郁ちゃん以外とはしたくない、が正しい。

　エリ姉と凜々花ちゃんが記憶を失っている今はチャンスかもしれないけれど。

「僕は……郁ちゃんと燈華ちゃんを助けたい。だから、もう少しだけ待つよ。それでも二人が燈華ちゃんを忘れたままなら」

　その時は、僕が郁ちゃんと燈華ちゃんの『特別』になりたい。

「まあ、今は空音ちゃんのこともあるからね。まずはそれを解決してあげないと！」

　正直、これ以上『ママ会』の一員が増えるのは困っちゃうけれど。

　僕は僕の大切な人が決めたことを、応援してあげたい。

　ずっとこれからも、郁ちゃんと同じ未来を歩いて行くために。
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